
選定理由

　 典型的な海浜性のハナバチで、 海浜の開発や破壊による海浜固有の生

態系の喪失で、 生息密度がき わめて低い。

概　 　 要

　 体長はメ スが1 6 －1 7 mm、 オスが1 5 －1 6 mm。 大型のハキリ バチで

ある。 胸・ 腹部の背面が橙黄色ないし 黄褐色の毛で覆われている。 希種

のため、 生態的知見がき わめて乏し い。 年1 化性で、 活動期間は夏から

初秋である。 最近の大社砂丘での調査によ ると 、 初見日はオスが7 月上

旬、 メ スが7 月下旬であっ た。 広食性である が、 花粉を 採集でき る花資

源は大型のマメ 科植物に限定さ れる。 海浜では、 ハマナタ マメ が主花資

源植物と 目さ れる。 山陰の海浜ではこ の植物の生育はまれで、 こ れが原

因で生息密度が極端に低いのかも 知れない。 営巣は砂地に穿孔し て行わ

れる ほか、 アナバチの1 種の放棄巣や野ネズミ の旧坑など も 利用する。

アナバチの1 種の細い旧坑を 利用し た巣では、 巣の構造は筒類営巣性の

ハキリ バチ類のそれと 類似し ている。 すなわち、 複数の育房が直列に連

続的に配置さ れる 。 また、 ほかのハキリ バチ類と 同様に、 育房のカ ッ プ

は卵形葉片で、 育房栓と 入口栓はいずれも 円形葉片で閉鎖さ れる。 越冬

態は前蛹である。 国内では、 西南日本と 関東地方においていずれも 少数

個体が採集さ れている。 最近、 温暖化の影響でか東北地方の仙台でも 生

息が報告さ れている。 国外では、 中国北東部と 韓国で分布が記録さ れて

いる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大社砂丘（ 出雲市） のほか島根県内の数カ 所の砂丘、 内陸部でも 砂丘

地のよう な砂地がある木次町ふるさ と 尺の内公園で採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 海浜固有の生態系の破壊。

特記事項

　 内陸でも 河川敷で営巣が見ら れる。 こ こ では、 ク ズが花資源植物と し

て利用さ れる。

（ 執筆者： 前田　 泰生）
●参考文献

郷右近勝夫・ 前田泰生（ 2 0 2 0 ） キバラ ハキリ バチの宮城県と 島根県から の採集記録. ホシザキグリ ーン財団研究報告, (2 3 ): 2 8 1 -2 8 2 .
岩田久二雄（ 1 9 4 1 ） 日本内地産葉切蜂六種の習性考察. 高津中学校編「 紀元2 6 0 0 年記念高津中学校記念論文集」 : 2 2 3 -2 4 8 .
林　 成多・ 片岡大輔・ 大谷隆起（ 2 0 2 3 ） 島根県雲南市木次町ふる さ と 尺の内公園隣接の裸地試験区における 昆虫類調査 (2 0 1 2 年). ホシザキグリ ーン財団研究報告, (2 6 ): 6 5 -8 2 .
前田泰生・ 北村憲二・ 松本圭司・ 宮永龍一（ 2 0 0 4 ） 海浜における 送粉生態系の保全に関する 研究. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (7 ): 2 7 5 -3 0 3 .
宮永龍一・ 清水加那・ 井上く る み（ 2 0 2 2 ） 海浜性植物ハマゴウの訪花ハナバチ相と 周辺環境と の関係について. 中国昆虫, (3 5 ): 1 -9 .
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選定理由

　 水生植物が豊かで砂地の河川中流域を中心に生息し ており 、 河川改修

等による環境変化や水質悪化に弱い。

概　 　 要

　 全長5 5 －6 3 mm。 ハグロ ト ン ボによ く 似る が、 成熟し たオスでは翅

が青藍色に輝き、 ま た腹部第9 、 1 0 節の腹面が白色で ある。 オス は縁

紋を持たないが、 メ スは翅に白色の偽縁紋を持つ。 羽化時期はハグロト

ン ボよ り 約１ カ 月早く 5 月中旬ご ろ から 始ま る。 最盛期は6 月で8 月上

旬まで見ら れる。 本種はメ スへの求愛行動が特異で、 オスは飛びながら

腹面末端の白色部を誇示し 、 と き に流水面に浮かんで流さ れるよう な行

動をと る。 産卵はメ ス単独で水中植物に行う が、 し ばし ば潜水産卵に移

行する。 朝鮮半島から 中国東北部、 東シベリ アに分布し 、 国内では本州

および九州の各地に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 流域の比較的大き な河川の中流域を 中心に広く 分布する が、 生息河川

はかなり 限定さ れる。 隠岐諸島では未記録。

存続を脅かす原因

　 生息地流域の開発等による水質悪化や、 河川改修等による 河川植生環

境の消失。

（ 執筆者： 北山　 拓）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, 2 2 , 1 -1 1 6 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .
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島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 北山拓

準絶滅危惧（ N T ）

アオハダト ンボ
ト ンボ目カ ワト ンボ科

Calo p te ryx jap o n ica  Selys, 1869　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

昆
虫
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

150150



選定理由

　 過去の記録によれば、 県全域に広く 分布し ていたこ と がう かがえるが

近年産地が激減し ている。 特に西日本での生息地・ 個体数の急激な減少

傾向が指摘さ れており 、 絶滅し たと さ れる県も ある。

概　 　 要

　 全長3 0 ー4 0 mm。 盛夏以降に出現する 個体は小型である 。 オスは成

熟すると 青色の斑紋になり 、 メ スでは黄緑色と なる が、 オスと 同じ 青色

の個体も 出現。 同属のムスジイ ト ト ンボやセスジイ ト ト ンボと は、 同所

的に生息する 上に酷似する。 産卵は連結し て水面近く の植物に行う が、

潜水産卵も 珍し く ない。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内の平地から 山地まで広く 記録さ れており 、 特に隠岐諸島では同属

のセスジ イ ト ト ン ボが分布し ないためか比較的多産し ていた。 抽水植

物や浮葉植物の繁茂する 池沼や湿地に生息する が、 同属の4 種の中では

も っ と も 自然度の高い水域を好む傾向にある。

存続を脅かす原因

　 開発等による水域の消失や水質の悪化。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

宮本詔子（ 2 0 2 4 ） オオイ ト ト ン ボの記録　 益田市． すかし ば， 7 1 :6 2 .
大浜祥治（ 2 0 0 2 ） 隠岐諸島のト ン ボ相　 補遺． すかし ば,5 0 :1 -3 6 .
大浜祥治（ 2 0 0 9 ） 隠岐・ 島前のト ン ボ追加記録． すかし ば,5 7 :3 7 -4 4 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

準絶滅危惧（ N T ）

オオイ ト ト ンボ
ト ンボ目イ ト ト ンボ科

Pa ra cercio n  sieb o ld i i ( Se lys,1876 )

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内での記録が非常に少なく 、 また一時的に多産し ても 、 安定的・ 継

続的に生息が確認でき る生息地がない。

概　 　 要

　 全長3 0 －3 9 mmの中型のイ ト ト ン ボ。 同属のセスジイ ト ト ン ボやオ

オイ ト ト ンボと は混生するう え形態が酷似するため、 同定に注意を要す

るグループの一つ。 オスでは同属他種に比べ眼後紋が小さ く 、 複眼や体

色の青みが強いが、 確実な同定には尾部付属器による 確認が必要。 メ ス

では前胸後縁の中央部がへこ むこ と などで識別でき る 。 南方系の種で日

本海側では産地が限定さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐（ 島後） を 含む県内沿岸部の数カ 所から 記録さ れている。 平地の

植生豊かで比較的大き な池沼、 河川の河口域などがおも な生息環境。 中

海に面し ている鳥取県米子市の水鳥公園周辺は本種の多産地で知ら れる

が、 距離的に近い飯梨川河口周辺でも 確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 開発等による生息水域の消失や水質悪化。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, 2 2 , 1 -1 1 6 .
大浜祥治（ 2 0 0 1 ） 神戸川でムスジイ ト ト ン ボを 発見． すかし ば,4 9 :2 8 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .
淀江賢一郎（ 1 9 8 8 ） 隠岐諸島のト ン ボ・ メ モ(4 )． 中国昆虫,2 :1 4 .
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選定理由

　 県内での分布が局限さ れ、 安定し た生息地は少ない。

概　 　 要

　 著し く 細身の中型のイ ト ト ンボ。 本種は秋に羽化し 、 越冬後翌春に成

熟する 越冬型と 、 初夏に羽化し 直ちに成熟する 夏型の2 タ イ プが知ら れ

る。 全長は越冬型で3 3 －3 7 mm、 夏型で2 9 －3 3 mm。 未熟な個体は、

オス、 メ スと も 淡褐色であるが、 成熟すると 越冬型の方が、 体色の青み

がより 鮮やかになる。 産卵はオス、 メ ス連結し て植物組織内に行う のが

よく 観察さ れ、 潜水産卵も 見ら れる。 台湾、 朝鮮半島から 中国中部にか

けて分布し 、 国内では関東・ 北陸地方以南に分布し ている。 本種は南方

系の種であり 、 近年は太平洋側で急速に分布北限が北上し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 平地から 山間部まで広く 分布するが産地は局地的。 植生豊かで日当た

り のよい池沼や水田等に生息。 隠岐諸島では未記録。

存続を脅かす原因

　 圃場整備や池沼の埋め立てによる生息地の消失。 水田への農薬散布。

（ 執筆者： 北山　 拓）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, 2 2 , 1 -1 1 6 .
宮本詔子（ 2 0 2 5 ） 益田市における ホソ ミ イ ト ト ンボの春型夏型． すかし ば， 7 2 :1 6 .
大浜祥治（ 1 9 8 6 ） 匹見・ 益田周辺における ト ン ボの記録． すかし ば,2 6 :1 -4 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 北山拓

準絶滅危惧（ N T ）

ホソ ミ イ ト ト ンボ
ト ンボ目イ ト ト ンボ科　

Acia g rio n  m ig ra tu m （ Selys, 1876）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 河床の安定し た山間部の渓流に生息するが、 分布は局地的である。 か

つて比較的多産し た隠岐・ 島後では近年個体数の減少が顕著である。

概　 　 要

　 全長4 5 －5 6 mm。 中生代に栄え た古代ト ン ボの1 群で、 現生種は日

本特産種である本種と 、 ヒ マラ ヤ山地に生息するヒ マラ ヤムカ シト ンボ

の2 種のみ知ら れていたが、 最近になっ て中国北東部から 第3 の種が報

告さ れている。 複眼が離れるなど体形はサナエト ンボ科に似るが、 翅は

アオイ ト ト ンボ科に似ると いう 特異な形態をし ている。 幼虫期間はき わ

めて長く 、 6 、 7 年に及ぶと 言われている 。 おも に4 月下旬から 5 月にか

けて渓流周辺を敏捷に飛翔する。 産卵はメ スが単独でフ キ、 ワサビ、 コ

ケ類などの生体組織内に行う 。 成虫の出現期間が短いため、 生息確認に

は幼虫採集による分布調査が有効。

県内での生息地域・ 生息環境

　 中国山地沿いの源流域を中心に、島根半島部や離島である 隠岐（ 島後）

にも 分布し ている 。

存続を脅かす原因

　 林道やダム建設等、 山間開発による渓流への土砂流入や水系の分断。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, 2 2 , 1 -1 1 6 .
大浜祥治（ 2 0 0 2 ） 隠岐諸島のト ン ボ相　 補遺． すかし ば,5 0 :1 -3 6 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .
山陰むし の会（ 1 9 9 3 ）「 山陰のト ン ボ」． 2 0 8 pp .山陰中央新報社．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 北山拓

準絶滅危惧（ N T ）

ムカ シト ンボ
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Ep io p h leb ia  su p erstes （ Selys, 1889）
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（ N T）
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選定理由

　 周辺を樹林で囲まれた湿地や放棄水田などに生息するが、 適し た生息

環境を満たす産地は限ら れている 。

概　 　 要

　 全長5 7 －6 8 mm。 黒地に黄色から 緑色の斑紋を 持つ小型のヤン マ 。

樹林に囲まれた丘陵地の湿地や休耕田に生息する。 ４ 月下旬ごろ から 羽

化が始まり 、 未熟成虫は林間の開けた場所を高く 飛びながら 摂食飛翔を

行う 。 成熟し たオスは木陰のある 湿地や放棄水田でホバリ ングを交えな

がら 縄張り 飛翔を行い、 メ スの飛来を待つ。 産卵は朽木や湿っ た土、 落

ち葉などに行う 。 北海道、 本州、 四国、 九州に分布するが、 産地の減少

し ている地域も ある。 日本特産種。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内全域の平野部から 山間部まで広く 分布する。 植生遷移の進んだ放

棄水田などの特殊な湿地環境を好むため、産地は限ら れる。 隠岐（ 島後）

にも 分布する。

存続を脅かす原因

　 湿地や放棄水田の乾燥化、 植生遷移の進行、 開発による 生息場所の消

失。 成虫の休息場所と なる林の消失。

（ 執筆者： 樋野　 耕一）

●参考文献

樋野耕一（ 2 0 1 7 ） 出雲市周辺における2 0 1 6 年ヤン マ採集記. すかし ば, (6 4 ): 4 9 -5 4 .
樋野耕一（ 2 0 2 2 ） 安来市佐久保湿地でアオヤン マと キイ ロ ヤマト ン ボを 採集. すかし ば, (6 9 ): 6 9 .
大浜祥治（ 2 0 0 2 ） 隠岐諸島のト ン ボ相　 補遺． すかし ば,(5 0 ):1 -3 6 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(6 ):2 1 5 -2 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 北山拓

準絶滅危惧（ N T ）

サラ サヤンマ
ト ンボ目ヤンマ科　

Sa ra sae sch n a  p ryeri （ M artin , 1909）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 圃場整備による水田の乾燥化や山裾の水田の放棄荒廃により 、 近年減

少傾向が著し い。

概　 　 要

　 全長6 6 －7 7 mm。 複眼が大き く 腹部がほっ そり と し た中型のヤンマ。

腹部背面の第２ 節の色は、 成熟オスでは鮮やかな水色、 メ スでは緑色の

斑紋と なる 。 羽化は７ 月上旬ごろ から 始まり 、 成虫は秋遅く 1 1 月下旬

こ ろ まで見ら れる。 黄昏活動性が強く 、 日没前後に活発に摂食する。 ヤ

ンマ科の他の種より も 特に暗い時間帯、 場所を好み、 人間の視界が効か

なく なっ ても 飛んでいるこ と がある。 和名は蚊を食べるこ と に因んでい

るが、 顎が小さ い割にはウシアブやガなど、 大き な餌を食べると こ ろ も

よく 見ら れる 。 産卵はメ ス単独で水田の湿土や朽木などに行う 。 国外で

は中国中部、 北部から 朝鮮半島に分布し 、 国内では北海道南部から 九州

まで広く 分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 かつては平野部から 低山地にかけての林縁の水田で普通に見ら れた

が、 圃場整備によ る水田の乾燥化や草原化、 水田への農薬散布により 近

年急速に生息状況が悪化し ている。 隠岐の島後や、 島前の知夫里島にも

記録がある。

存続を脅かす原因

　 圃場整備等によ る水田や湿地の乾燥化。 水田への農薬散布。 成虫の休

息場所と なる林の伐採。

（ 執筆者： 北山　 拓）

●参考文献

樋野耕一（ 2 0 1 7 ） 出雲市周辺における2 0 1 6 年ヤン マ採集記. すかし ば, (6 4 ): 4 9 -5 4 .
北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, 2 2 , 1 -1 1 6 .
大浜祥治（ 2 0 0 2 ） 隠岐諸島のト ン ボ相　 補遺． すかし ば,5 0 :1 -3 6 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 北山拓

準絶滅危惧（ N T ）

カ ト リ ヤンマ
ト ンボ目ヤンマ科

Gyn acan th a  ja p o n ica  Barten ef , 1909　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 おも に中国山地沿いの湿地や比較的小規模な池沼に生息するが分布は

局地的である 。 近年の温暖化傾向により 、 平野部における産地の消失が

懸念さ れる。

概　 　 要

　 全長6 8 －9 0 mm。 オオルリ ボシ ヤン マに似た大型のヤン マ である 。

7 月中旬ご ろ から 羽化、 成虫は1 0 月中旬頃ま で見ら れる。 成熟し た成

虫は、 気温が下がり 始める8 月下旬ごろ から 水域に現れ、 オスはホバリ

ングをし ばし ば交えて縄張り 飛翔を行い、 メ スは単独で水面付近の植物

組織内や湿土に産卵する。 北半球北部一帯に分布し 、 国内では北海道、

本州、 四国に分布。 西南日本では産地が限ら れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 おも に中国山地沿いの湿地や休耕田、 小規模で挺水植物の豊富な池沼

で見ら れる。 島根半島部や益田市周辺、 大田市石見銀山周辺など標高の

低い平野部での記録も あるが非常にまれ。 隠岐諸島では未記録である。

存続を脅かす原因

　 造成や残土処理等による生息地の埋め立て。 成虫の休息場所と なる森

林の伐採。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, 2 2 , 1 -1 1 6 .
野津幸夫（ 1 9 9 5 ） 枕木山のト ン ボの記録． すかし ば,4 1 /4 2 :5 4 .
大浜祥治（ 1 9 8 6 ） 匹見・ 益田周辺における ト ン ボの記録． すかし ば,2 6 :1 -4 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

準絶滅危惧（ N T ）

ルリ ボシヤンマ
ト ンボ目ヤンマ科

Aesh n a  ju n cea （ Lin nn aeu s, 1758）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 流域全体の環境が良好に保たれている大き な河川の上流域に限っ て分

布する。

概　 　 要

　 全長4 1 －4 7 mm 。 河川上流域を 中心に生息する 華奢な体形のサナエ

ト ンボ。 体形のよく 似たオジロサナエと し ばし ば混生するが側胸の斑紋

等で識別は容易。 幼虫は河川中下流域まで流下するこ と が多く 、 そこ で

羽化し た成虫は上流域に移動し ながら 成熟すると いう 。 ６ 月に羽化が始

まり ７ 月中旬には渓流の石の上で縄張り を張るオスが多数見ら れる。 産

卵はメ スが単独で、流れの緩い岸辺に現れ打水産卵を 行う 。 日本特産種。

県内での生息地域・ 生息環境

　 比較的流域の大き な河川の上流部で見ら れる。 高津川水系匹見川の上

流部で多産する記録がある他、 斐伊川水系三刀屋川上流部の支流河川で

も 見ら れる。 隠岐諸島では未記録。

存続を脅かす原因

　 林道工事等山間部開発に伴う 木々の伐採や渓流への土砂流入。 ダム設

置による渓流環境の消失や水系の分断。

（ 執筆者： 樋野　 耕一）

●参考文献

樋野耕一（ 2 0 1 7 ） 龍頭が滝でヒ メ サナエを 採集. すかし ば, (6 4 ): 8 .
森山　 孝（ 2 0 2 1 ） 八重滝でヒ メ サナエを 撮影. すかし ば, (6 8 ): 3 3
大浜祥治（ 1 9 8 6 ） 匹見・ 益田周辺における ト ン ボの記録． すかし ば,(2 6 ):1 -4 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(6 ):2 1 5 -2 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ メ サナエ
ト ンボ目サナエト ンボ科

Sin o go m p h u s f lavo l im b atu s （ M atsu m u ra  in  Ogu m a, 1926）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 分布が限ら れるが、 特に県東部ではまれで、 絶滅し た産地も 少なく な

い。

概　 　 要

　 全長4 3 －4 7 mmの比較的小型のサナエト ン ボ。 県内に分布する コ サ

ナエ属3 種（ 本種、 コ サナエ、 オグマサナエ） はお互い酷似し 、 また混

生も 見ら れる ため、 成虫の同定には注意を 要する。 ただし 本種幼虫は、

同属他種に比べ背棘・ 側棘が明瞭であり 、 また腹部先端が円筒形になら

ず、 区別は容易である。 県内平野部では4 月上旬から 羽化が始まり 6 月

まで記録がある。 コ サナエ属中で本種のみが日本特産種でなく 、 朝鮮半

島から 中国東北部にかけて別亜種が分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島を除く 県全域に分布するが、 東部では産地が局限さ れる。 平

野部を中心に、 緩やかな流れの浅い小川に生息するが、 溜池など止水的

環境にも 適応し ている。

存続を脅かす原因

　 小規模な流れのコ ンク リ ート 水路化。 生息地の植生環境の消失。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

樋野耕一（ 2 0 1 8 ） 2 0 1 7 年に記録し た出雲地方のト ン ボ. すかし ば, 6 5 : 5 -1 0 .
宮本詔子（ 2 0 2 4 ） 益田市と 近隣における コ サナエ属の記録． すかし ば， 7 1 :7 3 -7 5 .
大浜祥治（ 1 9 8 6 ） 匹見・ 益田周辺における ト ン ボの記録． すかし ば,2 6 :1 -4 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

準絶滅危惧（ N T ）

タ ベサナエ
ト ンボ目サナエト ンボ科

Trig om ph u s  citim u s  ( N eedh am ,1931 ) 　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 平地や丘陵地の緩やかな流れの砂泥河川に生息する ため、 分布が限ら

れる。

概　 　 要

　 全長6 0 －6 9 mmの大型のト ン ボ。 ヤマサナエに似る が、 オスでは尾

部上付属器の先端が斜めに断ち 切れ下部付属器より も 短いこ と 、 メ スで

は産卵弁が長く 突出するこ と で識別可能。 羽化は５ 月中旬ごろ から 行わ

れ、主に午前中に見ら れる。 未熟個体は生息地周辺の林内で過ごし た後、

水域に戻っ てく る。 オスは河川の石や植物に静止し 縄張り を 占有する。

日本特産種で関東以南の本州、 四国、 九州に分布するが、 産地は限ら れ、

全国的に減少し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内での記録は、 東部に比較的多く 、 中・ 西部では少ない。 隠岐諸島

では未記録。 おも な生息環境は砂泥河川の中下流域である 。

存続を脅かす原因

　 河川改修等によ る河川環境の変化。 未熟期間を過ごす河川周辺の林の

消失。

（ 執筆者： 樋野　 耕一）

●参考文献

樋野耕一（ 2 0 1 7 ） 2 0 1 6 年に出雲市で採集し たキイ ロ サナエの記録. すかし ば, (6 4 ): 5 6 .
樋野耕一（ 2 0 1 8 ） 2 0 1 7 年に記録し た出雲地方のト ン ボ. すかし ば, (6 5 ): 5 -1 0 .
北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (2 2 ), 1 -1 1 6 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(6 ):2 1 5 -2 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 北山拓

準絶滅危惧（ N T ）

キイ ロサナエ
ト ンボ目サナエト ンボ科　

Asiag om p h u s p ryeri （ Selys, 1883）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 幼虫の生息環境が特殊であるため分布が広がり にく い。 既存の生息地

は少なく 、 個体数も 減少傾向にある。

概　 　 要

　 全長6 3 －8 0 mmのやや大型のト ン ボ。 頭部が比較的小さ く 複眼が離

れており 、 一見サナエト ンボのよ う に見えるが、 腹部の斑紋が特異で縁

紋も サナエト ンボより 長い。 羽化は５ 月上旬ごろ に始まり 、 成虫は７ 月

下旬まで見ら れる。 大型のト ンボのわり に動作が緩慢である。 木立の幹

や地面および低木の葉上などに体を密着さ せて止まる こ と が多い。 産卵

はメ ス単独で湿っ た柔ら かい泥やコ ケの間に行う 。 幼虫は湿っ た土やコ

ケの間にト ン ネルを掘っ て生活し ている。 日本特産種で本州、 九州に分

布し ているが、 四国には分布し ない。

県内での生息地域・ 生息環境

　 低山地から 山間部にかけて広く 分布するが、 産地は限ら れる。 幼虫は

山の斜面で水のし たたり 落ちるよう な特殊な環境に生息する。 安来市周

辺では比較的多く 、 島根半島部にも 記録があるが、 隠岐諸島では記録が

ない。

存続を脅かす原因

　 林道建設等開発による生息湿地の消失。 成虫の休息場所と なる山林の

伐採。

（ 執筆者： 樋野　 耕一）

●参考文献

樋野耕一（ 2 0 1 8 ） 2 0 1 7 年に記録し た出雲地方のト ン ボ. すかし ば, (6 5 ): 5 -1 0 .
北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (2 2 ), 1 -1 1 6 .
祖田　 周（ 1 9 8 8 ） 安来市周辺のト ン ボ相-スラ イ ド 目録1 9 7 9 ～’ 8 7 -． すかし ば,(2 9 ):1 7 -2 2 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

準絶滅危惧（ N T ）

ムカ シヤンマ
ト ンボ目ムカ シヤンマ科　

Tan yp teryx p ryeri （ Se lys, 1889）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 かつては休耕田等の増加に伴い、 一時的に産地・ 個体数を 増し たが、

植生遷移によ る生息地の乾燥化などにより 多く の産地が消失し た。

概　 　 要

　 全長5 3 －7 4 mm 。 全体が金属光沢のある 暗緑色を し た中型のト ン ボ

で夏から 秋に出現する。 成熟し たオスは水田や湿地上で縄張り 飛翔を行

いメ スの飛来を待つ。黄昏時には生息地周辺の高所を広範囲に飛び回る。

同属のハネビ ロエゾト ンボと は混生するう え、 特にオスの形態が酷似す

るため、 同定には注意を要する。 雌雄と も 腹部に黄斑があるのが本種で

あるが、 成熟し た雄では黄斑の消失する個体も 見ら れ、 尾部上付属器に

よる確認が必要である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島を含め、 県内全域の丘陵地から 山地にかけての湿地的環境に

分布するが、 生息地は限定さ れる。

存続を脅かす原因

　 植生遷移等によ る湿地の乾燥化や草原化、 造成・ 残土処分等による湿

地の消失。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

樋野耕一（ 2 0 1 8 ） 2 0 1 7 年に記録し た出雲地方のト ン ボ. すかし ば, 6 5 : 5 -1 0 .
大浜祥治（ 2 0 0 2 ） 隠岐諸島のト ン ボ相　 補遺． すかし ば,5 0 :1 -3 6 .
大浜祥治（ 2 0 0 9 ） 隠岐・ 島前のト ン ボ追加記録． すかし ば,5 7 :3 7 -4 4 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

準絶滅危惧（ N T ）

エゾト ンボ
ト ンボ目エゾト ンボ科

So m a to ch lo ra  virid ia en ea （ Uh ler, 1858）

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 湿地や水はけの悪い水田などに生息し 、 生息地が限定さ れる。 近年産

地の減少が著し い。

概　 　 要

　 全長2 8 －3 8 mm。 県内で見ら れるアカ ト ンボ属の中では最小の種類。

マユタ テアカ ネに似る が、 顔面の眉斑が無いかあっ ても 薄く 小さ いこ

と などで区別でき る 。 羽化は5 月下旬ごろ から 始まり 、 成虫は平野部で

は1 1 月ごろ まで見ら れる。 メ スは交尾後、 オスと 連結ある いは単独で、

腹部を泥の中に差し 込むよう に産卵するのが観察さ れる。 朝鮮半島から

中国東北部、 ウスリ ーまで分布し 、 国内では北海道から 九州まで分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島を含め県全域に広く 分布するが、 生息地は限定さ れる。 湿地

的環境に生息し 、 産地ではモート ンイ ト ト ンボやハッ チョ ウト ンボと の

混生がし ばし ば観察さ れる。

存続を脅かす原因

　 造成や残土処分等開発による、 湿地・ 休耕田など生息地の消失やその

よう な環境の乾燥化、 草原化。 成虫の休息場所と なる周辺雑木林等の伐

採。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

大浜祥治（ 2 0 0 2 ） 隠岐諸島のト ン ボ相　 補遺． すかし ば,5 0 :1 -3 6 .
大浜祥治（ 2 0 0 9 ） 隠岐・ 島前のト ン ボ追加記録． すかし ば,5 7 :3 7 -4 4 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ メ アカ ネ
ト ンボ目ト ンボ科

Sym petru m  p arvu lu m （ Barten ef , 1912）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 低山地を中心にかつては比較的普通に見ら れたよう であるが、 近年生

息地の減少傾向が顕著である。

概　 　 要

　 全長3 0 －4 1 mmのやや小型のアカ ト ン ボ。 翅の縁紋付近から 内側に

かけて、 特徴的な幅広い帯状班がある ため他種と の区別は容易である。

羽化は６ 月下旬ご ろ から 始ま り 、 成虫は1 1 月下旬近く ま で 見ら れる。

秋に羽化する個体も いるよう で、 一部２ 化の可能性がある と いう 。 未成

熟個体は羽化水域から 遠く へ移動するこ と は少なく 、 近く の草地などに

留まっ ているこ と が多い。 交尾後のメ スはオスと 連結あるいは単独で打

水産卵する。 国内では北海道から 九州まで、 国外では朝鮮半島、 中国、

ロシア、 ヨ ーロッ パに分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島および島根半島部を除き 、 低山地を中心に広く 分布する。 山

間の水田やそれに付随する緩やかな流れがおも な生息環境である。

存続を脅かす原因

　 圃場整備による 水田の消失および、 水田地帯を緩やかに流れる小川の

コ ンク リ ート 化。

（ 執筆者： 樋野　 耕一）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (2 2 ), 1 -1 1 6 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(6 ):2 1 5 -2 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

準絶滅危惧（ N T ）

ミ ヤマアカ ネ
ト ンボ目ト ンボ科

Sym petru m  p ed em o n tan u m  e la tu m （ Selys, 1872）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

昆
虫
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

157157



選定理由

　 自然度の高い砂地環境に生息する種であり 、 県内での生息地も 減少し

ている。

概　 　 要

　 体長約7 mm。 灰白色の地に褐色（ ある いは灰色）の斑があり 、砂と そっ

く り の体色を し ている。 ２ 化性で、成虫期は６ ～1 0 月。 時 「々 チョ ンチョ

ン」 と いう 音をまじ えながら 「 ビ ービー」 と 鳴く 。 海岸植物が多い良好

な自然の砂浜や河川敷に生息する。 国内では北海道南部、 本州、 四国、

九州、 奄美諸島、 国外では朝鮮、 中国北部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部から 西部の海浜植物群落を伴っ た砂浜で記録さ れている。 県内

では内陸での記録は無い。 隠岐諸島には生息し ていないと みら れる。

存続を脅かす原因

　 海浜植物群落を 伴っ た砂浜の減少。海岸浸食による砂浜や砂丘の減少。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 4 ） 島根県に生息する 直翅目の目録と 生態写真集． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,(1 1 ): 1 -9 0 .
日本直翅学会編（ 2 0 1 6 ）「 日本産直翅類標準図鑑」． 学研．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ハマスズ
バッ タ 目コ オロギ科

D ian em o b iu s csik i i （ Bo liva r, 1901）

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生息地は限定さ れている。

概　 　 要

　 体長約3 0 －4 0 mm。 中型のイ ナゴ 類。 体色は黒灰色から 茶灰色で、

黒褐色の斑紋がある。 複眼には６ 条の黒線がある。 河川敷、 丘陵地の疎

ら な湿っ た草原に生息する。 国内では本州、 四国、 九州、 対馬、 南西諸

島、 国外では朝鮮半島、 沿海州南部、 中国、 カ シミ ール、 バルチスタ ン

などに分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部から 西部、 隠岐諸島で記録さ れている。 近年の記録があるのは

県東部のみである 。

存続を脅かす原因

　 採草地の放棄による植生遷移。草地を 一斉に刈り 取る事による単純化、

放置によるマント 群落化、セイ タ カ アワダチソ ウなどの外来植物の繁茂。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 4 ） 島根県に生息する 直翅目の目録と 生態写真集． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,(1 1 ): 1 -9 0 .
日本直翅学会編（ 2 0 1 6 ）「 日本産直翅類標準図鑑」． 学研．
大浜祥治（ 2 0 1 9 ） 松江市本宮山山麓でセグロ イ ナゴを 発見． すかし ば, (6 6 ): 1 0 -1 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 門脇久志

準絶滅危惧（ N T ）

セグロイ ナゴ
バッ タ 目イ ナゴ科

Sh irak iacris sh ira ki i （ Bo livar, 1914）

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 海浜植生を 伴っ た砂丘海岸に生息する種であり 、 県内での生息地も 自

然度の高い砂浜に限定さ れている 。

概　 　 要

　 体長3 0 －3 5 mm。 体色は白地に黒や茶色の斑模様の個体が多いが、

緑色に赤褐色の斑模様を持つ個体も いる。 幼虫期を含め、 生息地の砂地

の色によく 似ており 、動かないと 見つけるこ と は難し い。 北海道、本州、

四国、 九州、 朝鮮に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では東部から 西部までの砂丘の発達する海岸や河口の砂洲に生息

し ている。 県内の砂浜海岸は、 大社から 湖陵付近の出雲砂丘が最大で、

本種の最大の生息地でも ある。 隠岐諸島では記録がなく 、 生息の可能性

も 低い。全国的にみれば島根県は自然度の高い砂浜が多く 残さ れており 、

良好な生息地と し ての価値は高い。

存続を脅かす原因

　 砂浜海岸の開発や海岸浸食による砂浜や砂丘の減少。

（ 執筆者： 林　 成多）
●参考文献

林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 4 ） 島根県に生息する 直翅目の目録と 生態写真集． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,(1 1 ): 1 -9 0 .
日本直翅学会編（ 2 0 1 6 ）「 日本産直翅類標準図鑑」． 学研．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ヤマト マダラ バッ タ
バッ タ 目バッ タ 科

Ep acrom iu s ja p o n icu s （ Sh iraki,1910）

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内ではまれな種であり 、 生息地が限ら れている。

概　 　 要

　 体長約5 2 －6 6 mm。 成虫・ 幼虫共に前脚基節の内側に黒紋がある。

卵のう はやや長い枕形で壁・ 石下などに産みつけら れる。 造成地などの

草地や河川敷・ 海岸の草原など開けた明るい環境を好み、 安定し た草原

に生息する。 国内では北海道、 本州、 四国、 九州、 南西諸島、 国外では

朝鮮半島、 台湾、 中国、 シベリ ア、 イ ンド 、 中～南ヨ ーロッ パ、 北アフ

リ カ 、 北米（ 移入） に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本土域および隠岐諸島で記録さ れている。 隠岐諸島の記録は再確認が

必要である。 沿岸部の記録が多い。

存続を脅かす原因

　 安定し た草原の減少。 河川改修。 海岸の開発。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 5 ） 島根県の海岸に生息する 昆虫. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 4 ): 1 -1 2 0 .
日本直翅学会編（ 2 0 1 6 ）「 日本産直翅類標準図鑑」． 学研．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足(D D )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ウスバカ マキリ
カ マキリ 目カ マキリ 科

M an tis re l ig io sa （ Lin n aeu s, 1758）

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 全国的に平野部の溜池などの消失によ っ て、 生息地が失われている。

県西部では近年の確かな記録が少ない。

概　 　 要

　 成虫の体長は2 4 －3 2 mmの細長い水生カ メ ムシである 。 体は黄褐色

で体長の３ 分の２ 程度の呼吸管を 持つ。 産卵期は６ 月下旬から ７ 月。 卵

はヒ シやジュ ンサイ などの浮葉植物の組織内に産み付けら れる。 ８ 月頃

成虫が現れ、 メ ダカ などの小動物を捕食する。 北海道・ 本州・ 四国・ 九

州・ 沖縄、 朝鮮半島・ 中国北部・ 東シベリ アに分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県本土の平野部や丘陵地の小規模な溜池など約1 0 カ 所で確認さ れて

いる。 島根半島の南側の松江市から 出雲市（ 旧平田市） の丘陵地では小

規模なため池が点在し 、 その多く が本種の生息地と なっ ている。

存続を脅かす原因

　 溜池などの埋め立てや破壊。 各種排水の流入。 ブルーギルやブラ ッ ク

バスなど外来魚の放流。 長期間の水抜き 。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

川野敬介・ 尾原和夫・ 大木克行・ 吉岡誠人・ 青木新吾・ 林　 成多・ 皆木宏明（ 2 0 1 1 ） 島根県産水生半翅類の分布記録. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,（ 2 ）： 1 0 4 pp .
大浜祥治（ 2 0 1 5 ） 島根半島沿岸部のヒ メ ミ ズカ マキリ と コ オイ ムシの記録． すかし ば,(5 9 ):4 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ メ ミ ズカ マキリ
カ メ ムシ目タ イ コ ウチ科

Ran a tra  u n ico lo r Sco tt, 1874

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息場所の止水域が開発や都市化によっ て失われ、 全国的に絶滅に瀕

し ている。

概　 　 要

　 体長1 0 mm前後の水生カ メ ムシのなかま である。 体は淡青黄色で黒

色の条斑がある 。 前胸背の黒色黄帯は９ ～1 2 本。 後肢を のばし てオー

ルのよう に動かし 、 水中を泳ぐ 。 後肢ふ節には長毛が密集し ている。 水

中の小動物を 捕ら えて体液を吸収する。 成虫で越冬し 、３ 月ごろ 産卵し 、

新成虫は６ 月ごろ 出現する。 北海道・ 本州・ 九州、 朝鮮半島・ 中国に分

布する。 西日本に生息するのは本亜種と さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の丘陵地のヒ シやジュ ンサイ が繁茂し たやや富栄養化し た溜池

数カ 所で生息が確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 溜池など埋め立て、 各種排水の流入。 ブ ルーギルなど外来魚の放流。

長期間の水抜き など。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

川野敬介・ 尾原和夫・ 大木克行・ 吉岡誠人・ 青木新吾・ 林　 成多・ 皆木宏明（ 2 0 1 1 ） 島根県産水生半翅類の分布記録. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,（ 2 ）： 1 0 4 pp .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

準絶滅危惧（ N T ）

ホッ ケミ ズムシ
カ メ ムシ目ミ ズムシ科

H esp e ro co rixa  d ista n ti h o kken sis （ M atsu m u ra , 1905）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 本州西部、 四国および九州に分布するが、 池沼環境悪化により 激減し

ている。 県内では近年生息が確認さ れた。

概　 　 要

　 同属のホッ ケミ ズムシよ り やや大き く 、 体長1 0 .8 －1 3 .4 mmでやや

丸みがあり 、 雄の顔の中央部は広く 凹む。 生態も ホッ ケミ ズムシと よく

似ており 、 池沼に生息する小動物を捕食する。 と き に群生するが、 産地

は局地的。 国内では本州（ 近畿地方以西）、 四国、 九州、 国外では朝鮮

半島、 中国、 ロ シアに分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の数カ 所と 隠岐（ 島前） で記録がある。 比較的開けた環境の止

水域に生息する。 他県では学校のプールで発生し たと いう 報告も ある。

存続を脅かす原因

　 溜池や水路などのコ ンク リ ート 化や各種排水の流入。 ブルーギルなど

の外来魚の放流。 長期間の水抜き など。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

林　 成多・ 門脇久志・ 松田隆嗣・ 深谷　 治・ 近見芳恵（ 2 0 1 5 ） 隠岐諸島における 昆虫分布調査Ⅳ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(1 8 ):1 7 9 -1 9 6 .
林　 成多・ 野崎達也・ 片岡大輔・ 篠原隆佑・ 近藤陽介（ 2 0 1 9 ） 島根県雲南市木次町ふる さ と 尺の内公園における カ メ ムシ類（ 半翅目） 調査． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(2 2 ):1 -1 2 .
川野敬介・ 尾原和夫・ 大木克行・ 吉岡誠人・ 青木新吾・ 林　 成多・ 皆木宏明（ 2 0 1 1 ） 島根県産水生半翅類の分布記録. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,（ 2 ）： 1 0 4 pp .
小早川誠・ 大浜祥治（ 2 0 0 7 ） 隠岐・ 島前で得ら れた水生昆虫. すかし ば,(5 5 ):5 1 -5 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 桐原佳介

準絶滅危惧（ N T ）

オオミ ズムシ
カ メ ムシ目ミ ズムシ科

H esp e ro co rixa  ko lth o f f i（ Lu n db lad , 1933）

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 自然度の高い岩礁海岸に生息するミ ズカ メ ムシである。 生息に適し た

環境が限ら れている上に、本種が好む微環境は改変の影響を受けやすい。

概　 　 要

　 体長４ mm内外、 褐色で頭は大き く ， 複眼が突出する。 体は硬く 頑丈。

口吻は長く 後脚基節に達する。 無翅で、 長翅型は確認さ れていない。 海

蝕洞や岩礁地帯の石下で発見さ れる。 幼虫は初夏から 夏にみら れる。 分

布域は北海道・ 本州・ 四国・ 九州・ 南西諸島、 朝鮮など。 近似種が本州・

四国・ 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 1 9 5 7 年頃浜田市の河口付近で得ら れ、 その後し ばら く 確認さ れてい

なかっ た。 2 0 0 0 年以降に島根半島や隠岐諸島で再発見さ れた。

存続を脅かす原因

　 岩礁地帯の破壊、 コ ンク リ ート 化、 水質汚濁などの環境の悪化。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 0 7 ） 島根半島における ウミ ミ ズカ メ ムシの生息状況． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 0 ): 1 1 5 -1 1 8 .
W a ta na be , K ., J . N a k a j im a  a nd  M . H a y a sh i (2 0 2 3 ) N a g isa v e lia  h ik a ru i , a  n e w  g en us  a nd  sp ec ie s o f Me so v e liin a e  (H e m ip te ra : H e te ro p te ra : M e so v e liid a e ) 
in h a b itin g  sh in g le  b ea ches in  J a p a n . Zoo ta x a , 5 3 5 3 (5 ): 4 6 8 -4 7 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ウミ ミ ズカ メ ムシ
カ メ ムシ目ミ ズカ メ ムシ科

Sp eove l ia  m a ritim a  Esaki, 1929

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 自然度の高い岩礁海岸に生息するミ ズカ メ ムシである。 生息に適し た

環境が限ら れている上に、本種が好む微環境は改変の影響を受けやすい。

概　 　 要

　 2 0 2 3 年に新種と し て記載さ れた。 ウミ ミ ズカ メ ムシよ り も 小型で体

長2 ー3 mm内外、 褐色で頭は大き い。 複眼は退化傾向があり 、 個眼が

少ない。 体は硬く 頑丈。 口吻は長く 後脚基節に達する。 無翅で、 長翅型

は確認さ れていない。岩礁地帯の石下や礫浜に生息する。分布域は本州・

四国・ 九州。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島根県内では2 0 0 6 年に確認さ れていたが、 ウミ ミ ズカ メ ムシの幼虫

と し て報告さ れていた。 その後の検討によ っ て新種と し て報告さ れた。

島根県での生息環境はウミ ミ ズカ メ ムシと ほぼ同じ である 。 隠岐では確

認さ れていない。

存続を脅かす原因

　 岩礁地帯の破壊、 コ ンク リ ート 化、 水質汚濁などの環境の悪化。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 0 7 ） 島根半島における ウミ ミ ズカ メ ムシの生息状況． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 0 ): 1 1 5 -1 1 8 .
W a ta na be , K ., J . N a k a j im a  a nd  M . H a y a sh i (2 0 2 3 ) N a g isa v e lia  h ik a ru i , a  n e w  g en us  a nd  sp ec ie s o f Me so v e liin a e  (H e m ip te ra : H e te ro p te ra : M e so v e liid a e ) 
in h a b itin g  sh in g le  b ea ches in  J a p a n . Zoo ta x a , 5 3 5 3 (5 ): 4 6 8 -4 7 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ナギサミ ズカ メ ムシ
カ メ ムシ目ミ ズカ メ ムシ科

N ag isave l ia  h ika ru i Watan ab e, N akajim a &  H ayash i, 2023

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 生息地が局地的であるため。

概　 　 要

　 体長1 .5 －2 .5 mm。 体は光沢のない黒色で、 中胸背や腹部背面に銀灰

色毛による紋様が見ら れる。 ふつう 無翅型だが、 まれに長翅型が出現す

る。 生息地では密集し て生息する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 浜田市のみで確認さ れている。 河川の護岸ブロッ ク の間やため池の岸

部に生息する。

存続を脅かす原因

　 生息環境の悪化と 消失。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

川野敬介・ 尾原和夫・ 大木克行・ 吉岡誠人・ 青木新吾・ 林　 成多・ 皆木宏明（ 2 0 1 1 ） 島根県産水生半翅類の分布域録． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 ): 1 -1 0 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

オヨ ギカ タ ビロアメ ンボ
カ メ ムシ目カ タ ビロアメ ンボ科

Xip h ove l ia  ja p o n ica  Esaki &  M iyam o to , 1959

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 アジア東部に分布するアメ ンボ。 国内では関東地方から 九州北部に生

息するが、 産地は限ら れる。

概　 　 要

　 体長1 0 m m前後、 中型の繊細なア メ ン ボである。 体は褐色で体側は

銀白色、 頭部は黒色で褐色の条斑がある。 触角は長く 、 第４ 節が最長。

国内では本州・ 九州、 国外では朝鮮半島・ 中国に分布する。 池沼や流水

域のヨ シやマコ モなど の抽水植物の間で活動する ため見つかり にく い。

比較的安定し た水域で生活し 水辺で産卵、 越冬する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部平野部の溜池や水路河口部などで確認さ れている 。 隠岐諸島に

も 生息する。

存続を脅かす原因

　 池沼や流水域のヨ シ帯の破壊、各種排水の流入による水質汚濁。ブルー

ギルやブラ ッ ク バスなど外来魚の放流。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

林　 成多・ 門脇久志・ 松田隆嗣・ 深谷　 治・ 近見芳恵（ 2 0 1 5 ） 隠岐諸島における 昆虫分布調査Ⅳ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(1 8 ):1 7 9 -1 9 6 .
川野敬介・ 尾原和夫・ 大木克行・ 吉岡誠人・ 青木新吾・ 林　 成多・ 皆木宏明（ 2 0 1 1 ） 島根県産水生半翅類の分布記録. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,（ 2 ）： 1 0 4 pp .
尾原和夫（ 2 0 0 6 ） 隠岐諸島のアメ ン ボ類． Rostr ia , (5 2 ): 6 1 -6 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

準絶滅危惧（ N T ）

エサキアメ ンボ
カ メ ムシ目アメ ンボ科

Lim n op h o ru s esa k ii （ M iyam oto , 1958）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 戦後の稲作農法の改変や強力な農薬の使用によっ て激減し 、 全国的に

絶滅に瀕し ている。

概　 　 要

　 体長４ m m前後のハナカ メ ムシのなかまで、 黒褐色で光沢があり 、 微

毛を散布する。 こ の科の中では比較的大型である。 本州・ 四国・ 九州に

分布する 。 当初はズイ ムシ(イ ネの害虫ニカ メ イ ガの幼虫)の天敵と し て

知ら れていたが、 こ のガも 激減し ている。 最近埼玉県のある里山の林縁

部で野積みの枯草や枯れ枝葉下でト ビムシなどと 共に見つかっ ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 斐伊川水系河川水辺の調査等で木次町から 安来市にかけての河川敷数

カ 所で灯火採集によっ て記録さ れている。

存続を脅かす原因

　 里山や河川敷などの管理不足や放置による遷移の進行。 農地周辺の林

縁の開発や物理的破壊、 農薬散布。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

野澤雅美・ 山田量崇（ 2 0 2 0 ） 積み枯葉から 発見さ れた多数のズイ ムシハナカ メ ムシ． Rostr ia ,(6 5 ):6 1 -6 3 .
尾原和夫（ 2 0 0 8 ） 中海南岸における 半翅類の定点調査． すかし ば， (5 6 ): 1 9 -2 2 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

準絶滅危惧（ N T ）

ズイ ムシハナカ メ ムシ
カ メ ムシ目ハナカ メ ムシ科

Lycto co ris b en e f icu s （ H iu ra, 1957）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 暖地に棲む地表性のサシガメ であるが、 同属の他種に比べてき わめて

まれな種である。 太平洋側に記録は集中するが、 隠岐（ 島後） で近年確

認さ れている 。

概　 　 要

　 体長1 0 －1 3 mmで前胸背板前葉が黒色と なる こ と 、 前翅革質部が広

く 赤色を 呈する こ と などで、 同属の他種から 区別でき る。 本州・ 四国・

伊豆諸島（ 御蔵島） で記録さ れているに過ぎない。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐島後（ 隠岐の島町） で冬季、 海岸沿いの林床の腐朽木材中で越冬

し ている１ 個体が発見さ れた。その後同島中部の自然林でも 発見さ れた。

県本土では未確認。

存続を脅かす原因

　 自然林林床部の破壊や汚染。 温暖化による乾燥や山火事。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

林　 成多・ 藤原淳一・ 島田　 孝・ 米田友祐・ 六車恭子・ 成田行弘（ 2 0 0 6 ） 隠岐諸島における 昆虫相に関する 一資料． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(9 ):2 4 5 -2 6 3 .
島田　 孝・ 石川　 忠（ 2 0 0 4 ） 隠岐島後から アダチアカ サシガメ を 発見. すかし ば， (5 2 ):1 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島田孝

準絶滅危惧（ N T ）

アダチアカ サシガメ
カ メ ムシ目サシガメ 科

H aem ato lo ech a  a d a ch i i Tach ikaw a ,1968

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 河口や海浜の草本間に生息する が、 個体数が少なく 確認地は全国的に

限ら れる。 県内では東部数カ 所で確認さ れている。

概　 　 要

　 体長4 .3 －5 .5 mm、 体は黄褐色で黒色点刻を散布する が目立っ た斑紋

はない。 草本群落が見ら れる開けた河原や河口や海浜で得ら れる。 分布

は北海道・ 本州・ 九州・ 四国、 ロ シア極東部・ 中国北東部。

県内での生息地域・ 生息環境

　 河川水辺の調査などで三刀屋町、 木次町の斐伊川河川敷、 安来市赤江

町の吉田川河口で得ら れている。 また、 大社海岸では砂地の草本群落に

おいて発見さ れている。

存続を脅かす原因

　 自然度の高い河原・ 河口や海浜などの汚染や破壊、 近傍での農薬剤散

布。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）
●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 5 ） 島根県の海岸に生息する 昆虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,(1 4 ),1 2 0 pp
尾原和夫（ 2 0 0 8 ） 中海南岸における 半翅類の定点調査． すかし ば， (5 6 ): 1 9 -2 2 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

準絶滅危惧（ N T ）

ハマベナガカ メ ムシ
カ メ ムシ目ナガカ メ ムシ科

Pe ritrech u s fem o ra l is Kerzh n er, 1977

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 樹上生活を する寒地系のカ メ ムシで、 県東部山地など数か所に記録が

あるが、 個体数は少ない。

概　 　 要

　 体長1 5 m m内外、 赤みを 帯びた褐色で各半翅鞘上に黒紋がある。 触

角は長い。 山地のハシバミ やシデ類に見いださ れる。 新成虫は９ 月に現

れる。 国内では北海道・ 本州・ 九州、 国外では朝鮮半島・ 東シベリ アに

分布する。 同属にはバラ 科木本につく ナシカ メ ムシがあるが、 本県では

見ら れなく なっ た。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部山地帯山麓部や三瓶山の落葉広葉樹林３ か所で記録がある。

存続を脅かす原因

　 山地帯の落葉広葉樹林の伐採、 気候の温暖化による植生の遷移。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

皆木宏明（ 2 0 2 1 ） 島根県中部の三瓶山で確認さ れたヨ ツ モン カ メ ムシ（ カ メ ムシ目） の記録． 三瓶自然館研究報告,(1 9 ):1 2 7 .
野津幸夫（ 2 0 2 0 ） ヨ ツ モン カ メ ムシを島根県奥出雲町で採集.すし かし ば,(6 7 )： 4 3 .
尾原和夫（ 2 0 0 2 ） 島根県で採集記録の少ない異翅半翅類について． すかし ば， (5 0 ):7 3 -7 5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

準絶滅危惧（ N T ）

ヨ ツモンカ メ ムシ
カ メ ムシ目ク ヌ ギカ メ ムシ科

Uro ch e la  q u ad rin o ta ta （ Reu ter, 1881）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 自然度が高く 規模の大き い海浜砂丘に生息地が限定さ れる。 山陰海岸

では数カ 所が確認さ れているのみである。

概　 　 要

　 体長3 .5 －4 .5 mm、 体は暗褐色から 濃く 褐色、 触覚と 各脚は黄褐色。

海浜の草本植物の根際で得ら れる。 植物から も 吸汁するこ と がある。 本

州・ 九州、 国外では朝鮮半島・ 中国・ 東洋区に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 出雲市、 大田市、 益田市や隠岐の砂質海岸で、 コ ウボウムギやハマボ

ウフ ウ群落の根際で多数得ら れている 。 他地域でも 良好な砂質海岸で生

息する可能性がある。

存続を脅かす原因

　 砂質海岸の浸食による消失、 汚染や漂着物の堆積。 海浜植物群落の衰

退。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）
●参考文献

林　 成多・ 門脇久志・ 松田隆嗣・ 深谷　 治・ 近見芳恵（ 2 0 1 5 ） 隠岐諸島における 昆虫分布調査Ⅳ． ホシザキ グリ ーン 財団研究報告,(1 8 ):1 7 9 -1 9 6 .
中薗洋行（ 2 0 0 4 ） ハマベツ チカ メ ムシを 島根県で採集. すかし ば， (5 2 ):1 6 .
尾原和夫（ 2 0 2 1 ） 大田市における ハマベツ チカ メ ムシと スナコ バネナガカ メ ムシの生息記録. すかし ば， (6 8 ):7 -9 .
鶴崎展巨･江澤あゆみ･岸本理沙･岡村和紀･梅原将史（ 2 0 0 8 ） ハマベツ チカ メ ムシの鳥取砂丘から の記録.すかし ば,(5 6 ):3 7 -3 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

準絶滅危惧（ N T ）

ハマベツチカ メ ムシ
カ メ ムシ目ツチカ メ ムシ科

Bysin u s va rian si （ Fabriciu s, 1803）

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 旧北区東北部を分布の中心と し 、 日本は分布の南端にあたる。 全国的

に絶滅に瀕し ており 、 県内でも 近年の記録は数カ 所である。

概　 　 要

　 体長６ －８ mm、 光沢のある 黒藍色で粗い点刻におおわれる。 体の側

縁は黄白色に縁と ら れる。 ススキ草原のカ ナビキソ ウに依存し 、 メ ス成

虫は卵を 保護する 習性がある。 本州・ 四国・ 九州、 国外では朝鮮半島・

中国・ シベリ ア・ 旧北区東北部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 戦前では三刀屋町で記録さ れている が現在では三瓶山と 益田市で、 環

境の良好な山地や河川敷のススキ草原に生息する。

存続を脅かす原因

　 ススキ草原の環境汚染や破壊、 地球温暖化などによる遷移の進行。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

皆木宏明・ 三島秀夫（ 2 0 2 3 ） 三瓶山草原で確認し た昆虫類の記録． 三瓶自然館研究報告,(2 1 ):6 5 -7 3 .
宮武頼夫編（ 1 9 9 6 ）「 青木浩昆虫コ レ ク ショ ン 目録」 .大阪市立自然史博物館収蔵資料目録第2 8 集
中村慎吾・ 松田　 賢（ 2 0 0 5 ） 島根県高津川の昆虫類,2 0 0 0 年の調査結果.ﾎｼｻ゙ ｷｸﾞ ﾘ ﾝー財団研究報告,(8 ):9 9 -1 7 2 .
尾原和夫（ 2 0 0 2 ） 島根県で採集記録の少ない異翅半翅類について． すかし ば， (5 0 ):7 3 -7 5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

準絶滅危惧（ N T ）

シロヘリ ツチカ メ ムシ
カ メ ムシ目ツチカ メ ムシ科

Can th o p h o ru s n ive im a rg in a tu s Sco tt, 1874

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 アカ アシク チブト カ メ ムシと 同様寒地系の樹上性カ メ ムシで、 本県は

本州における分布の西南限であり 、 およ そ2 0 年前に採集さ れているが、

その後の記録がない。

概　 　 要

　 体長1 8 －2 3 mm、 金緑色の光沢のある 美麗種。 前胸背側角は棘状に

と がり 、 口器は太い。 山地の樹上で生活し 、 ガ類幼虫などのを捕食する

が、 ケヤキやク ヌ ギなどから も 吸汁するこ と がある。 北海道・ 本州・ 四

国・ 九州、 朝鮮半島・ 中国・ ロ シア極東部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山と 大万木山の２ カ 所で記録さ れている。 中国山地の環境の良好

な落葉広葉樹林に生息する。

存続を脅かす原因

　 山地の落葉広葉樹林の伐採や大気汚染などの環境の悪化、 温暖化によ

る照葉樹林への遷移。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

尾原和夫（ 2 0 0 0 ） 島根県で採集さ れた未公表の異翅半翅類. すかし ば,(4 8 ):3 3 -4 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

準絶滅危惧（ N T ）

アオク チブト カ メ ムシ
カ メ ムシ目カ メ ムシ科

D in o rh yn ch u s d yb ow sky i Jakovlev, 1876

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 大型の樹上性の捕食性カ メ ムシで、 生息地が局限さ れ個体数も 少なく

生態系の自然度の指標と なる。

概　 　 要

　 体長1 4 －1 8 mm、 緑色の光沢のある 褐色で、 前胸背側角黒みを 帯び

測方に突出し 、 先端は丸い。 脚は赤褐色。 山地の樹上で生活し 、 ガ類幼

虫などの小型節足動物をを捕食する。 北海道・ 本州・ 四国・ 九州、 旧北

区に分布する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山と 西部山地２ カ 所で記録がある 。 中国山地の環境の良好な落葉

広葉樹林に生息する。

存続を脅かす原因

　 山地の落葉広葉樹林の伐採や大気汚染などの環境の悪化、 温暖化によ

る照葉樹林への遷移。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

尾原和夫（ 2 0 0 0 ） 島根県で採集さ れた未公表の異翅半翅類. すかし ば,(4 8 ):3 3 -4 1 .
尾原和夫（ 2 0 0 2 ） 島根県で採集記録の少ない異翅半翅類について． すかし ば， (5 0 ):7 3 -7 5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

準絶滅危惧（ N T ）

アカ アシク チブト カ メ ムシ
カ メ ムシ目カ メ ムシ科

Pin th eau s san g u in ip e s （ Fab riciu s, 1787）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 本種はシバ草原の地表に生息する特異なカ メ ムシで、 放牧業の衰退に

よっ て全国的に生息環境が失われている。

概　 　 要

　 体長1 3 mm前後のカ メ ムシ のなかまで ある。 体は灰褐色から 黒褐色

で小楯板の上端２ カ 所に白点がある。 草食性で、 イ ネ科草本の根ぎわに

生息する。 成虫で越冬し 、 石下などに潜んでいる。 本州・ 四国・ 九州、

朝鮮半島・ 中国・ イ ンド に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐（ 島前） の知夫里島と 西ノ 島、 三瓶北の原や大社海岸でも 採集さ

れている。 主要な生息地は牛の放牧地と し て利用さ れて、 良好なシバ草

原の状態である。 土地的極相がシバ草原のよう な環境で生息でき ると 思

われる。

存続を脅かす原因

　 放牧の中止など、 シバ草原の放置。 生息地およびその周辺における農

薬散布など。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）
●参考文献

林原毅一郎（ 1 9 9 2 ） 知夫里島のカ メ ムシ類． すかし ば， (3 7 /3 8 ):6 1 -6 3 .
大生唯統・ 松井悠樹（ 2 0 2 3 ） フ タ テンカ メ ムシの鳥取県における 初記録と 島根県における 追加記録． すかし ば,(7 0 ):4 8 .
大浜祥治（ 2 0 1 6 ） 隠岐・ 島前で採集し たの陸生カ メ ムシ類メ モ.すかし ば,(6 3 ):1 1 -1 3 .
大畑純二・ 皆木宏明・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ）　 三瓶産昆虫目録(IV ).　 島根県立三瓶自然館.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

準絶滅危惧（ N T ）

フ タ テンカ メ ムシ
カ メ ムシ目カ メ ムシ科

Lap riu s g a stricu s （ Thu n berg , 1822）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 大型の寒地性のセミ であり 、 森林の自然度の指標と なる。 隠岐島後は

日本海側の離島では分布の西限と なる。

概　 　 要

　 体長は3 7 －4 3 mmで オス がやや大き く 、 翅端ま で は雄雌と も 5 8 －

6 5 mmで ある。 全体に黒味が強く 前胸背の上方に白線があり 、 側縁が

白粉におおわれている。「 ギィ ー」 と 数分間連続的に鳴く 。 日本全土お

よび朝鮮半島に分布し 、 ヒ ノ キなどが生える針葉樹林に多い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 アカ エゾゼミ よ り 標高の低いスギ、ヒ ノ キなどの植林地にも 生息する。

県内では低山地から 標高9 0 0 ｍく ら いが上限で ある。 高い梢上で 鳴い

ているオスは見つけにく い。 隠岐（ 島後） の生息地では減少傾向にある。

存続を脅かす原因

　 低山地から ブナ帯下部にかけての森林破壊や殺虫剤散布。 スギ、 ヒ ノ

キ人工林の放置。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

林　 成多・ 野崎達也・ 片岡大輔・ 大對桂一（ 2 0 2 0 ） 大万木山における カ メ ムシ類調査（ 2 0 1 8 ・ 2 0 1 9 年). ホシザキグリ ーン 財団　 研究報告,(2 4 ):4 3 -5 9 .
尾原和夫（ 2 0 0 2 ） 島根県における 山地性セミ 類の記録． すかし ば， (5 0 ):5 0 .
尾原和夫（ 2 0 1 2 ） 島根県のセミ 類,近年の生息情報. すかし ば， (5 9 ): 3 4 -3 5 .
大浜祥治（ 2 0 0 1 ） 島根県のセミ 分布メ モ． すかし ば， (4 6 ):2 0 -2 1 .
税所康正（ 2 0 0 4 ） 大万木山のエゾゼミ 類.CICADA ,1 8 (1 ):9 -1 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

準絶滅危惧（ N T ）

エゾゼミ
カ メ ムシ目セミ 科

Au ritib ice n  jap o n icu s （ Kato , 1925）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 国内のブ ナ帯に生息する 大型の美し いセミ で、 県内で は標高8 0 0 ｍ

以上のブナ帯に生息する。 本県西部山地が本州における西限分布域と な

る。

概　 　 要

　 体長は3 7 －4 3 mmでオスがやや大き く 、 翅端までは5 8 －6 5 mmであ

る。 エゾゼミ と よく 似るが、 全体に赤味が強く 前胸背の上方に白線がな

く 、 側縁も 白粉におおわれていない。 また前翅の暗色斑の様子によっ て

区別でき る 。 北海道・ 本州・ 四国・ 九州、 朝鮮半島・ 中国に分布する。

6 0 0 －1 ,2 0 0 ｍのブナ・ ミ ズナラ 帯に生息し 、 産地は局所的である。 ７

月下旬から ９ 月上旬にかけてあら われ、 日当たり のいい梢で、「 ギィ ー

……」 と 太く 短く 鳴く 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山および中国山地の山頂付近数カ 所で確認さ れているが、 ブナ帯

下部の標高がやや低い場所や隠岐島後でも 2 0 2 4 年に１ 個体が採集さ れ

今後の調査が期待さ れる。

存続を脅かす原因

　 ブナ、 ミ ズナラ を含む広葉樹林の伐採や分断。 温暖化によるブナ林の

衰退。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

林　 成多・ 野崎達也・ 片岡大輔・ 大對桂一（ 2 0 2 0 ） 大万木山における カ メ ムシ類調査（ 2 0 1 8 ・ 2 0 1 9 年). ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(2 4 ):4 3 -5 9 .
尾原和夫（ 2 0 0 2 ） 島根県における 山地性セミ 類の記録． すかし ば， (5 0 ):5 0 .
大浜祥治（ 2 0 2 5 ） 隠岐／島後でのアカ エゾゼミ 確認のこ と .すかし ば,(7 2 ):1 0 -1 1 .
坂田国嗣（ 1 9 9 9 ） 仁多町呑谷にてコ ミ スジ異常型と アカ エゾゼミ を 採集.すかし ば， (4 7 )： 4 1 ．
山田　 学（ 2 0 0 1 ） 匹見町のセミ ・ ナナフ シ・ カ マキリ ・ ゴキブリ の記録． すかし ば， (4 9 ):1 7 -1 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 白石泰志

準絶滅危惧（ N T ）

アカ エゾゼミ
カ メ ムシ目セミ 科

Au ritib ice n  f lam m a tu s （ Distan t, 1892）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 アカ マツやク ロマツ林に生息するセミ であるが、 県内の平地では近年

マツ枯れによ っ て生息林が失われつつある。

概　 　 要

　 体長はオスが3 0 mm、 メ スが2 4 mmで、 体は黒色で 細かな灰色の鱗

毛を装う 。 オスの腹部は袋状で、 メ スの腹部は短く 先端は細長い産卵管

と なる。 本州・ 四国・ 九州、 中国に分布し 、 成虫は４ 月下旬から ６ 月末

に出現する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 平地から 低山地のマツ林に生息する が、 隠岐諸島には生息し ない。 出

雲市の浜山公園は代表的な生息地であっ たが、 近年では鳴き 声があまり

聞かれなく なっ た。 海岸部のク ロマツ 林では絶滅状態である。 一方山間

部の標高6 0 0 m程度のアカ マツ林では発生がやや遅く 個体数も 少ないが

生息範囲は比較的広い。

存続を脅かす原因

　 温暖化や「 マツ 枯れ」 によるマツ林の衰退、 植生遷移による照葉樹林

への移行。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）
●参考文献

樋野耕一（ 2 0 1 8 ） 峯寺でヒ メ ハルゼミ を 採集.すかし ば,(6 5 ):3 0 .
大浜祥治（ 2 0 1 5 ） 島根県内の平地性セミ 数種の分布メ モ.すかし ば,(6 2 ):3 4 -3 5 .
大畑純二・ 皆木宏明・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 三瓶産昆虫目録(IV ).　 島根県立三瓶自然館.
山田　 学（ 2 0 0 1 ） 匹見町のセミ ・ ナナフ シ・ カ マキリ ・ ゴキブリ の記録． すかし ば， (4 9 ):1 7 -1 9 .
山本正志（ 2 0 2 0 ） 島根県奥出雲町及びその周辺の昆虫類の採集およ び観察． すかし ば,(6 7 )： 5 1 -6 5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

準絶滅危惧（ N T ）

ハルゼミ
カ メ ムシ目セミ 科

Yezo terp n o sia  vacu a （ Olivier, 1790）

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 一定規模以上の照葉樹林に生息する小型のセミ で、 県内にわずかに残

存する極相的自然の指標と なる。

概　 　 要

　 体長は2 3 －2 9 mmであるがオスがやや大き く 、 翅端まで3 2 －3 7 mm

である。 メ スの産卵管は長く 後方にのびる。 本州・ 四国・ 九州・ 沖縄本

島・ 屋久島・ ト カ ラ 列島・ 奄美大島、 朝鮮半島に分布する。 ６ 月中旬か

ら ７ 月下旬に出現し 、 シイ やカ シなどの照葉樹上で「 ウィ ーン・ ウィ ー

ン」 と 一斉に「 合唱」 する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 極相に近い照葉樹林に生息するが、 二次林的な要素をも つ地域にも 見

ら れる。 出雲部では、 著名な寺社林に大き な生息地があるほか海岸部か

ら 山間地まで生息場所が点在し ている 。 石見地方では山間部でも 確認さ

れている。

存続を脅かす原因

　 スダジイ 林、 カ シ林などの破壊、 分断。 アカ マツをまじ えた林分の周

辺における「 松枯れ対策」 殺虫剤散布等。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

樋野耕一（ 2 0 1 8 ） 峯寺でヒ メ ハルゼミ を 採集.すかし ば,(6 5 ):3 0 .
尾原和夫（ 2 0 0 2 ） 島根県における 山地性セミ 類の記録． すかし ば， (5 0 ):5 0 .
尾原和夫（ 2 0 1 1 ） 脱皮殻調査によ る ヒ メ ハルゼミ の羽化曲線.CICADA ,2 0 (1 /2 ):1 8 -2 0 .
大浜祥治（ 2 0 1 5 ） 島根県内の平地性セミ 数種の分布メ モ.すかし ば,(6 2 ):3 4 -3 5 .
山田　 学（ 2 0 0 1 ） 匹見町のセミ ・ ナナフ シ・ カ マキリ ・ ゴキブリ の記録． すかし ば， (4 9 ):1 7 -1 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ メ ハルゼミ
カ メ ムシ目セミ 科

Eu te rp n o sia  ch ib en sis ch ib en sis M atsu m u ra, 1917

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 おも にエノ キの大木がまと まっ て生える場所に生息する種である。 古

く から エノ キが自生・ 植栽さ れている場所が減少し ており 、 本種の生息

地も 限定さ れている。

概　 　 要

　 体長約3 .6 mm。 体およ び前翅の大部分は黒色。 秋型の成虫の前翅に

は透明な帯がある。 触角の先端以外は全体に黄褐色。 胸部の幅が広く 、

頭部は相対的に小さ い。 前翅の表面には細かく 不規則なシワが多く 、 鈍

い光沢がある 。 初夏に出現する幼虫はエノ キの葉表にツノ 状のゴールを

形成し 、 葉裏には貝殻状の覆いがある。 秋に出現する 幼虫はゴールを作

ら ず、 葉裏に貝殻状の覆いがある のみである。 日本固有種で、 本州と 九

州に分布する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では東部や中部で記録がある。

存続を脅かす原因

　 エノ キの大木の減少。 低地ではエノ キノ ミ ゾウムシの増加も 本種の生

息に影響を与えている可能性がある。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多・ 宮武頼夫（ 2 0 1 2 ） 山陰地方のキジラ ミ 図鑑． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,（ 6 ） : 1 -9 7 .
林　 成多・ 宮武頼夫・ 門脇久志（ 2 0 1 1 ） 島根県のキジラ ミ 相． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 1 4 ） : 2 1 3 -2 5 0 .
M iy a ta k e , Y . (1 9 6 8 ) P a c h y p sy lla  j a p o n ic a  sp . n ov ., A  rema rk a b le  le a p-fo rm in g  p sy llid  from  J a pa n . Bu ll. Osa k a  Mus . N a t. H is t. , 2 1 : 5 -1 2 .
M iy a ta k e , Y .（ 1 9 8 0 ） N ote s  on  the  g enus P a c h y p sy lla  o f J a p a n , w ith  d e sc r ip tion  o f a  n ew  spec ie s（ H om op te ra : P sy llid a e） . Bu ll. Osa k a  M us. N a t. H is t.,（ 3 3 ） : 
6 1 -7 0 , p l. 1 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

エノ キカ イ ガラ キジラ ミ
カ メ ムシ目キジラ ミ 科

Celtisa sp is ja p o n ica （ M iyatake, 1968）

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 海浜植生を 伴っ た砂丘海岸に生息する種であり 、 県内での生息地も 自

然度の高い砂浜に限定さ れている 。

概　 　 要

　 前翅長2 7 mm前後。 翅は透明で顕著な模様はない。 体は全体に黒く 、

前胸背にY 字型の黄褐色斑紋がある。 海浜砂丘に生息する。 幼虫は、 汀

線から 離れた砂浜や海浜植生帯の汀線寄り の砂地上にすり 鉢型の巣穴を

造るアリ ジゴク である。 国内では日本海側を中心と し た本州、 九州の海

岸に生息し 、 国外では中国に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では東部から 西部までの砂丘の発達する海岸に生息し ている。 県

内の砂浜海岸は、 大社から 湖陵付近の出雲砂丘が最大で、 本種の最大の

生息地でも ある。 隠岐諸島では記録がなく 、 生息の可能性も 低い。 全国

的にみれば島根県は自然度の高い砂浜が多く 残さ れており 、 良好な生息

地と し ての価値は高い。

存続を脅かす原因

　 砂浜海岸の開発、 海岸浸食。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 2 5 ） 島根県産アリ ジゴク の再検討． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (2 8 ): 1 0 9 -1 2 0 .
鶴崎展巨（ 2 0 0 8 ） 島根県と 福岡県における 海浜性アリ ジゴク （ 脈翅目： ウスバカ ゲロ ウ科） の分布． すかし ば, (5 6 ): 3 3 -3 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ハマベウスバカ ゲロウ
アミ メ カ ゲロウ目ウスバカ ゲロウ科

M yrm e leo n  so le rs  Wa lker, 1853

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 分布が局所的であり 、 土地造成等による生息する草地の消滅・ 環境悪

化により 、 生息が脅かさ れる。

概　 　 要

　 体長2 0 ー2 5 mm内外。 雌の方がやや大き い。 体は黒く 頭部や胸部の

一部に黄斑があり 、 長い毛におおわれる。 後翅の黄色と 黒のコ ント ラ ス

ト が鮮やかで、 生息地では非常に目立つ。 丘陵地～山地にかけての草原

に生息し 、 春から 初夏にかけ活発に飛び回っ て小昆虫を捕食する。 雌は

草木の小枝等に卵を 産み付ける。 幼虫はアリ ジゴク によ く 似ている が、

地面に漏斗状の巣を作るこ と はなく 、 地表を動き 回り ながら 小昆虫を捉

えて体液を 吸う 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山の裾野に広がる 草原の、 西の原・ 北の原で2 0 1 7 年に初めて確

認さ れ（ 三島、 2 0 2 0 ）、 2 0 1 9 年には三瓶山に隣接する、 飯南町志津見・

八神でも 確認さ れた（ 吉富・ 林、 2 0 2 0 ）。 し かし な がら 、 東部、 西部

では未記録である。 県東部に隣接する、 鳥取県大山周辺には産地が点在

する（ 大生、 2 0 2 2 ）。 本州・ 九州に広く 分布する が、 ど こ でも 産地は

局所的で生息環境が衰退し ている。 日本特産種。  

存続を脅かす原因

　 生息する草原環境の保全。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

三島秀夫（ 2 0 2 0 ） キバネツ ノ ト ン ボを三瓶草原で撮影. すかし ば, 6 7 ：  4 6 .
大生唯統（ 2 0 2 2 ） 伯耆大山における キバネツ ノ ト ン ボの追加記録． すかし ば, 6 9 ：  3 2 .
吉富博之・ 林　 成多（ 2 0 2 0 ） キバネツノ ト ン ボを島根県で採集． ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 2 3 ： 2 2 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

準絶滅危惧（ N T ）

キバネツノ ト ンボ
アミ メ カ ゲロウ目ツノ ト ンボ科

Lib e l lo id es ram bu ri ( M acLach lan ,1875) 　

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 山地草原性のオサムシで分布は局所的。

概　 　 要

　 体長1 6 ー2 2 mm。 前胸背板は赤銅色。 頭部と 上翅測縁部も 赤銅色を

帯びる。 上翅の大部は黒色で凸型条列を持つ。 晩夏から 秋に新成虫が出

現し て活動し た後、 土中や石下で越冬する。 翌春に繁殖する 。 北海道、

本州、 四国、 九州、 ユーラ シア東部、 朝鮮半島で記録があり 、 中国地方

近県では大山を含む中国山地の高標高地帯に残る草原地帯で生息が確認

さ れている 。 成虫・ 幼虫と も 主に昆虫類を主食と し ていると 推測さ れて

いる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山麓の草原周辺で生息し ている 。

存続を脅かす原因

　 生息地の自然草原や疎林の開発、 また、 植生遷移による草原の衰退な

ど、 本種の生息に適し た環境の悪化。

（ 執筆者： 福井　 修二）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県産甲虫目録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号， 4 : 1 -1 6 1 .
井村有希・ 水沢清行（ 2 0 1 3 ）「 日本産オサムシ図説」． 3 6 8 pp． 六本脚．
岡義人（ 1 9 7 0 ） 三瓶山でセアカ オサムシ． N ECY DALIS， 3 ： 9 ．
岡義人・ 曽田貞滋（ 1 9 7 9 ） 中国地方のオサムシ（ １ ） -日野川流域～江川流域における 地理的分布． すかし ば， 1 2 ： 1 -1 5 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 皆木宏明

準絶滅危惧（ N T ）

セアカ オサムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

H m ica ra b u s tu b ercu lo su s  Dejian  et Bo isdu vai, 1929

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 島根半島西部が本種の基準標本産地で、 分布も 同地域に限定さ れてい

る可能性が高いため、 比較的絶滅のリ スク が高い。

概　 　 要

　 体長約2 .8 mm。 淡色、 無眼など の地中に適応し た形質を も つ。 九州

北部から 瀬戸内に分布するノ コ メ メ ク ラ チビゴミ ムシ属の中でササジメ

ク ラ チビゴミ ムシと と も に日本海側に産する特異な種で、 本属の一部が

日本海の海岸沿いに分散し た可能性を示唆する。 本属全体の分化を考え

る上でも 重要な種である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 2 0 0 8 年に島根半島西部の廃坑で採集さ れた1 オスで記載さ れた種で、

その後の複数回の調査でも 追加の記録を見ない。 周辺の廃坑や地下浅層

のト ラ ッ プ調査でも 採集さ れず、 分布は局所的で個体群規模も 小さ いと

考えら れる。

存続を脅かす原因

　 廃坑内の地下水位変動が少ないこ と から 生息域の地下環境は安定し て

いると 思われ、 こ れを攪乱するよう な地上・ 地下の改変は絶滅リ スク を

増大さ せる。

（ 執筆者： 新部　 一太郎）
●参考文献

U eno , S. (2 0 0 8 ) Occu rrence  o f a  N ew  Sty g io tre c h u s  (Co leop te ra , Trech in a e ) in  th e  Sh ima ne  Pen in su la , W est J a p a n . J . sp e le o l. Soc  J a pa n , 3 3 : 1 -5 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー

準絶滅危惧（ N T ）

イ ズモメ ク ラ チビゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

Styg io trech u s izu m o n is  S. Uén o , 2008　 　

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 本種は中国地方中央部に広い分布域をも つが、 島根県に分布する亜種

及び地域個体群は分布域が狭く 個体群規模が小さ いため環境改変による

影響を受けやすい。

概　 　 要

　 体長5 .4 ー6 .4 mm。 体は茶褐色で光沢があり 、 地中に適応し た形質を

も つが、 小さ い複眼が見ら れるなど地表種的な形質も 残る。 本種には浜

田市に分布する 県固有亜種（ ハマダナガチビ ゴミ ムシ） を はじ め5 亜種

が記載さ れている ほか、 未記載のも のも 含めると さ ら に4 つ以上の亜種

または独立し た地域個体群が存在すると 考えら れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では浜田市、 石見銀山周辺、 月山（ 安来市）、 船通山、 島根半島

で分布が確認さ れており 、 地理的に孤立し ている個体群が多い。 特に島

根半島の個体群は他の亜種と 形態的に区別でき る可能性がある。 洞窟な

どのほか、 川沿いの腐葉土層など地表付近でも 見ら れるこ と があるが詳

細な生息環境は不明。

存続を脅かす原因

　 ダム造成などの集水域単位での大規模改変は各亜種・ 地域個体群を絶

滅さ せるおそれがある。

（ 執筆者： 新部　 一太郎）

●参考文献

U eno , S. (1 9 5 8 ) The  c a v e  tre ch id s from  the  cen tra l p a r t o f th e  Chug ok u  D istr ic t, J a p a n .  I. A  new  spec ie s  o f T re c h ia m a  from  the  Ta ish a k u  limestone  a re a . 
Mem . Co ll. Sc i. U n iv . K y o to , se r ie s B , 2 5 (3 ): 1 8 1 -1 8 4 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー

準絶滅危惧（ N T ）

タ イ シャ ク ナガチビゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

Trech iam a  yo ko yam a i  S. Uén o , 1958　 　 　 　 　

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 生息地が減少し ており 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長２ mm前後。 体型は卵形で背面を微細な点刻と 網目状の印刻が覆

う 。 オニギリ マルケシゲンゴロウによく 似ているが、 よ り 小型。 水生植

物の多いため池の浅瀬や放棄水田をおも な生息地と し ている。 小型であ

るため、 発見さ れにく い。 アフ リ カ 、 オセアニア、 中東から 東アジアま

で広く 分布する。 国内では、 本州、 四国、 九州、 南西諸島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島を含め、 県内のため池で生息が確認さ れている 。 浅瀬で他の

小型種のゲンゴロ ウ類と 共に得ら れる こ と が多い。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 池沼の開発改修、 自然遷移。 生息地の浅瀬は水位

変動の影響が大き く 、 極端な渇水も 生息地が消失する原因になる。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

コ マルケシゲンゴロウ
コ ウチュ ウ目ゲンゴロウ科

H yd rova tu s a cu m in a tu s M o tsch u lsky, 1860

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 かつては県内各地のため池に生息し ていたが、 2 0 1 0 年以降急速に減

少し た。

概　 　 要

　 体長1 2 －1 5 mmで体型は楕円形。 上翅に細かな斑模様がある 。 成虫

は春から 秋に出現する。 幼虫は初夏から 夏に出現し 、 遊泳し ながら ミ ジ

ンコ 類を捕食する。 極東ロシアから 東アジアに分布する。 国内では、 北

海道、 本州、 九州に分布する。 主にため池に生息し 、 水田で繁殖する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島では島後で古い記録し かなく 、 記録が途絶えている。 本土側

では、 ため池に成虫が生息し 、 幼虫は水田に生息し ていた。 近年はかつ

て生息し ていた池での確認ができ なく なり 、 限ら れた場所で確認さ れて

いる。 また、 ビ オト ープ など新規の生息環境を 創出する こ と によ っ て、

本種が生息するよ う な事例も ある。

存続を脅かす原因

　 ため池の改修、 廃止。 水田の営農方法の変化。 外来種（ アメ リ カ ザリ

ガニ、 オオク チバス等） の侵入。

（ 執筆者： 林　 成多）
●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
川野敬介（ 2 0 0 5 ） 島根県東部の止水性水生昆虫の分布記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 8 ） :7 7 -9 7 ．
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．
西城　 洋（ 2 0 0 1 ） 島根県の水田と 溜め池における水生昆虫の季節的消長と 移動. 日本生態学会誌, 5 1 （ 1 ）： 1 -1 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

マルガタ ゲンゴロウ
コ ウチュ ウ目ゲンゴロウ科

Grap h o d eru s ad am sii  ( Cla rk, 1864 )

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 かつては県内各地のため池や水田に生息し ていたが、 2 0 1 0 年以降急

速に減少し た。

概　 　 要

　 体長1 3 －1 4 mmで体型は楕円形。 上翅は黒色で、 一対の丸い斑紋と

側方にそれぞれ2 本の黄色い縦条がある。 成虫は春から 秋に出現する。

幼虫は初夏から 夏に出現し 、 カ エル類の幼生を捕食する。 東アジアに分

布し 、 国内では、 北海道、 本州、 四国、 九州、 南西諸島に分布する。 主

にため池と 水田に生息する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、 隠岐諸島も 含め、 ため池や水田に生息し ていた。 近年はか

つて生息し ていた池等での確認ができ なく なり 、 限ら れた場所で確認さ

れている。 また、 ビオト ープなど新規の生息環境を創出するこ と によっ

て、 本種が生息するよう な事例も ある 。

存続を脅かす原因

　 ため池の改修、 廃止。 水田の営農方法の変化。 水田におけるカ エル幼

生の減少。 外来種（ アメ リ カ ザリ ガニ、 オオク チバス､ ウシガエル等）

の侵入。

（ 執筆者： 林　 成多）
●参考文献

林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
川野敬介（ 2 0 0 5 ） 島根県東部の止水性水生昆虫の分布記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 8 ） :7 7 -9 7 ．
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．
西城　 洋（ 2 0 0 1 ） 島根県の水田と 溜め池における水生昆虫の季節的消長と 移動. 日本生態学会誌, 5 1 （ 1 ）： 1 -1 1 .
W a ta na be , R., S . Ohba , a nd  T . Y ok o i. (2 0 2 0 ) Feed in g  H a b its o f th e  end a ng e red  J a p a nese  d iv in g  b ee tle  H y d a tic u s  b ow r in g ii (Co le op te ra : Dy tisc id a e ) la rv a e  in  
p a ddy  fi e ld s a nd  imp lic a tion s fo r its  c onse rv a tion . Eu ropea n  J ou rna l o f En tomo log y , 1 1 7 : 4 3 0 -4 4 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

シマゲンゴロウ
コ ウチュ ウ目ゲンゴロウ科

H yd aticu s b ow rin g i i  Cla rk, 1864

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 水田・ 池沼の減少と 護岸工事などの開発行為により 生息地が局所化し 、

個体数が減少傾向にある。

概　 　 要

　 体長2 0 ～2 5 mm。 卵形で、 背面は緑色または褐色を 帯びた黒色で光

沢がある。 国内では本州・ 四国・ 九州、 対馬に分布し 、 国外では中国・

朝鮮半島・ 台湾に分布する。 水生植物が繁茂し た浅い池沼・ 水田・ 湿地

な ど に生息し 、 環境省レ ッ ド リ ス ト （ 2 0 2 0 ） では準絶滅危惧（ N T）、

複数の都道府県で絶滅危惧種に指定さ れている。 近年、 山林の開発によ

る池沼の消滅・ 改修、 農薬流入による水質悪化、 外来魚による捕食、 生

息地の遷移進行などにより 生息地・ 個体数が急速に減少し 、 現在では丘

陵地の限ら れた池沼にのみ残存する状況と なっ ている 。 また、 本種はや

や水温の低い環境に生息するため、 気候の温暖化の影響も 本種への脅威

と なっ ている 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 かつて は県内の広範囲にわたり 生息が確認さ れていたが、 近年メ ガ

ソ ーラ ー発電所や高速道路の建設などに伴い生息環境が消滅し 、 個体数

は減少傾向にある。 本種の保全には、生息適地と なる溜池や湿地の存続、

水質保全および開発時の環境配慮が不可欠である。

存続を脅かす原因

　 水田の乾田化と 溜池の護岸。農薬の流入。外来魚による捕食圧の増大。

（ 執筆者： 小早川　 誠）

●参考文献

森　 正人・ 北山　 昭（ 2 0 0 2 ） 改訂版　 図説日本のゲン ゴロ ウ． 1 1 8 pp． 文一総合出版
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ） ネイ チャ ーガイ ド 日本の水生昆虫． 3 5 2 pp． 文一総合出版

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 小早川誠

準絶滅危惧（ N T ）

ク ロゲンゴロウ
コ ウチュ ウ目ゲンゴロウ科

Cyb iste r b re vis Au bé ,1838

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 河川中流域に生息する小型の流水性ミ ズスマシであり 、 県内での生息

地は限ら れている。

概　 　 要

　 体長5 .5 ー6 .2 mm。 体は紡錘形。 背面は全体に黒い。 上翅表面には微

細な毛が密生する。 オナガミ ズスマシより 明ら かに小型である。 オナガ

ミ ズスマシが山地渓流に生息する のに対し 、 本種は河川中流域の挺水植

物の生えた淀みに生息する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では東部や西部の河川で局地的に確認さ れている。 生息環境の立

地が人間活動の大き な場所に近いため、 影響を大き く 受けやすい。

存続を脅かす原因

　 河川改修。 水質汚染、 特に洗剤等の界面活性剤の流入。 豪雨水害。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

コ オナガミ ズスマシ
コ ウチュ ウ目ミ ズスマシ科

Orecto ch ilu s p u n ctip en n is  Sh arp , 1884

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 かつてはため池などの水面を群れて泳ぐ 姿がよく 見ら れたが、 現在で

はほと んど見ら れなく なっ ている 。

概　 　 要

　 体長6 .0 －7 .5 mm前後。 体型は紡錘形で背面に飴色の光沢がある。 一

般に止水域の開けた水面を旋回し ながら 泳ぐ が、流水環境にも 生息する。

近似種が数多く 存在するが、 体長により 他種と 区別でき る。 幼虫は水生

で、 腹部側面に細長い気管鰓を 持つ。 国内では、 北海道、 本州、 四国、

九州に分布する。 止水性の種であるが、 生息地の水域には常に水が流れ

込むなど、 水面の水質が保たれているこ と が重要である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島を含めた県内全域に分布する。 池沼などの止水域や山地渓流

の淀みなどに生息する。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁（ 特に油の流入）、 池沼の開発改修、 自然遷移。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．
Sug iu ra , S . a nd  M . H a y a sh i (2 0 2 4 ) De fenses  o f w h ir lig ig  b ee tle s a g a in st n a tiv e  a nd  in v a siv e  fro g s . P ee rJ  1 2 :e 1 7 2 1 4

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ミ ズスマシ
コ ウチュ ウ目ミ ズスマシ科

Gyrin u s ja p o n icu s Sh arp , 1873

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県東部の少数の溜池で生息が確認さ れているが、 生息地が減少し てい

る。 県中部および西部の生息状況は不明である。

概　 　 要

　 体長2 .5 mm前後。 体は細長く 、 茶褐色で、 体表面に青緑金属光沢を

持つ。 近縁種のヤマト ホソ ガムシよ り 小型である。 止水域に生息する。

国内では本州、 四国、 九州、 国外では韓国（ 済州島） に分布する。 水中

で遊泳ができ ず、 動き は緩慢である 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 やや富栄養な止水域に生息する。 県内ではため池で確認さ れている。

同所的にスジヒ ラ タ ガムシが生息し ているこ と が多い。 島根県東部の生

息地は、 全国的にみても 重要な生息地域であっ たが、 個体数の多い生息

地は無く なり つつある。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 池沼の開発改修、 自然遷移。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

チュ ウブホソ ガムシ
コ ウチュ ウ目ホソ ガムシ科

H yd ro ch u s ch u b u  Balfou r-Brow n e et M . Sa to , 1962

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 島根県固有種で、 個体数が少なく 分布域が偏っ ているため。

概　 　 要

　 体長1 .5 ー1 .8 mm。 背面は赤褐色～暗赤褐色で、 体型は幅広い。 上唇

の切れ込みは浅い。 低山地の細流の砂礫底や水際に堆積し た落葉の隙間

に生息する。 成虫は1 年中みら れる が、 夏に個体数が少なく 、 冬に多く

なる傾向がある。 野外で卵・ 幼虫は見つかっ ていない。 日本固有種で島

根県にのみ分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部から 中部まで局所的に分布し 、 低標高地の林内の細流で生息が

確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 大雨等の集中的なかく 乱による生息環境の悪化・ 消失。

（ 執筆者： 森本　 涼介）

●参考文献

森本涼介・ 林　 成多（ 2 0 2 1 ） 島根県における 流水性ダルマガムシ科の追加記録およ び生態的知見． ホシザキグリ ーン 財団研究報告，（ 2 4 ）： 3 7 -4 2 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ） 日本の水生昆虫． 1 1 7 pp． 文一総合出版， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種　

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 森本涼介

準絶滅危惧（ N T ）

ク ニビキアカ ダルマガムシ
コ ウチュ ウ目ダルマガムシ科

H yd raen a  h ayash ii  Jäch  &  D íaz, 2012

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 自然度の高い岩礁海岸に生息する。 生息地が限ら れている。

概　 　 要

　 体長1 .5 －1 .6 mm。体は瓢箪型でやや扁平。背面は黒色で光沢は鈍い。

島根県東部に分布する。 鳥取県東部から 九州にかけての日本海側には、

本種と 別の未記載種が分布し ている。 本種は島根半島のみに分布し てい

る可能性がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島根半島の岩礁海岸に生息する。 日中は岩の隙間に潜んでいる。

存続を脅かす原因

　 岩礁地帯の港湾開発、 重油などによ る水質汚染。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 5 ） 島根県の海岸に生息する 昆虫. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 4 ): 1 -1 2 0 .
J ä ch , M . A . a nd  J . A . De lg a do , (2 0 1 4 ) Rev is ion  o f th e  P a le a rc tic  sp ec ie s o f th e  g enus  O c h th e b iu s  Lea ch  X X IX . The  A sia n  sp ec ie s  o f th e  O . v a n d y k e i g roup  
(Co leop te ra : H y d ra en id a e ). K o le op te ro lo g ische  Rund scha u , 8 4 : 8 1 -1 0 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

イ ズモコ ブセスジダルマガムシ
コ ウチュ ウ目ダルマガムシ科

Och th eb iu s h aya sh ii  Jäch  &  Delg ado , 2014

ー
情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 主と し て高齢級のブナ林に生息し ており 、 生息地は限定さ れる。

概　 　 要

　 体長オス9 ー1 4 mm、 メ ス8 ー1 3 mm、 オス は緑色を 帯びた青藍色。

メ スは赤銅色、 銅色、 青緑色、 青藍色、 黒色など色彩変化に富む。 前胸

背板後角が丸みを帯び突出し ないこ と から コ ルリ ク ワガタ 属と 区別さ れ

る。 成虫は生育し た材中で越冬し 、 5 ～７ 月に出現する。 昼行性で、 繁

殖に利用する材周辺で見ら れる 。 まれにカ エデやミ ズナラ の新芽に飛来

するこ と が知ら れている。 幼虫が生育に利用するブナ等の倒木に集まり

産卵する。 繁殖に利用する枯れ木は、 コ ルリ ク ワガタ 類に比べて太いブ

ナやミ ズナラ 、倒木や立枯れ木を 好むと さ れる。 分布は本州、四国、九州。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部のブナ帯の中国山地で生息が確認さ れているが記録は少ない。

存続を脅かす原因

　 生息域であるブナを主体と する森林の開発による消失。

（ 執筆者： 福井　 修二）

●参考文献

近木英哉（ 1 9 8 5 ） 島根県における ルリ ク ワガタ 属について． すかし ば， 2 4 ： 8 ．
加藤重和・ 椋木博昭（ 2 0 0 3 ） 安蔵山の甲虫． すかし ば， 5 1 ： 1 -8 ．
松原　 至（ 2 0 0 1 ） 中国地方産ルリ ク ワガタ 属分布資料（ 1 ）． 鰓角通信， 3 ： 2 5 -2 8 ．
松原　 至（ 2 0 0 2 ） 中国地方産ルリ ク ワガタ 属分布資料（ 2 ）． 鰓角通信， 4 ： 1 5 -1 7 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ルリ ク ワガタ
コ ウチュ ウ目　 ク ワガタ ムシ科

Pla tyceru s d e l ica tu lu s d e l ica tu lu s Lew is, 1883

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 主と し てブナ帯に生息し 、 生息地は限定さ れる。

概　 　 要

　 体長8 ー1 1 mm。 オスは青みの強い藍色、メ スは銅色が中心であるが、

緑や紫色の強い個体などの色彩変化がある。 成虫は４ ー6 月に出現する。

成虫は早春にカ エデ類、 ミ ズナラ 等の展葉前の新芽に傷をつけて吸汁す

る。 産卵は主に林床に落ちた湿度の高い細めの枝に行われる。 幼虫は材

を摂食し て成長し 、 翌年秋に材内で羽化し て成虫で越冬の後、 野外へ脱

出する。 近畿地方北部～九州に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 中国山地および三瓶山のブナ林で林床の落枝の割材や、 ミ ズナラ 等の

新芽に飛来し た成虫が確認さ れている 。 また、 隠岐島前・ 道後では高標

高地の広葉樹の枯れ枝から 発生が確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 生息域である ブナ林等の開発によ る 消失や乾燥など生息環境の悪化。

生息地域が狭い隠岐地域は発生源と なっ ている材の採集など、 過度の採

集圧による絶滅が危惧さ れる。

（ 執筆者： 福井　 修二）
●参考文献

近木英哉（ 1 9 8 5 ） 島根県における ルリ ク ワガタ 属について． すかし ば， 2 4 ： 8 ．
松原　 至（ 2 0 0 1 ） 中国地方産ルリ ク ワガタ 属分布資料（ 1 ）． 鰓角通信， 3 ： 2 5 -2 8 ．
松原　 至（ 2 0 0 2 ） 中国地方産ルリ ク ワガタ 属分布資料（ 2 ）． 鰓角通信， 4 ： 1 5 -1 7 ．
山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県中部地域（ 江の川流域） における キンキコ ルリ ク ワガタ の採集・ 観察記録． すかし ば， 5 4 ： 5 2 -5 3 ．
横川忠司（ 2 0 2 0 ） ブナ帯を 完全に欠く 山地でのルリ ク ワガタ 属の分布 ～隠岐諸島・ 西ノ 島でのニシコ ルリ ク ワガタ の追加記録と その分布の意義～ 月刊むし  5 9 2 :1 0 -1 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 板持孝祐

準絶滅危惧（ N T ）

ニシコ ルリ ク ワガタ
コ ウチュ ウ目ク ワガタ ムシ科

Pla tyceru s a cu tico l l is ak ita i Fu jita, 1987

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 自然環境の良く 保全さ れた森林で記録さ れている。 西日本では個体数

は少なく 、 島根県での生息確認も 少ない。

概　 　 要

　 体長オス3 1 ー4 7 mm、 メ ス2 7 ー3 2 mm。 体は光沢のない黒色。 成虫

は5 ～1 0 月に見ら れる。 県外の多産地で はヤナギに噛み傷を 付け滲出

する樹液を吸汁する行動が知ら れる が、 島根県での採集例のほと んどは

地面を歩行中のも のである。 灯火に飛来し た個体も 採集さ れている。 成

虫越冬する。 幼虫はブナ等広葉樹の立枯れ、 倒木の材中で生育する。 生

息地域は、 本州、 四国に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山や、 県西部の山地で少数の記録があっ たが、 近年、 県東部地域

の生息が確認さ れた。 自然度の高いブナ林には広範囲で生息し ている可

能性がある。

存続を脅かす原因

　 冷温帯の大径木を有する成熟し た森林維持が必要と 考えら れる。 こ の

よう な森林の大規模開発による消失や、 寸断化による生息環境の悪化。

（ 執筆者： 福井　 修二）

●参考文献

林　 成多・ 片岡大輔・ 宇木浩太・ 森　 孝之（ 2 0 2 4 ） 大万木山における 甲虫調査（ 2 0 2 1 ・ 2 1 2 2 ）． ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 2 7 ： 5 5 -8 6 ．
児玉　 洋（ 1 9 8 4 ） 匹見産昆虫目録2 ． 匹見町の鞘翅目． すかし ば， 2 2 ： 1 1 -1 9 ．
高橋寿郎・ 淀江賢一郎（ 1 9 9 6 ） 島根県昆虫文献目録５ ． 島根県のコ ガネムシに関する 文献目録． すかし ば， 4 3 /4 4 ： 2 7 -4 1 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 中村唯史

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ メ オオク ワガタ
コ ウチュ ウ目ク ワガタ ムシ科

N ip p o n o do rcu s m on tiva g u s ( Lew is,1883 )

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 成虫の記録が少なく 、 幼虫の成育場所が特殊である 。

概　 　 要

　 体長5 .5 －6 .7 mm。 体は長卵型で、 強く 膨隆する。 背面は黒色で光沢

がある。 上翅の条溝内の点刻は強く 、 間室は強く 膨隆し 、 短毛を密生し

たこ ぶや隆起を 欠く 。 成虫は、 ４ ～1 0 月に出現する。 平地から 山地に

かけて分布し 、 おも に灯火で採集さ れる。 本種の幼虫はフ ク ロウ等の鳥

の巣で成育するこ と が確認さ れ、 特殊な生育環境を必要と するこ と が判

明し ている。 朝鮮半島に分布し 、 国内では北海道、 本州、 四国、 九州、

伊豆諸島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の平地や山間地において灯火採集の記録がある。

存続を脅かす原因

　 フ ク ロウの営巣場所の減少。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 0 ） 神戸川と 斐伊川でのコ ブナシコ ブスジコ ガネの記録． すかし ば, (5 8 ): 3 9 .
児玉　 洋（ 1 9 8 4 ） 松江市でコ ブナシコ ブスジコ ガネを 採集． すかし ば,（ 2 2 ）： 1 9 ．
松田隆嗣（ 2 0 1 2 ） コ ブナシコ ブスジコ ガネを 三瓶山で採集． すかし ば,（ 5 9 ）： 3 7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

コ ブナシコ ブスジコ ガネ
コ ウチュ ウ目コ ブスジコ ガネムシ科

Tro x n o h ira i N akan e , 1954

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息地が局限さ れ、 また、 牛やシカ の糞に依存し ているため、 こ れら

の動物の減少によっ ては絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 体長1 4 －2 2 mm。 体上面はふつう 金赤色から 紫赤色で 、 金属光沢が

ある。 センチコ ガネに似るが、 頭楯は長めの台形。 成虫は4 ～1 1 月、 お

も に山地で発生する。 牛、 馬、 シカ などの糞に集まる 。 メ スは地中へ糞

を埋めこ んで産卵する。 幼虫は糞を食べて育つ。 シベリ ア、 朝鮮半島に

分布し 、 国内では北海道、 本州、 四国、 九州、 対馬、 屋久島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山の和牛放牧地、 島根半島西部のシカ 生息地。

存続を脅かす原因

　 三瓶山における 牧畜形態の変化。 野生シカ の生息域の森林伐採や、 シ

カ の捕獲などによ るシカ の個体数の減少。

（ 執筆者： 鈴木　 謙治）

●参考文献

近木英哉（ 1 9 6 3 ） 島根県の昆虫目録Ⅲ鞘翅目(コ ガネムシ科).島根農科大学研究報告,1 2 (A ):2 4 -3 1 .
近重克幸・ 福井修二・ 鈴木謙治・ 山崎克友（ 1 9 8 8 ） 鵜鷺半島・ ホン シュ ウジカ の糞に集まる 食糞性コ ガネムシ.すかし ば,(3 0 ):4 5 -4 8 .
鈴木謙治（ 1 9 9 4 ） 三瓶山の糞虫相.島根昆虫研究会「 三瓶山の昆虫相と その保全」 :1 6 4 -1 7 0 .
高橋寿郎・ 淀江賢一郎（ 1 9 9 6 ） 島根県のコ ガネムシに関する 文献目録.すかし ば,(4 3 /4 4 ):2 7 -4 1 .
上野俊一・ 黒沢良彦・ 佐藤正孝（ 1 9 8 9 ）「 原色日本甲虫図鑑(Ⅱ)」 .5 1 4 pp .保育社.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 鈴木謙治

準絶滅危惧（ N T ）

オオセンチコ ガネ
コ ウチュ ウ目センチコ ガネ科

Ph e lo tru p es a u ra tu s （ M otsch u lsky, 1857）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 隠岐諸島の放牧地に生息するが、 近年はまれになっ ている。

概　 　 要

　 体長７ －1 0 mm。 体は黒色で、 上翅は褐色を 帯び、 光沢は鈍い。 頭

頂の隆起は、 大型のオスでは長く 伸びた牛角状の突起と なり 、 メ スでは

横長でわずかに波曲し た隆起になる。 成虫は、 ６ ～９ 月に出現し 、 山地

の獣糞にあつまる。 国外ではシベリ ア、 中国、 朝鮮半島に分布し 、 国内

では本州、 四国、 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島（ 知夫里島） の放牧地に生息し 、 牛馬糞に依存し ている が、

個体数は少ない。

存続を脅かす原因

　 生息地での牧畜形態の変化。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

川井信矢・ 堀　 繁久・ 河原正和・ 稲垣政志（ 2 0 0 6 ）「 日本産コ ガネムシ上科図説　 第1 巻　 食糞群」． 1 8 9 pp . 昆虫文献六本脚．
島田　 孝・ 門脇久志・ 山内健生（ 2 0 0 9 ） 隠岐諸島の糞虫相（ 甲虫目： コ ガネムシ上科）． 人と 自然， (2 0 ): 9 3 -1 0 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

シナノ エンマコ ガネ
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科

On th o p h ag u s b ive rte x Heyden , 1887

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内における生息地が限定さ れている。

概　 　 要

　 体長1 2 －1 8 mm。 黒色で光沢は鈍い。 頭頂部に板状で両端が上方に

突出する角状の隆起がある。 前胸背板の前縁部中央は前方に鈍く 太く 突

出する。成虫は、５ ～1 1 月に出現する。河川敷や海岸部に生息する。腐っ

た魚肉に集まり 、灯火にも 飛来する 。 国外では中国、台湾、ジャ ワ、マレ ー

半島、 イ ンド シナ、 ミ ャ ンマー、 イ ンド に分布し 、 国内では本州、 九州、

壱岐島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島根県東部に生息する。 生息地は、 畑地や裸地、 疎林が混在する環境

である。

存続を脅かす原因

　 裸地的な環境の消失。 農業形態の変化。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

野津幸夫（ 1 9 9 8 ） ミ ツ ノ エン マコ ガネを 島根県から 初記録． すかし ば,（ 4 6 ）： 6 7 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ミ ツノ エンマコ ガネ
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科

On th o p h ag u s trico rn is （ Wiedem an n , 1823）

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 生息地が局限さ れており 、 また、 生息密度も 少なく 希少であるため。

概　 　 要

　 体長3 .5 －4 .5 mm。 黒色で光沢があり 、 頭胸前縁、 上翅会合部、 脚は

赤褐色。 背面は強く 隆起する。 眼は上面に出ない。 上翅には細い条溝が

ある。 体の腹面には、黄色の長毛を生ずる。 成虫は、ほぼ通年見ら れる。

本種は、 き れいな砂浜のイ ネ科植物などの根際に生息し ている。 日本固

有種で、 北海道、 本州、 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部から 西部の海浜植生の残さ れた砂浜。

存続を脅かす原因

　 海浜の護岸工事、 砂浜への車の乗り 入れによる海浜植生の減少、 松食

い虫防除のための空中薬剤散布。

（ 執筆者： 鈴木　 謙治）

●参考文献

近木英哉（ 1 9 7 7 ） 浅利黒松海岸の昆虫.「 島根県自然環境保全地域候補地学術調査報告書第４ 集」 :②1 7 -3 4 .
野津　 裕（ 1 9 7 8 ） 島根県の甲虫.すかし ば,(9 ):9 -1 2 .
鈴木謙治（ 2 0 0 6 ） ニセマグソ コ ガネの採集記録． すかし ば, (5 4 ): 3 2 ．
高橋寿郎・ 淀江賢一郎（ 1 9 9 6 ） 島根県のコ ガネムシに関する 文献目録.すかし ば,(4 3 /4 4 ):2 7 -4 1 .
上野俊一・ 黒沢良彦・ 佐藤正孝（ 1 9 8 9 ）「 原色日本甲虫図鑑(Ⅱ)」 .5 1 4 pp .保育社.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 鈴木謙治

準絶滅危惧（ N T ）

ニセマグソ コ ガネ
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科

Aeg ia l ia  ( Aeg ia l ia )  n itid a  Waterh ou se, 1875

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 高標高地に形成さ れた成熟し た森林の老大木等に依存する生活様式を

持つ。 採集記録は少なく 、 発達し た森林の指標昆虫でも ある。

概　 　 要

　 体長2 2 ー3 2 mm。 体は全体に黒褐色で銅色ないし は紫銅色の光沢を

帯びる。 成虫はジャ コ ウのよ う な独特の芳香を 放つ。 成虫は7 ～8 月に

出現する。 高標高の自然環境の良好な森林に生息し 、 ブナ、 ミ ズナラ 等

の立枯れ木、 樹洞を形成するよう な老大木に見ら れる。 産卵はこ れら の

材の腐朽部に行われ、 幼虫は腐朽部および樹洞内部の材が堆積し た腐植

土を摂食し て育ち、繭を 作り 蛹化するこ と が知ら れている。 本州、四国、

九州に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部～西部の高齢大径木の残存する ブナ帯森林で採集さ れている。

倒木の腐朽部から も 採取さ れている。 県西部の中国山地は他地域に比較

し て採集例が多い。

存続を脅かす原因

　 樹洞を形成する 高齢の成熟し た森林の伐採等、 生息環境の悪化・ 消失。

（ 執筆者： 福井　 修二）

●参考文献

近木英哉（ 1 9 8 1 ）「 山陰の虫たち 」． 2 0 5 pp， 近木英哉教授定年退官記念事業会．
加藤重和・ 椋木博昭（ 2 0 0 3 ） 安蔵寺山の甲虫． すかし ば， 5 1 ： 1 -8 ．
児玉　 洋（ 1 9 8 4 ） 匹見産昆虫目録２ ． 匹見町の鞘翅目． すかし ば， 2 2 ： 1 1 -1 9 ．
高橋寿郎・ 淀江賢一郎（ 1 9 9 6 ） 島根県昆虫文献目録５ ． 島根県のコ ガネムシに関する 文献目録． すかし ば， 4 3 /4 4 ： 2 7 -4 1 ．
山田　 学（ 2 0 0 3 ） 匹見町における オオチャ イ ロ ハナムグリ の採集記録． すかし ば， 5 1 ： 1 6 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 皆木宏明

準絶滅危惧（ N T ）

オオチャ イ ロハナムグリ
コ ウチュ ウ目　 コ ガネムシ科

Osm o de rm a  o p icu m  Lew is, 1887

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 こ れまでに確認さ れた分布は局所的で個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長1 4 ー2 0 mm。 背面は赤褐色に不規則な小黒紋を 有す。 成虫は春

～秋に活動する。 平地から 低山地の広葉樹林に生息する。 晩夏から 秋に

新成虫が出現し て越冬し 、 翌春に産卵が行われる。 成虫は複数年生存す

るも のがある。 ナラ 類の樹液に集まるほか、灯火に飛来し た記録も ある。

藁ぶき 屋根の藁や堆肥から 採集さ れていた。大型鳥類と の関わり が深く 、

近年、 幼虫はカ ワウや猛禽類の巣中から 採集さ れ、 動物質の栄養補給を

受けて育つ幼虫は短期間で生育するこ と が推察さ れている、 国内では北

海道、 本州、 四国、 九州。 海外では東アジア地域、 中国やロシア極東か

ら 朝鮮半島に産する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の平地から 山地にかけての森林で採集記録がある 。

存続を脅かす原因

　 生息域の森林伐採や、 大型鳥類の営巣場所の消失。

（ 執筆者： 福井　 修二）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県産甲虫目録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号， 4 : 1 -1 6 1 .
越山洋三・ 松田隆嗣（ 2 0 1 2 ） 松江市でアカ マダラ コ ガネを 採集， すかし ば， 5 9 ： 3 6 .
皆木宏明（ 2 0 1 7 ） 三瓶山で採集さ れたアカ マダラ ハナムグリ について． 島根県三瓶自然館研究報告， 1 5 ： 8 3 -8 4 .
高橋寿郎・ 淀江賢一郎（ 1 9 9 6 ） 島根県昆虫文献目録５ ． 島根県のコ ガネムシに関する 文献目録． すかし ば， 4 3 /4 4 ： 2 7 -4 1 ．
山本正志（ 2 0 1 0 ） 滋賀県伊崎半島のカ ワウコ ロ ニーの巣でアカ マダラ ハナムグリ 発生、 昆虫と 自然， 4 5 （ 1 2 ） 3 7 -3 9

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足(D D )撮影者（ 提供者）： 福井修二

準絶滅危惧（ N T ）

アカ マダラ ハナムグリ（ アカ マダラ コ ガネ）
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科

An th ra co p h o ra  ( Po ecilp h il id es)  ru stico la  Bu rm eister, 1842

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内の分布は広いが、 個体数の多い生息場所は局地的である。

概　 　 要

　 体長2 .6 －3 .0 mm。全体に黒色。上翅に黄色い縦スジの模様があるが、

不明瞭。 体はやや細長く 、 肩の隆起は不明瞭。 前胸背板に顕著なく びれ

と 横溝がある 。触角は糸状で長い。上翅の点刻列は明瞭。肢は著し く 長い。

近縁種と さ れたホソ ヨ コ ミ ゾド ロ ムシは、 本種の長翅型であるこ と が判

明し た。 幼虫は扁平で、 日本産ヒ メ ド ロムシ科の中では特異な形態をし

ている。 国内では本州、 四国、 九州に分布する。 生活史が研究さ れた数

少ない日本産ヒ メ ド ロムシ科の一つで、 幼虫は5 齢と 推定さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では河川中下流域と ため池で確認さ れている。 長翅型は短翅型に

比べて出現率が低い。 溜池では短翅型のみが確認さ れている 。

存続を脅かす原因

　 河川や溜池の改修、 極端な渇水。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
Mo r imo to , R . a nd  M . H a y a sh i (2 0 2 0 ) L ife  c y c le  o f a n  end a ng e red  r i e  ffl bee tle , Lep te lm is  g ra c ilis  Sha rp  (Co leop te ra : E lm id a e ), in  th e  H iik a w a  R iv e r  sy stem , 
Sh ima ne  p re fec tu re , J a p a n . En tomo log ic a l Sc ie nce , 2 3 : 4 4 5 -4 5 2 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ヨ コ ミ ゾド ロムシ
コ ウチュ ウ目ヒ メ ド ロムシ科

Lep te lm is g ra cil is Sh arp , 1888

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内での分布は局所的である。 河川中下流域に生息するヒ メ ド ロムシ

で、 全国的な希少種である。 斐伊川下流の個体群は生息数が多く 貴重で

ある。

概　 　 要

　 体長3 .4 －3 .7 mm。全体に黄色だが上翅の点刻列に沿っ て黒条がある。

体はやや細長く 、 肩は明瞭。 前胸背板にく びれがない。 触角は糸状で長

い。 上翅の点刻列は明瞭。 肢が著し く 長く 、 爪が大き い。 成虫・ 幼虫共

に水中に生息し 、 ヤナギ類などの流木を食べる。 国内では本州に分布し

ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の河川に生息し ている。 斐伊川下流の本流と 神戸川中流の支流

がおも な生息地である。 と り わけ河畔林の発達する斐伊川は本種の生息

にと っ て重要な条件であると 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 流木の減少。 極端な渇水。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

H a y a sh i, M .（ 2 0 0 7 ） Eco log ic a l n o te s on  the  a du lt s ta g e  o f G ra phe lm is  sh ira h a ta i（ N om u ra ）（ Co leop te ra , E lm id a e） . E ly tra , Tok y o , 3 5 （ 1 ） : 1 0 2 -1 0 7 .
H a y a sh i, M .（ 2 0 1 3 ） Desc rip tion s  o f la rv a  a nd  p up a  o f G ra phe lm is sh ira h a ta i（ N omu ra ）（ Co leop te ra , E lm id a e） . E ly tra , N ew  Se rie s , 3 （ 1 ） : 5 3 -6 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

アヤスジミ ゾド ロムシ
コ ウチュ ウ目ヒ メ ド ロムシ科

Grap h e lm is sh ira h a ta i （ Nom u ra , 1958）

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 水辺植生の豊かな河川に生息し 、 生息地における個体数が少ない。

概　 　 要

　 体長4 .8 －5 .3 mm。 国内最大のヒ メ ド ロムシ。 体は長い楕円形。 全体

に黒色または焦げ茶色。 上翅に点刻列があり 、 間室に毛が生えている。

河川の上流から 下流まで広く 生息する。 成虫・ 幼虫と も に水中にある流

木についているこ と が多い。 成虫は灯火に飛来する。 小型の幼虫は、 川

辺の水中に露出し たツルヨ シの根際にも 生息し ている。 幼虫期は２ 年以

上と 考えら れる。 日本固有種で、 本州と 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では県東部や中部の河川に生息が確認さ れている。 西部にも 分布

し ていると みら れる。 隠岐諸島には分布し ていない。

存続を脅かす原因

　 流木の減少。 極端な渇水。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ケスジド ロムシ
コ ウチュ ウ目ヒ メ ド ロムシ科

Pseu d am o p h ilu s jap o n icu s Nom u ra , 1957

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内の分布は局地的である。 また、 河川における生息環境も 特殊であ

る。

概　 　 要

　 体長2 .2 －2 .5 mm。 体は全体に楕円形で、背面側に著し く 盛り あがる。

黒色で光沢が強いが、 上翅の基部と 先端に黄褐色の紋がある。 触角は糸

状で長い。 上翅の点刻列は条溝を 伴う 。 日本固有種で本州、 九州、 隠岐

諸島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、 県東部、 中部、 西部、 隠岐諸島（ 島後） で確認さ れている。

比較的流れが緩い細流で多産するこ と がある。 山地渓流で見つかるこ と

も あるが、 個体数は少ない。 離島での記録は隠岐諸島のみであり 、 生物

地理学的に注目さ れる。

存続を脅かす原因

　 河川改修、 大規模な水害。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．
外山祐紀（ 2 0 2 3 ） 島根大学三瓶演習林のヒ メ ド ロムシ類． 島根県立三瓶自然館研究報告, (2 1 ): 3 5 -3 7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ハガマルヒ メ ド ロムシ
コ ウチュ ウ目ヒ メ ド ロムシ科

H eterl im n iu s h a g a i ( Nom u ra, 1958 )

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 個体数が少なく 、 人為開発などの影響を受けやすい河川本流の中流域

に生息するため。

概　 　 要

　 体長1 .5 ー1 .6 mm。 成虫は黒色～黒褐色の背面で楕円形の体型。 上翅

に橙色を 帯びた4 つの斑紋を も つ。 幼虫は体が暗橙色で黒色の斑紋を も

ち、 前胸背面の前方半分が明橙色で目立つ。 岸部が砂礫質の河川本流域

において、 河岸に生えるツルヨ シやスゲ属などの流水中に露出し た根の

間隙に生息する。 成虫と 幼虫は同所的に見ら れる。 国内では本州、 九州

に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内各地の水質が良好な河川中流域で局所的に分布し 、 砂礫質の河岸

に生えるツルヨ シやスゲ属の根の間隙から 見つかっ ている 。

存続を脅かす原因

　 本種の生息地は一般的に不安定であり 、 環境の維持には適度なかく 乱

が必要であるが、 集中的な開発や大雨の影響により 環境の悪化が懸念さ

れる。

（ 執筆者： 森本　 涼介）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改訂　 島根県の水生甲虫（ 2 ）． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号，（ 2 8 ）： 1 -7 6 .
森本涼介（ 2 0 2 2 ） 島根県に生息する セマルヒ メ ド ロ ムシ（ コ ウチュ ウ目： ヒ メ ド ロ ムシ科） の分布． ホシザキグリ ーン 財団研究報告，（ 2 5 ）： 2 5 1 -2 5 5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 森本涼介

準絶滅危惧（ N T ）

セマルヒ メ ド ロムシ
コ ウチュ ウ目ヒ メ ド ロムシ科

Orien te lm is p a rvu la  ( Nom u ra  &  Bab a , 1961 ) 　

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 海岸の岩礁に生息するが、 生息地は少ない。 本州の日本海側での記録

が少なく 、 貴重な個体群である。

概　 　 要

　 体長4 .5 －5 .0 mm前後。 背面は黒青色で弱い金属光沢があり 、 触角の

基半分は赤褐色。 上翅は微細な印刻があり 、 オスの触角第３ 節は肥大す

る。 海岸性で本州、 四国、 九州、 屋久島に分布し 、 成虫は５ 月ごろ から

夏にかけて汀線の岩礁に見ら れる。 太平洋側では潮間帯に生息する が、

日本海側では潮位変化が少ないため、 潮上帯に生息する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 1 9 6 0 年、 浜田市福井の岸から 離れた岩礁の割れ目で、 水際に群棲し

ていた本種が採集さ れたのが唯一の記録であっ たが、 2 0 0 8 年以降の調

査で島根半島から 大田市琴ヶ 浜までの岩礁帯や隠岐（ 島後） の岩礁で確

認さ れた。 高波時には波に覆われるよう な岩礁の波打ち際の隙間などで

採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 岩礁の大規模工事、 油や漂流物による 環境の悪化。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

端山　 武（ 2 0 1 0 ） 島根県における イ ソ ジョ ウカ イ モド キ（ コ ウチュ ウ目ジョ ウカ イ モド キ科） の採集記録． ホシザキグリ ーン財団研究報告，（ 1 3 ）： 1 5 1 -1 5 4 .
林　 成多（ 2 0 1 5 ） 島根県の海岸に生息する 昆虫. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 4 ): 1 -1 2 0 .
林　 成多・ 門脇久志・ 松田隆嗣・ 深谷　 治・ 近見芳恵（ 2 0 1 3 ） 隠岐諸島における 昆虫類分布調査（ 2 0 0 9 -2 0 1 2年調査のま と め）． ホシ ザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (8 ): 
1 -7 3 .
Y osh itom i, H . a nd  C.-F. Lee  (2 0 1 0 ) Rev is ion  o f th e  Ta iw a nese  a nd  J a p a nese  spec ie s  o f th e  g enus La iu s (In sec ta : Co leop te ra : Ma la ch iid a e ). Zoo log ic a l Stud ie s  
4 9 (4 ): 5 3 4 -5 4 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足(D D )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

イ ソ ジョ ウカ イ モド キ
コ ウチュ ウ目ジョ ウカ イ モド キ科

La iu s asa h in a i N akan e, 1955

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 分布は局地的で個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長1 6 ー3 6 mm。 長楕円形。 光沢のある 黒色で前胸、 上翅肩部およ

び翅端にオレ ンジ色の斑紋がある。成虫は夏季にブナ林中の大径枯死木・

倒木に発生し たサルノ コ シカ ケ等の多孔菌類を食べるほか、 アミ スギタ

ケ、 ハチノ スタ ケ、 ツリ ガネタ ケに集まる。 また、 灯火にも 飛来するこ

と が観察さ れている。 幼虫は多孔菌類の子実体中や、 こ れら 菌糸が蔓延

し た材部で見つかる。 北海道、 本州、 四国、 九州に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部～西部の中国山地の冷温帯林において記録があり 、 いずれも ブ

ナ大径木が多い場所に限ら れている。 県西部では他地域に比較し て採集

記録が多い。

存続を脅かす原因

　 本種の生息環境であるブナの大木を 有する成熟し た林分の伐採や、 道

路開設等による生息林の寸断など、 森林の乾燥化などによ る多孔菌類の

発生の減少。

（ 執筆者： 福井　 修二）

●参考文献

福井修二（ 1 9 9 0 ） 赤来町でオオキノ コ ムシを 採集． すかし ば， 3 4 ： 1 7 ．
林　 長閑（ 1 9 8 6 ）「 甲虫の生活」． 1 7 7 pp． 築地書館．
加藤重和・ 椋木博昭（ 2 0 0 3 ） 安蔵寺山の甲虫． すかし ば， 5 1 ： 1 -8 ．
山田　 学（ 2 0 0 4 ） 西中国山地のオオキノ コ ムシ類の採集・ 観察記録． すかし ば， 5 2 ： 1 1

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

オオキノ コ ムシ
コ ウチュ ウ目　 オオキノ コ ムシ科

En cau ste s p ra en o b il is Lew is,1883

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 河川敷などの荒地に生息する日本固有のテント ウムシ。 島根県は分布

の西限にあたる。 生息地は人為の影響を受けやすい環境であり 、 河川敷

環境の生物多様性の指標と し て選定し た。

概　 　 要

　 体長約３ －４ mm。 背面は黒色で、 特徴的な橙色斑を 有する。 北海道

や東北では比較的普通だが、 西日本では分布は局地的。 北海道では年１

世代、 西日本では２ 世代を経過し 、 越冬後成虫の発生量は少ない。 発育

には温帯性種と し ては高い温度（ 約1 4 ℃以上） を 要求する 。 近年の酷

暑は個体群を 衰亡さ せている可能性がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 斐伊川中流域には比較的高い密度の個体群が確認さ れている。その他、

江の川や高津川の河川敷、 三瓶山、 さ ら に、 鳥取県の弓ヶ 浜でも 分布が

確認さ れていたが、 現状は不明。

存続を脅かす原因

　 河川敷の大規模な土地利用改変によ り 環境が画一化する と 個体群が消

滅する。 また、 南西限界付近の個体群と し て、 地球温暖化の影響により

気候適応が破綻する可能性がある。

（ 執筆者： 星川　 和夫）

●参考文献

星川和夫・ 津下麻樹（ 1 9 9 8 ） 西日本における マク ガタ テン ト ウの生活史-分布南限における 気候適応の破綻-． 中国昆虫,（ 1 2 ）： 3 1 -3 5 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 津下麻樹

準絶滅危惧（ N T ）

マク ガタ テント ウ
コ ウチュ ウ目テント ウムシ科　

Co ccin u la  cro tch i （ Lew is, 1879）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 ヤマシャ ク ヤク を繁殖源と し 、 生息域も 限定さ れ個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長1 6 ー2 3 mm。 頭部と 胸部は黒色。 上翅は黄色で端と 前方に二筋

の黒色横帯を持つ。 成虫は4 月下旬から 5 月上旬に 山地に咲く ヤマシャ

ク ヤク に訪花し 、 花弁や花粉を摂食する。 地表の枯れ枝、 枯れ草の茎な

どに産卵さ れ、 孵化し た幼虫は土中に潜り 根茎を食入し 成長すると 再び

土中に出て土繭を 作っ て蛹と なる と いう 。 本州、 四国、 アジア北東部、

シベリ ア、 朝鮮半島に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 5 月に県東部から 西部の山地のほか、 隠岐(島後)において記録がある。

ヤマシャ ク ヤク の開花時期に訪花し ているも のや、 飛翔中の個体が採集

さ れている。

存続を脅かす原因

　 ヤマシャ ク ヤク 自生地を含む、 本種の生息域周辺森林の伐採等による

生息地域の環境悪化。 寄主植物であるヤマシャ ク ヤク の乱獲。

（ 執筆者： 福井　 修二）

●参考文献

藤田　 宏（ 2 0 0 7 ） 島根県・ 隠岐島後のハナカ ミ キリ ２ 種． 月刊むし ， 4 5 4 ： 1 1 ．
船城保明（ 1 9 8 8 ） 島根県未記録のカ ミ キリ ２ 種． すかし ば， 2 9 ： 1 2 ．
板倉宏文（ 1 9 8 4 ） フ タ スジカ タ ビ ロ ハナカ ミ キリ を 採集． すかし ば， 2 2 ： 2 5 ．
氏原靖志（ 2 0 2 4 ） 島根県内で2 0 2 3 年に確認し た主なカ ミ キリ ． すかし ば， 7 1 ： 1 -1 4 ．
山本正志（ 2 0 2 0 ） 島根県奥出雲町及びその周辺の昆虫類の採集及び観察． すかし ば， 6 7 ： 5 1 -5 5 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 氏原靖志

準絶滅危惧（ N T ）

フ タ スジカ タ ビロハナカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

Bra ch yta  b i fa scia ta  ja p o n ica  ( M atsu sh ita , 1933 )

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）
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類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
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惧
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類
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選定理由

　 ブナ林に生息し 、 分布は局所的で個体数も 少ない。 西中国山地の自然

度の高いブナ林で採集さ れている 。

概　 　 要

　 体長1 8 ー3 0 mm。 体は黒色で、 上翅は黒色から 明る い赤褐色まで変

化がある。 上翅は短く 後翅、腹部が露出する 。成虫は7 ～8 月に出現する。

産卵対象木であるブナ等の立枯れに産卵、 交尾のため集まっ ていると こ

ろ を観察さ れるこ と が多い。まれに花に飛来するこ と も 記録さ れている。

産卵対象木は、 ブナ、 シデ類、 カ エデ類など各種の広葉樹を餌と するこ

と が記録さ れているが、特にブナを 好む。 幼虫はこ れら の材を摂食する。

本州、 四国、 九州に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島根県西部の中国山地のブナ立ち枯れから 採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 開発等による生息域のブナ林の伐採。

（ 執筆者： 福井　 修二）

●参考文献

加藤重和・ 椋木博昭（ 2 0 0 3 ） 安蔵寺山の甲虫． すかし ば， 5 1 ： 1 -8 ．
日本鞘翅目学会編（ 1 9 8 4 ）「 日本産カ ミ キリ 大図鑑」 5 6 5 pp . 講談社.
氏原靖志（ 2 0 2 4 ） 島根県内で2 0 2 3 年に確認し た主なカ ミ キリ ． すかし ば， 7 1 ： 1 -1 4 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 氏原靖志

準絶滅危惧（ N T ）

オオホソ コ バネカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

N ecyd a l is so l id a  Bates,1884

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 本州、 四国、 九州に分布するが個体数は少ない。 ブナ林に依存する種

で、 本県では生息に適し たブナ大径木が多く 残存する 環境は少ない。

概　 　 要

　 体長2 0 ー3 0 mm。 体は黒色で背面に灰白色の微毛を 持ち 、 霜ふり 状

の斑紋、 帯状紋を 形成し ている。 成虫は7 ー9 月に出現し 、 ブ ナ、 イ ヌ

ブナ生立木の樹皮を後食する。 夜行性でブナの大径生立木の幹上に集ま

るこ と や日中根元の落葉樹下に潜むこ と 、 また灯火へ飛来も 観察さ れて

いる。 成虫の脱出孔はブナ生立木の地際部や、 幹の衰弱部に多く 観察さ

れている。 本州、 四国、 九州に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部、 中部の記録のみであっ たが、 近年、 県東部でも 確認さ れた。

存続を脅かす原因

　 本種の生息地域において、 食樹であるブナ・ イ ヌ ブナを 含む森林伐採

によっ て、 食樹が失われるこ と や、 環境変化による森林衰退。

（ 執筆者： 福井　 修二）

●参考文献

藤村俊彦（ 1 9 6 6 ） 島根県のカ ミ キリ ムシ． 比和科学博物館研究報告， 9 ： 9 -1 7 ．
島根県昆虫研究会編（ 1 9 9 4 ）「 三瓶山の昆虫相と その保全」． 2 2 1 pp .
氏原靖志（ 2 0 2 0 ） 島根県県民の森付近のカ ミ キリ ． すかし ば， 6 7 ： 8 0 -8 2 ．
氏原靖志（ 2 0 2 3 ） 島根県東部県境付近の山及び三瓶山のカ ミ キリ の記録． すかし ば， 7 0 ： 4 3 -4 7 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 氏原靖志

準絶滅危惧（ N T ）

ヨ コ ヤマヒ ゲナガカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目　 カ ミ キリ ムシ科

Do lich o p ro so p u s yo ko yam a i  ( Gressiitt,1937 )

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 食草である ミ ク リ 属の生えるため池や水路などが減少し ており 、 それ

に伴い生息地も 減少し ている。

概　 　 要

　 体長７ m m前後。 体全体に金銅色を 帯び、 上翅に赤または青色の斑紋

がある。 ヤマト ミ ク リ やヒ メ ミ ク リ などを食草と し ており 、 成虫は抽水

葉を食べ、 幼虫は地下で根を食べる。 成虫はおも に５ ～６ 月に出現する

が、 9 月に見ら れる こ と がある 。 日本固有種で北海道、 本州、 九州に分

布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部や西部のミ ク リ 属の生える ため池や休耕田など に生息し てい

る。 生息地では個体数が多く 、 ミ ク リ の葉には食痕がみら れる。

存続を脅かす原因

　 ミ ク リ 類の減少。 生息地の水質汚濁、 池沼の開発改修、 自然遷移。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

H a y a h i ,  M . (2 0 2 0 ) R e v is io n  o f  e x ta n t a n d  fo s s i l  D o n a c i in a e  (Co le o p te r a :  C h r y s o m e l id a e ) o f  J a p a n . J a p a n e s e  J o u r n a l o f  Sy s te m a tic  E n to m o lo g y , 
Supp lemen ta ry  Se rie s , (2 ): 6 1 -1 5 9 .
林　 成多（ 2 0 1 2 ）「 月刊むし ・ 昆虫図説シリ ーズ2 　 日本のネク イ ハムシ」 9 4 pp . むし 社， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

キンイ ロネク イ ハムシ
コ ウチュ ウ目ハムシ科

Don acia  jap an a  Ch u jo  et Goecke, 1956

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 湿地に生息する北方系のハムシで、 県内での分布は局地的である。

概　 　 要

　 体長７ －９ mmで体全体に金属光沢がある。成虫は５ ～６ 月に出現し 、

スゲなどの花に集まり 花粉を食べる。幼虫はスゲ類の根を食害する。ヨ ー

ロッ パから 日本まで、 旧北区に広く 分布する。 国内では、 北海道、 本州、

九州、 佐渡などに分布する。 北海道や本州東部ではも っ と も 普通にみら

れるネク イ ハムシであるが、 西日本での分布は局地的で、 中国山地の個

体群は希少性が高い。 近縁種のシラ ハタ ネク イ ハムシは、 西日本には分

布し ていないと さ れてき たが、 近年兵庫県で発見さ れた。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、 県中部の湿原で確認さ れているが、 本州での分布の西限と

なっ ている。 広島県と の県境付近の湿地でさ ら に発見さ れる 可能性があ

る。

存続を脅かす原因

　 湿原の自然遷移や乾燥。 気候の温暖化。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

H a y a h i ,  M . (2 0 2 0 ) R e v is io n  o f  e x ta n t a n d  fo s s i l  D o n a c i in a e  (Co le o p te r a :  C h r y s o m e l id a e ) o f  J a p a n . J a p a n e s e  J o u r n a l o f  Sy s te m a tic  E n to m o lo g y , 
Supp lemen ta ry  Se rie s , (2 ): 6 1 -1 5 9 .
林　 成多（ 2 0 1 2 ）「 月刊むし ・ 昆虫図説シリ ーズ2 　 日本のネク イ ハムシ」 9 4 pp . むし 社， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

スゲハムシ
コ ウチュ ウ目ハムシ科

Pla te u m aris se ricea （ Lin n aeu s, 1758）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 国内では、 採集個体数がき わめて少ない寄生性種である。

概　 　 要

　 体長はメ スが1 2 －1 8 mm、 オスが1 2 －1 7 mm。 メ バエ類のなかでは

大型種である。 個体の大小差は、 寄主サイ ズに由来する と 考えら れる。

全体が茶褐色を呈する。 両複眼の内縁部には、 それぞれ１ 個の黒点があ

る。 最近の大社砂丘における調査によると 、 オオズグロ メ バエより も 早

く 出現し 、 活動期間は5 月中旬から 7 月上旬である。 寄主は、 ヒ メ ハナ

ラ ナガツチバチと 推定さ れる。 寄主がよく 訪花するハマヒ ルガオの花の

周辺で待ち伏せが見ら れる。 国内では本州・ 九州に、 国外では中国・ 韓

国にも 分布し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 松江市と 大社砂丘（ 出雲市） のほか、 隠岐島前（ 西ノ 島） で採集さ れ

ている。

存続を脅かす原因

　 海浜固有の生態系の破壊。

（ 執筆者： 前田　 泰生）

●参考文献

前田泰生（ 2 0 0 6 ） 島根県産のメ バエ類採集記録. すかし ば, (5 4 ): 1 -6 .
前田泰生（ 2 0 1 2 ） 島根県産メ バエ類の採集記録補遺. すかし ば, (5 9 ): 1 -2 .
宮永龍一・ 清水加那。 平田守鵬（ 2 0 2 0 ） 隠岐諸島における メ バエ類の採集記録. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (2 3 ): 2 1 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 前田泰生

準絶滅危惧（ N T ）

ムネグロメ バエ
ハチ目メ バエ科

Co n o p s o p im u s Coqu illett, 1898

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息地およ び生息環境が限定さ れ、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 開張1 6 ー2 1 mm内外。 ハチに似た蛾である 。 触角はオスが両櫛歯状、

メ スが糸状。 前翅は暗褐色で８ 個の黄色い紋がある。 後翅は半透明。 成

虫は年に２ 回、 ６ 月および８ 月に出現すると いわれる 。 国内では、 北海

道、 本州、 四国、 九州、 対馬、 国外では、 朝鮮半島南部、 中国、 ロシア

南東部に分布する。 生息地は明る い草原で、 また、 湿地を好むと いう 話

も あるが、 県内ではその傾向は確認さ れていない。 成虫は日中に花を訪

れるなどの活動をする。 幼虫の寄主植物はササ、 タ ケなど。

県内での生息地域・ 生息環境

　 出雲市と 雲南市の斐伊川河川敷、県中部、三瓶山の草原に記録がある。

ただ、 道路わき のちょ っ と し た草地でも 見つかるこ と があるので、 生息

地はも う 少し 多いと 思われる。

存続を脅かす原因

　 明るい草原、 草地の減少、 消滅。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 5 ） ヤホシホソ マダラ を斐伊川河川敷で撮影.すかし ば,(6 2 ):2 2 . 
広渡俊哉・ 那須義次・ 坂巻祥孝（ 編）（ 2 0 1 3 ） 日本産蛾類標準図鑑3 .学研教育出版.東京.
三島秀夫（ 2 0 2 0 ） 島根県で採集さ れたガ数種について． 島根県立三瓶自然館研究報告,(1 8 ):8 3 -8 7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

準絶滅危惧（ N T ）

ヤホシホソ マダラ
チョ ウ目マダラ ガ科

Ba la taea  o ctom acu la ta  ( Brem er, 1861 ) 　 　

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 南方系で隠岐（ 島後） では、 古く から 生息が知ら れ分布上注目さ れて

いる。 隠岐諸島の昆虫相を特徴づける重要種である。

概　 　 要

　 開翅長6 0 ー7 0 mm。 日本本土亜種は年1 化で比較的大型。 国内では、

本州（ 伊豆半島以西）、 四国、 九州、 対馬など に分布し 、 緑色に白い斑

紋のある 美麗種で、 8 ～9 月に出現する。 広島県安佐町では著し く 黒化

し た個体が採集さ れ、 山口県でも 採集さ れている。 八重山諸島には各別

亜種が分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐（ 島後） の山地・ 丘陵地に生息し 個体数も 比較的多い。 島前の知

夫里島に記録があるが再確認が必要である。 メ スは昼にソ バなどの白い

花に来る が、 夜灯火に飛来する のはオスだけである。 山陰本土側では、

1 9 9 7 ～2 0 0 0年に益田市匹見町で採集さ れている 。 幼虫の食樹はヒ サ

カ キ・ ツバキなどである。

存続を脅かす原因

　 幼虫の食樹のヒ サカ キは多いが、 蜜源のソ バ畑が減少し ており 、 発生

量に影響するか否か要観察。

（ 執筆者： 八幡　 浩二）
●参考文献

門脇久志（ 1 9 7 4 ） Long ic o rn読後雑感・ 隠岐島の昆虫に関連し て． すかし ば， 1 :1 -3 .
三宅恒方（ 1 9 0 8 ） 隠岐島ノ 昆虫相ニ就イ テ． 日本昆虫学会報， (2 )8 :1 8 2 -1 8 6 .
山田　 学（ 2 0 0 1 ） 匹見町における オキナワルリ チラ シの発見． すかし ば， 4 9 :1 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 八幡浩二

準絶滅危惧（ N T ）

オキナワルリ チラ シ
チョ ウ目マダラ ガ科

Eteru sia  ae d ea  su g itan i i M atsu m u ra , 1927　 　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生息地が極めて局地的。 個体数も 多く ない。

概　 　 要

　 開張2 5 ー2 9 mm。 オスの触角は櫛歯状、 メ スは微毛状。 翅は黒の地

色に、 ク リ ーム色から 黄色に近い大き な模様を規則正し く 並べているの

が特徴。 全体的に明るい色彩を も っ ている。 日中に活動する蛾で、 よく

花に集まる。 成虫の発生は年に一度、 6 月ごろ 。 飛び方がタ テハチョ ウ

科のミ スジチョ ウ類に似ている、 幼虫はナツツバキにつき 、 蛹で越冬す

ると いわれる 。 本州の関東地方以西、 四国、 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部と 中部のいずれも 中国山地沿いのごく 限ら れた地域に生息地が

あるに過ぎない。 産地の雑木林や周辺に広がる草原などが主な生息場所

と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 山地の良好な森林やそれと 併存する 環境（ 草原など） の減少、 消滅。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

●参考文献

門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録.すかし ば,(3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑1 .学研教育出版.東京．
三島秀夫（ 2 0 0 2 ） 蛾の記録3 つ． すかし ば， (5 0 ):7 6 .
能美　 豪（ 2 0 1 4 ） 2 0 1 3 年の採集記録-ギフ チョ ウの斑紋異常， ゴマシジミ の異常型， シルビ アシジミ の異常型， フ ジキオビ ほか． すかし ば， (6 1 ):3 2 -3 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

準絶滅危惧（ N T ）

フ ジキオビ
チョ ウ目アゲハモド キガ科

Sch istom itra  fu n era l is Bu tler, 1881　 　 　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内での生息地が限定さ れ、 日本全国で見ても 、 その分布が局地的で

ある。

概　 　 要

　 開張4 2 ー5 3 mm。 大き さ にはかなり 個体差がある 。 白い翅に特徴あ

る黒い斑紋を散ら し たエダシャ ク で、 黒い斑紋にも 変異がある。 成虫は

早春にのみ現れる。 中国地方、 四国、 九州、 対馬に分布。 国外では台湾、

朝鮮半島、 中国に分布すると さ れる。 生活史などについては不明な点が

多く 、 幼虫の寄主植物も 未知。 また、 メ スはほと んど灯火に飛来し ない

と いう 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 最近の調査で、 県内の生息域は、 東部の海岸近く の低地から 県中部の

三瓶山周辺を 経て、 西部中国山地沿いの地域と 隠岐諸島西ノ 島まで広

がっ た。 し かし 、 個体数は多く ない。

存続を脅かす原因

　 生息環境などを 含め不明な点が多いので、 まだ調査が必要だが、 雑木

林を含む森林の消滅が考えら れる。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑1 .学研教育出版.東京．
松井祐樹・ 山岸瑞樹・ 中　 秀司（ 2 0 2 5 ） 山陰両県における シロシモフ リ エダシャ ク の記録． すかし ば,(7 2 ):3 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

準絶滅危惧（ N T ）

シロシモフ リ エダシャ ク
チョ ウ目シャ ク ガ科

Bisto n  m e la cro n  Weh rl i, 1941　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での産地が限ら れ、 個体数がき わめて少ない。

概　 　 要

　 開張8 5 mm内外。 明る い黄色の翅を も つ近縁種ウスタ ビ ガRhod in ia  

fu a x  (Bu tle r , 1 8 7 7 )を黒っ ぽく し たよ う なヤママユである。 まさ に名

前のと おり 。 ウスタ ビガは翅の色や形などが、 オスと メ スと では著し く

異なっ ている のに対し 、 本種はほぼ同じ である。 前後翅にそれぞれ透き

と おっ た三日月型の紋をも つ。 成虫は年に一回、 秋に出現。 幼虫の寄主

植物はキハダ。 寒冷地の種で北海道から 本州北部にかけては少なく ない

と いわれるが、 西日本では稀種と なる。 北海道、 本州、 四国、 九州に分

布。 国外では朝鮮半島、 中国、 ロ シア南東部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の中国山地沿いと 中部の三瓶山、 大万木山周辺から 邑南町にか

けて生息地がある 。

存続を脅かす原因

　 良好な落葉樹林帯および里山的環境の減少や消滅。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

●参考文献

星川和夫（ 1 9 9 4 ） 瑞穂町の蛾類群集． 島根県特定地域野生生物緊急調査報告， 瑞穂町の昆虫類:5 8 -7 1 .
門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録.すかし ば,(3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑1 .学研教育出版.東京．
大畑純二・ 三島秀夫（ 1 9 9 9 ） 三瓶産昆虫標本目録． 島根県立三瓶自然館収蔵目録第4 号．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大畑純二

準絶滅危惧（ N T ）

ク ロウスタ ビガ
チョ ウ目ヤママユガ科

Rh od in ia  ja n kow sk ii  ( Oberth u r, 1880) 　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 全国的に減少傾向にあると さ れる種。 県内でも 記録は少ない。

概　 　 要

　 開張4 0 ー4 5 mm。 翅は透明で黒く 縁どら れる 。 後翅の基部から 後角

にかけては橙色に染まる。 体色は全体的に橙色で腹部に黒帯がある。 昼

行性の蛾で、 日中によ く 花を 訪れる。 成虫は年に２ 回ほど、 5 月から 9

月にかけて発生する。 幼虫の寄主植物は、 スイ カ ズラ 科のオミ ナエシ、

オト コ エシ、スイ カ ズラ 、アカ ネ科のアカ ネなど。 国内では北海道、本州、

四国、 九州、 対馬に、 国外では、 朝鮮半島、 中国北部、 シベリ ア、 モン

ゴルに分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部・ 中部・ 西部の山間地で記録がある。 隠岐諸島から も 記録があ

るが、 別種の誤同定の可能性がある。

存続を脅かす原因

　 草原などの草地環境の悪化、 減少。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

●参考文献

林　 成多・ 片岡大輔・ 大谷隆起（ 2 0 2 4 ） 島根県雲南市木次町尺の内公園における 訪花性昆虫調査（ 2 0 2 2 年）． ホシザキグリ ーン財団研究報告,(2 7 ):1 3 -4 6 .
門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録.すかし ば,(3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑1 .学研教育出版.東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

準絶滅危惧（ N T ）

スキバホウジャ ク
チョ ウ目スズメ ガ科

H em a ris rad ia n s  ( Wa lker, 1856) 　

ー
情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 本州における分布が局地的であり 、 一般的に個体数も 少ない。 県内に

おける分布は局地的であり 、 既知の生息地のほと んどが開発等の影響を

受けやすい平地の湿地や里山周辺である。

概　 　 要

　 開張1 6 ー1 7 mm程度の小型種である 。 生態についての知見は乏し く

不明な点が多い。 寄主植物は不明であるが、 同属種では地衣類や苔類を

摂食するこ と が知ら れている。

　 国内では1 9 0 6 年に隠岐（ 島後） の西郷で初めて確認さ れた。 その後、

北海道、 本州、 対馬から 記録さ れているが、 分布は局地的である。 中国

地方では島根県、 鳥取県、 岡山県から の記録がある。 隠岐（ 島後） では

1 9 6 7 年以降の記録が無い。 国外ではシベリ ア南東部、 サハリ ン に分布

する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部、 県中部、 隠岐（ 島後）。 県東部では主に平地およ び里地の湿

地周辺で確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 生息地周辺の林地、 植生など自然環境の改変。

（ 執筆者： 松田　 隆嗣）

●参考文献

門脇久志・ 岸田泰則（ 1 9 7 7 ） 隠岐島の蛾（ Ｉ ）． 蛾類通信,(9 0 )： 4 8 9 -4 9 6 ．
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 . 4 1 6 pp .学研教育出版,東京.　 　 　 　 　 　 　
松田隆嗣（ 2 0 1 7 ） 島根県における ネズミ ホソ バの再発見. すかし ば,（ 6 4 ） :6 -7 .　 　 　 　

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 松田隆嗣

準絶滅危惧（ N T ）

ネズミ ホソ バ
チョ ウ目ヒ ト リ ガ科　

Pe lo sia  a n g u sta  ( Stau d in ger, 1887 ) 　

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 国内なら びに県内における生息地がき わめて限定さ れる。 また、 本県

赤名峠産の個体が模式標本と なっ ている。

概　 　 要

　 開張3 0 mm内外。 触角はオスでは葉片状、メ スでは糸状。 前翅は茶色、

灰白色、 黒などが混じ り あっ た複雑な斑紋を有するが、 後翅は茶色の無

地である。 成虫は県内の例でいう と 6 ー8 月にかけて発生。 幼虫その他

については、 今のと こ ろ 不明である 。 本種は1 9 7 7 年に北海道産のオス

と 本県赤名峠産のメ スを も と に新種記載さ れたも ので、 1 属1 種。 寒冷

地に産すると さ れ、 北海道、 本州に分布するが、 局地的で、 個体数も 多

く ない。 国外では朝鮮半島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部の三瓶山周辺および赤名峠で採集さ れている。 三瓶の例を見る

限り 、 雑木林の蛾と の印象が強い。

存続を脅かす原因

　 雑木林を含む森林環境の減少、 消滅が考えら れる。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

●参考文献

門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録.すかし ば,(3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
三島秀夫（ 2 0 2 0 ） 島根県で採集さ れたガ数種について． 島根県立三瓶自然館研究報告,(1 8 ):8 3 -8 7 .
三島秀夫（ 2 0 2 0 ） 大田市の蛾類． 島根県立三瓶自然館研究報告,(1 8 ):8 9 -1 1 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

準絶滅危惧（ N T ）

ク ロシモフ リ アツバ
チョ ウ目ヤガ科

Lo ph o m il ia  ko g ii  ( Su g i, 1977) 　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 全国的な減少が懸念さ れる種。 県内でも 生息地が限ら れる。

概　 　 要

　 開張4 8 ー5 7 mm内外。 コ シ ロ シ タ バに よ く 似た 翅の地色が黒い

Ca toc a la である。 前翅はコ シロ シタ バよ り やや細く 、 白く こ すれたよ

う な印象で、 斑紋は不明瞭。 後翅も コ シロシタ バと 同じ く 白い斑紋を有

する が、 やや小さ い。 成虫は年一回、 6 月ご ろ から 出現し 1 0 月ま で見

ら れる。 幼虫の寄主植物はカ シワ。 国内では北海道、 本州、 四国、 九州、

対馬に、 国外では、 朝鮮半島、 中国、 ロシア南東部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 幼虫の食べ物である カ シワの分布と 生息域が重なる よ う に思われる

が、 見つかっ ているのは県中部の三瓶山から 邑南町および西部の山地で

ある。 また、 隠岐諸島で採集さ れた1 個体を確認し ている。

存続を脅かす原因

　 カ シワを含む良好な森林、 雑木林などの減少、 消滅。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

●参考文献

星川和夫（ 1 9 9 4 ） 瑞穂町の蛾類群集． 島根県特定地域野生生物緊急調査報告， 瑞穂町の昆虫類:5 8 -7 1 .
門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録.すかし ば,(3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
三島秀夫・ 門脇久志・ 大浜祥治（ 2 0 1 9 ） 隠岐諸島の蛾類（ Ⅱ）． すかし ば,(6 6 ):4 9 -1 0 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ メ シロシタ バ
チョ ウ目ヤガ科

Cato ca la  n ag io id es Wilem an , 1924　

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 県内での生息地が限定さ れ、 さ ら に減っ ていく 傾向にある。

概　 　 要

　 開張5 0 ー6 0 mm内外。 翅の地色が黒いCa toc a la で、 後翅に細長い白

色の斑紋を 有する 。 成虫は年に一度、 6 月おわり ごろ から 出現、 秋まで

姿が見ら れる 。幼虫はク ヌ ギなどブナ科を寄主植物と し ている。北海道、

本州、 四国、 九州に分布し ているが、 数は少ない。 国外では、 朝鮮半島、

中国、 ロシア南東部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 低地の落葉二次林を主たる生息場所と し 、 県東部および西部の山口県

に近い限ら れた地域にのみ見ら れると 考えら れていたが、 全県的に、 時

に市街地の裏山のよう なと こ ろ にも 少数ながら 見いだせる こ と が分かっ

た。

存続を脅かす原因

　 ク ヌ ギをふく む落葉二次林や里山的環境の減少や消滅など。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

●参考文献

林　 成多・ 片岡大輔（ 2 0 1 9 ） 島根県雲南市木次町ふる さ と 尺の内公園における 蛾類生息調査（ 2 0 1 5 年）． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(2 2 ):3 5 -4 4 .
門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録.すかし ば,(3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
松田隆嗣（ 2 0 1 3 ） 松江市街地で採集さ れた蛾類の記録． すかし ば， (6 0 ):1 -1 6 .
野津幸夫・ 耕平・ 雅陽・ 朔太郎（ 2 0 2 4 ） 松江市本庄町近辺で採集し た興味ある 昆虫～古い標本箱から のノ スタ ルジア～． すかし ば,(7 1 ):8 0 -1 0 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

準絶滅危惧（ N T ）

コ シロシタ バ
チョ ウ目ヤガ科

Cato ca la  a cta ea  Felder &  Rogenh o fer, 1874　

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内の生息地が限定さ れ、 国内他地域でも 同様に産地は限ら れる。

概　 　 要

　 開張3 0 ー3 2 mm。 前翅にある 白く 縁ど ら れた3 つの斑紋が鮮やかで、

特徴的である。 成虫の出現は、 県内では5 月から 8 月にかけて。 幼虫は

ネコ ノ チチを寄主植物と するこ と が、 近年判明し た。 国内では本州（ 中

国地方）、 四国、 九州に分布する。 生息域は狭い。 国外では、 朝鮮半島、

中国、 チベッ ト に分布する。 同属で本種と 非常によく 似たミ ツモンケン

モンCy m a to p h o ro p s is  tr im a c u la ta  (B remer , 1 8 6 1 )は、 本州北部に

産するが、 国内での絶滅が懸念さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の島根半島および雲南市、 出雲市、 県西部の益田市（ 旧匹見町

周辺） で見つかっ ている。 本種と 石灰岩質土壌に固有の植生と 関係が再

三指摘さ れている が、 県内においては関係は薄いと 思われる 。

存続を脅かす原因

　 良質な林の減少、 消滅。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
野津幸夫（ 1 9 9 7 ） ホソ バミ ツ モン ケンモン を 島根県から 初記録． すかし ば， (4 5 ):8 2 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

準絶滅危惧（ N T ）

ホソ バミ ツモンケンモン
チョ ウ目ヤガ科

Cym ato p h o ro p sis u n ca  ( Hou lbert) 　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内での生息地が極めて局地的である。

概　 　 要

　 開張4 3 ー4 7 mm。 前翅に特異な斑紋を 持つ。 体、 翅の大き さ にはか

なり の個体差がある 。 成虫は4 ～５ 月と ７ ～８ 月に出現する 。 春に出る

も のは翅の斑紋は鮮明だが、色は全体に白っ ぽく 、後翅は白に近く なる。

夏に出るも のは強く 黒みを帯びる 。 幼虫の寄主植物と し ては、 カ キツバ

タ 、 イ タ ド リ が報告さ れている 。 V im in ia 属はケン モン ヤガ類と し ては

珍し く 、 寄主植物が非樹木性で灌木や草本につく と いう 。 国内では北海

道、 本州、 四国、 九州、 対馬に、 国外では台湾、 朝鮮半島、 中国、 ロシ

ア南東部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 生息地は三瓶のみと 思われていたが、 最近、 松江市でも 記録さ れてい

たこ と が分かっ た。 今、 全国で失われる傾向にある湿地環境に生息する

と さ れ、 三瓶では池のカ キツバタ などと の関係が考えら れる。

存続を脅かす原因

　 湿地環境およびそれに付随する植生の消失。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
野津幸夫・ 耕平・ 雅陽・ 朔太郎（ 2 0 2 4 ） 松江市本庄町近辺で採集し た興味ある 昆虫～古い標本箱から のノ スタ ルジア～． すかし ば,(7 1 ):8 0 -1 0 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

準絶滅危惧（ N T ）

ク ビグロケンモン
チョ ウ目ヤガ科　

Acro n icta  d ig n a  ( Bu tle r, 1881)

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内の採集記録は、2 0 0 8 年の隠岐（ 島前） における 1 カ 所2 例のみで、

その後報告はない。 全国的にも 分布は局所的。

概　 　 要

　 開張3 1 －3 4 mm。 前翅は暗い紫灰色、 後翅は茶褐色で 基部は淡色。

和名の由来は、 首部の白色毛と 前脛節末端にある爪による。 全国の既知

産地はいずれも 石灰岩地や断崖等露岩地であり 、 県内では隠岐諸島の海

岸崖部のほか、 本土部の立久恵峡、 断魚渓などで生息の可能性が高い。

食樹はバラ 科シモツケ属と さ れ、 食草を同じ く するホシミ スジの記録地

を狙っ た調査が有効と 思われる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 西ノ 島町の摩天崖で1 0 月に2 例記録さ れて いる。 隠岐諸島のホシ ミ

スジはミ ツバイ ワガサを食草と し ており 、 本種も 同様と 推測さ れる。

存続を脅かす原因

　 断崖等露岩地の荒廃、 生息地への農薬散布等。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑Ⅱ． 学研教育出版． 東京．
三島秀夫・ 大浜祥治（ 2 0 0 9 ） 隠岐諸島の蛾類（ Ⅰ）． すかし ば， 5 7 ： 4 4 -1 0 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

準絶滅危惧（ N T ）

ク ビジロツメ ヨ ト ウ
チョ ウ目ヤガ科

On co cn em is cam p ico la  Led erer, 1853

ー
情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内での生息地が局限さ れ、 こ のさ き 最も 失われやすいと 思われる湿

地環境に生息すると 考えら れるため。

概　 　 要

　 開張3 0 mm前後。 前翅は銅色の地に白く 縁どら れた腎状紋と 環状紋、

さ ら には白い内外横線と で印象的な模様を形作っ ている。 成虫は9 ～1 1

月にかけて、 湿地で見つかるこ と が多いと いう 。 年に一回だけ発生する

と 思われる が、幼虫期、寄主植物などについては未知。本州（ 福島県以南）、

四国、 九州に分布する。 今のと こ ろ 日本固有種。 成虫の発生時期が遅い

こ と 、 生息環境が湿地に限ら れるら し いこ と などから 、 記録の少ない種

であると いう 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部の三瓶山周辺で1 例記録がある のみ。 採集地は川のほと り で、

水生植物も 繁茂し ている。

存続を脅かす原因

　 湿地環境の減少、 消滅が考えら れる 。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
三島秀夫（ 2 0 1 1 ） 注目すべき 島根県のガ数種2 0 1 0 ． 島根県立三瓶自然館研究報告， (9 ):1 0 3 -1 0 5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

準絶滅危惧（ N T ）

ト ビイ ロアカ ガネヨ ト ウ
チョ ウ目ヤガ科

Eu p lexia  a lb i l in eo la  ( Wilem an  &  Sou th , 1918 ) 　

ー
情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生息地が限定さ れ、 確認さ れた個体数も 少ない。

概　 　 要

　 前翅長1 5 mm前後。 前翅は黄褐色で、 外縁は波状を 呈し 、 ほぼ平行

に並ぶ4 本の横線を も つ。 年1 化性で、 成虫は晩秋から 翌年の春にかけ

て出現する。 野外での寄主植物は未知であるが、 飼育下ではク ヌ ギを摂

食し た例がある。 国内では、 本州、 四国、 九州、 対馬に、 国外では、 台

湾、 朝鮮半島、 中国、 ネパールに分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 中部、 東部の山地で発見さ れている 。 県内の生息地の環境はいずれも

落葉樹林。

存続を脅かす原因

　 良好な森林環境の減少や消失。

（ 執筆者： 小山　 凜斉）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 . 学研教育出版, 東京.
小山凜斉（ 2 0 2 5 ） 島根県における ヨ スジキリ ガの記録. すかし ば, 7 2 : 3 4 .
三島秀夫（ 2 0 2 3 ） 島根県で採集さ れたガ数種について2 0 2 2 . 島根県立三瓶自然館研究報告, 2 1 : 7 7 -8 2 .
大畑純二・ 三島秀夫（ 2 0 2 3 ） 三瓶産昆虫標本目録(III). 島根県立三瓶自然館収蔵資料目録第7 号.
四方圭一郎（ 2 0 1 5 ） 冬ヤガ類（ モク メ キリ ガ亜科， キリ ガ亜科， ヨ ト ウガ亜科） 幼虫の寄主植物について. 蛾類通信, (2 7 6 ): 1 8 ‒2 2 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 小山凜斉

準絶滅危惧（ N T ）

ヨ スジキリ ガ
チョ ウ目ヤガ科

Eu p si l ia  strig if e ra  Bu tler, 1879

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 全国的に、 産地、 個体数と も に少ない。

概　 　 要

　 開張3 8 ー3 8 mm。 前翅は紫灰色の地色に太い帯状の黒色紋がある 。

成虫の発生は4 月、 年に一度だけである 。 本種が属するOrth o s ia 属は、

北半球温帯の広葉樹林に多く の種が生息する と いわれ、 国内には2 0 種

ほどが知ら れている。 いずれの種も 春にのみ成虫が出現し 、 同じ よう な

生活サイ ク ルを持っ ている。 本種は日本固有種。 東北地方から 本州中部

にかけて産地があるが、 局地的、 個体数も 少ない。 幼虫の寄主植物や生

態などに関し ても 未知の部分が多い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 従来西日本には生息記録が見当たら なかっ た種だが、 1 9 9 9 年に三瓶

山で見つかっ た。 現在までのと こ ろ 、 採集例はこ の1 例のみ。 三瓶山の

落葉樹林を生息場所と し ていると 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 三瓶山など、 落葉樹林帯の減少や消滅。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
大畑純二・ 三島秀夫（ 2 0 0 0 ） 三瓶産昆虫標本目録（ Ⅱ）． 島根県立三瓶自然館収蔵目録第5 号．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 林謙次郎

準絶滅危惧（ N T ）

ナマリ キリ ガ
チョ ウ目ヤガ科

Orth o sia  sa to i  Su g i, 1960　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 分布状況は不明確で、 個体数も 多く ない。 さ ら なる データ が必要。

概　 　 要

　 翅長1 3 －1 4 ｍｍ。 国外ではロシア沿海州、 朝鮮半島、 国内では北海

道から 九州まで見ら れるが、 西日本では産地は局所的である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 海岸沿いの岩場の草付き や、 立久恵峡、 千丈渓などの崖地が主要な生

息地である。 河川沿いの林道脇の草地に生息する近似種スジグロチャ バ

ネセセリ と は生息環境がまっ たく 異なっ ている。 隠岐諸島・ 島後の海蝕

崖の草付き でも 見ら れる がき わめて稀。 6 月上旬から 発生し 、 草付き を

敏速に飛び回り 、 ゆっ たり と 飛ぶスジグロチャ バネセセリ と は生態も 異

なる。

存続を脅かす原因

　 露岩地の過度な整備（ 大規模なコ ン ク リ ート 吹き 付け）。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

山本正志（ 2 0 0 5 ） 島根県中部地域（ 江の川流域） における 岩場の蝶（ ホシミ スジ・ ウラ ナミ ジャ ノ メ ・ ヘリ グロチャ バネセセリ ） の採集及び観察記録． すかし ば,（ 5 3 ）： 2 3 -2 5 .
淀江賢一郎（ 1 9 8 3 ） 隠岐（ 島後） でヘリ グロ チャ バネセセリ と アカ シジミ を採集する ． すかし ば,（ 2 0 ）： 5 6 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

準絶滅危惧（ N T ）

ヘリ グロチャ バネセセリ
チョ ウ目セセリ チョ ウ科

Thym e licu s sy lva ticu s sy lva ticu s  ( Brem er, 1861 )

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 生息地が局地的。  

概　 　 要

　 翅長4 6 －5 8 mm。 山陰には食草がウマノ スズク サ、 マルバウマノ ス

ズク サの２ 種があり 、 前種は温帯から 暖帯に広く 分布し ているが、 山陰

では局地的にし か見ら れないため、 発生地も 限ら れている。 南西諸島で

は成虫が年周見ら れ、 数も 多いが、 山陰では３ 化と 思われる。 飛翔はゆ

るやかで、 アザミ 、 ネギボウズなど各種の草花で吸蜜する。 吸水は確認

さ れていない。 卵から 蛹まで特異な形をし 、 幼虫は共食いするこ と も 知

ら れている。 蛹で越冬。 ウマノ スズク サ食のチョ ウは国内では本種し か

生息し ていなかっ たが、 近年同属のベニモン アゲハが八重山に土着し 、

またホソ オチョ ウが人為的な放蝶により 国内各地で繁殖し ている。  

県内での生息地域・ 生息環境

　 ウマノ スズク サは堤防などに多く 見ら れる。 局所的に分布し ている多

年草のつる草。 またマルバウマノ スズク サは本県が南限。 県内では斐伊

川、 神戸川、 飯梨川、 江川、 周布川、 三隅川、 高津川の堤防で本種が発

生し ているが、 飯梨川では河川改良で食草が消滅し た。 本種は時には大

発生する こ と があり 、 大山（ マルバウマノ スズク サ）、 飯梨川（ ウマノ

スズク サ） のよ う に食草を食べつく し 姿を消すこ と も ある。 隠岐諸島で

も 記録があり 、 西ノ 島美田では美田川の河川敷に繁茂し ていたマルバウ

マノ スズク サを 食し ていた貴重な個体群が生息し ていたが、 美田ダム建

設時に生息環境が失われた。 隠岐諸島では島後も 含め絶滅し た可能性が

高い。

存続を脅かす原因

　 過度な草刈。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

門脇久志（ 1 9 7 6 ） 隠岐島の昆虫２ ． 隠岐島の蝶類． すかし ば,（ 6 ）： 3 -2 3 ．
高野英明（ 2 0 2 4 ） 出雲市の神戸川沿いでジャ コ ウアゲハを 確認． すかし ば, (7 1 ): 4 1 .
尾原和夫（ 2 0 1 7 ） 斐伊川堤防におけるジャ コ ウアゲハの生活史と 個体群動態． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (2 0 ): 2 2 1 -2 2 3 .
岡　 義人（ 1 9 6 8 ） [出雲市斐伊川の]ジャ コ ウアゲハの飼育． N ECY DALIS, 1 (2 ): 9 -1 0 .
大浜祥治（ 2 0 2 4 ） 松江市乃木福富町でジャ コ ウアゲハを 確認． すかし ば, (7 1 ): 2 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 佐藤るり 子

準絶滅危惧（ N T ）

ジャ コ ウアゲハ
チョ ウ目アゲハチョ ウ科

Atro p h an eu ra  a lcin o u s （ Klu g , 1836）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息地が限ら れ個体数も 多く ない。

概　 　 要

　 翅長2 2 －2 4 mm 。 食樹イ ボタ ノ キがある 平地から 低山地の落葉広葉

樹が優占する 林の林縁部を生息環境と し ている。 年１ 回６ 月に発生、 オ

スは日中あまり 活発ではなく 、 イ ボタ やウツギなどで吸蜜する。 ミ ド リ

シジミ 属の中には夕方に活発に飛翔する種がいるが本種も その１ 種。 産

卵はイ ボタ の枝に産み付けら れる が、 赤いU FOのよ う な独特の形を し

ていてよく 目立つ。

県内での生息地域・ 生息環境

　 浜田市周辺など西部にも 生息地はある が、 松江市・ 出雲市・ 雲南市・

奥出雲町など東部に多く 生息地が見ら れる。 各地と も 道路拡幅などでイ

ボタ を含む雑木林の伐採が進行し 生息域が狭めら れている 。 隠岐（ 島後・

西ノ 島、 中ノ 島、 知夫里島） 産は、 翅表の黒帯が広く て暗化する地理的

変異が見ら れ、 き わめて特異な個体群であり 、 保全が必要である。

存続を脅かす原因

　 雑木林の荒廃。 隠岐諸島では殺虫剤空中散布。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

筆谷憲一（ 2 0 1 8 ） ゼフ ィ ルスたち と の出会いを 求めて． すかし ば, 6 5 -1 2 -1 6 .
門脇久志（ 1 9 7 6 ） 隠岐島の昆虫２ ． 隠岐島の蝶類． すかし ば,（ 6 ）： 3 -2 3 ．
久保康彦・ 横山　 隆（ 2 0 1 3 ）「 珠玉の標本箱（ 5 ） ウラ ゴマダラ シジミ 」． 3 3 pp .N RC出版． .
山本正志（ 1 9 9 9 ） 三瓶山でウラ ゴマダラ シジミ を採集． (3 1 ): 2 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

準絶滅危惧（ N T ）

ウラ ゴマダラ シジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Arto p o etes p ryey i （ M u rray, 1873）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 生息地・ 個体数共に減少傾向である。

概　 　 要

　 翅長1 7 －1 9 mm。 日本特産種。 オスの翅裏は暗い金色、 メ スは明る

い金色をし ている。 コ バノ ト ネリ コ やマルバアオダモを食樹と し 、 低山

地では６ 月中旬ごろ 、 三瓶山のよう な高標高地では６ 月下旬から ７ 月上

旬ごろ 発生。 日中はほと んど飛翔するこ と なく 、ク リ の花などで吸蜜し 、

まれに吸水する姿も 見ら れる。 ５ 時ごろ より 日没直後には活発に活動す

る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部県境付近の低山地で1 9 9 7 年確認し ている が、 道路拡張、 新設

などで環境も 悪く なり 、 現在でも 生息し ているか不明。 呑谷でも 1 9 8 6

年の記録がある。 船通山、 三瓶山、 奥出雲町など山地の渓谷沿いや落葉

樹林周辺では、 現在でも 確認さ れている 。 隠岐（ 島後・ 西ノ 島） にも 生

息し ており 、 特異な個体群であるが、 松枯れ対策の殺虫剤空中散布の影

響を受けて激減し ている。

存続を脅かす原因

　 雑木林の興廃。 隠岐諸島では殺虫剤の空中散布。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

筆谷憲一（ 2 0 1 8 ） ゼフ ィ ルスたち と の出会いを 求めて． すかし ば, 6 5 -1 2 -1 6 .
伊藤　 宏（ 1 9 8 6 ） 三瓶山でウラ キン シジミ を 採集． すかし ば,（ 2 5 ）： 1 4 ．
和泉浩行（ 1 9 8 5 ） 赤来町でウラ キン シジミ を 採集． すかし ば,（ 2 4 ）： 7 ．
門脇久志（ 1 9 7 6 ） 隠岐島の昆虫２ ． 隠岐島の蝶類． すかし ば,（ 6 ）： 3 -2 3 ．
三島昭一（ 2 0 1 2 ） 船通山でウラ キン シジミ 幼虫パラ シュ ート 発見． すかし ば, (5 9 ): 1 7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

準絶滅危惧（ N T ）

ウラ キンシジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Co rean a  styg ia n a （ Bu tler, 1881）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息地が限定さ れ個体数も 減少傾向。

概　 　 要

　 翅長1 8 m m前後。 日本特産種。 ミ ド リ シジ ミ の中で後翅の白帯がＶ

字状になっ ているのは本種のみ。 食樹ウラ ジロガシのある渓谷沿いで６

月中旬ごろ よ り 発生する。 オスは山頂付近で多く 見ら れ、 晴天の日中に

かけ活動する 。 メ スは活発に活動する こ と はないが、 1 0 月ごろ まで生

存し 、 ウラ ジロ ガシの頂芽辺り の休眠芽に産卵する。 鳥取市の久松山が

基準標本産地で、 和名は訓読みし たも の。

県内での生息地域・ 生息環境

　 匹見峡、 奥出雲町（ 旧仁多町） に産地が知ら れていたが、 近年、 調査

精度が上がり 、 浜田市（ 旧金城町、 旧旭町）、 邑南町（ 旧瑞穂町、 旧石

見町）、 津和野町、 吉賀町（ 旧柿木村）、 大万木山、 安来市から も 卵、 成

虫確認の報告がある。 奥出雲町（ 旧仁多町） では、 落葉樹と 常緑樹が混

成し ている渓谷で、 道路付近にも 産卵木が見ら れる。 現在、 伐採や遷移

が進み生息環境が著し く 悪化し ている 。

存続を脅かす原因

　 ウラ ジロガシの混じ る自然度の高い広葉樹林帯の伐採。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

青戸　 賢（ 1 9 7 3 ） ヒ サマツ ミ ド リ シジミ を 内尾谷で採集． Long ico rn ,（ 5 ）： 1 2 ．
中村泰士（ 1 9 6 9 ） 匹見町のミ ド リ シジミ 類-付・ 恐羅漢のウラ ジャ ノ メ について-． すかし ば,（ 4 ）： 3 -5 ．
新海義春（ 2 0 0 4 ） ヒ サマツ ミ ド リ シジミ の採集記録． わたし たち の自然史,（ 8 8 ）： 2 2 .
上田常一（ 1 9 6 4 ） 山陰の珍チョ ウ．「 山陰の動物誌」： 1 2 1 -1 2 9 ． 松江今井書店.
安田正利（ 1 9 8 9 ） 島根県鹿足郡柿木村でヒ サマツミ ド リ シジミ 卵を 採卵． 蝶州,（ 3 ）： 7 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ サマツミ ド リ シジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Ch ryso zep h yru s h isam atsu san u s （ N ag am i et Ish ig a, 1935）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 生息地も 限定さ れ個体数も 少ない。

概　 　 要

　 翅長2 0 －2 1 mm 。 山地帯でアカ ガシが多く 見ら れる 照葉樹林に７ 月

下旬から ８ 月に発生する。 メ スの翅裏地色は茶褐色、 樹林内の葉上で静

止し ているこ と が多く 、 活発に活動するこ と ないが、 気温が高いと き に

は、 地上で吸水も する。 オスの翅裏地色は銀白色、 表には綺麗に輝く 金

緑色があり 、 午前1 1 時ごろ よ り ３ 時過ぎまで、 渓谷の斜面や樹林内で

も テリ ト リ ーを張り 活発に活動、 交尾も こ の時間帯に行われる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島では1 9 7 5 年に発見さ れ、 1 9 8 1 年に淀江賢一郎氏が津和野

町で発見し た。 さ ら には未公表ながら 吉賀町（ 旧柿木村） でも 発見さ れ

ている。 隠岐（ 島後） では、 ルーミ スシジミ と 混生し ているが、 大規模

伐採や杉の植林で大き なアカ ガシ林が減少傾向にあり 、 さ ら に1 9 9 0 年

代の大型林道造成工事が拍車をかけ憂慮すべき 状態になっ ている。

存続を脅かす原因

　 林道建設、 植林などによるアカ ガシ林の伐採。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

門脇久志（ 1 9 7 6 ） 隠岐島の昆虫２ ． 隠岐島の蝶類． すかし ば,（ 6 ）： 3 -2 3 ．
淀江賢一郎（ 1 9 7 6 ） 隠岐島産キリ シマミ ド リ シジミ の生活史． すかし ば,（ 6 ）： 2 4 -2 7 ．
淀江賢一郎（ 1 9 8 1 ） 島根県から キリ シマミ ド リ シジミ を 発見する ． すかし ば,（ 1 5 ）： 1 6 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

準絶滅危惧（ N T ）

キリ シマミ ド リ シジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Th erm o zep h y ru s a taxu s （ Westw ood , 1851）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 産地も 限ら れ個体数も 少ない。

概　 　 要

　 翅長1 7 －1 9 mm。 ゼフ ィ ルスの中でも フ ァ ボニウスと 言われる 、 オ

スの翅表が青緑色に輝く 一群の仲間で、 裏面が銀白色し ているのでこ の

名がある。 年１ 回６ 月にナラ ガシワ林に発生する。 同じ 食樹であるヒ ロ

オビミ ド リ シジミ と 混生すると こ ろ も 多いが、 県東部低山地の小規模な

ナラ ガシワ林では本種のみ発生し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 東部、 西部にナラ ガシワ林が点在するが、 開発改修、 道路拡張、 椎茸

のホダ木にと 伐採さ れる こ と が多く 、 また、 林周辺に存在する 所では、

放置さ れて他の樹木に覆い隠さ れそう になるほど、 樹種変換がゆっ く り

と 進行し 、 本種の存在が数年後には危ぶまれるほど不安定な環境下にあ

る。 また、 隠岐（ 島後） では、 海岸近く にある小規模なカ シワ林に生息

が確認さ れており 、 き わめて特異な個体群で特別な保全対策が必要であ

る。

存続を脅かす原因

　 カ シワやナラ ガシワを含む雑木林の伐採。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

筆谷憲一（ 2 0 1 8 ） ゼフ ィ ルスたち と の出会いを 求めて． すかし ば, (6 5 ): 1 2 -1 6 .
門脇久志（ 1 9 7 6 ） 隠岐島の昆虫２ ． 隠岐島の蝶類． すかし ば,（ 6 ）： 3 -2 3 ．
森山正治（ 1 9 5 7 ） 島根県内にウラ ジロミ ド リ シジミ の新産地． 新昆虫, 1 0 (1 1 ): 4 7 -4 8 .
岡　 義人（ 1 9 6 9 ） 出雲市産蝶類目録II． 自刊． 8 pp．
山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県中部地域（ 江の川流域） における ゼフ ィ ルスの採集報告． すかし ば,（ 5 4 ）： 4 1 -4 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

準絶滅危惧（ N T ）

ウラ ジロミ ド リ シジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Favon iu s sap h irin u s （ Staud in ger, 1887）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 カ シワに依存し ているため、 産地も 限定さ れ個体数も 少ない。 タ イ プ

標本基産地。

概　 　 要

　 翅長2 0 －2 2 mm 。 オスの翅表が青緑色に輝く フ ァ ボニウスと 呼ばれ

る 一群の仲間で、 ６ 月下旬から ７ 月上旬の短い期間に出現。 標高4 0 0

ｍ以上の山地のカ シワ林が生息地。 日中はカ シワの葉陰に潜んでいるこ

と が多く 、 朝方や夕方に活動。 特に早朝には下草に降り ている個体をよ

く 見かけるこ と も ある。 産卵は大木では下枝の１ 年枝上に、 ヒ コ バエに

は好んで産卵し 、 林から 離れた草地に孤立し ている若木にも 多数の卵が

見ら れるこ と も ある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内で確認さ れているのは三瓶山、 大佐山、 吾妻山の３ カ 所。 三瓶山

では山頂部や室の内は特別保護区と し て保全さ れ良好であるが、 個体数

は多く ない。 他所は道路ができ たり 、 近く にスキー場ができ たり で、 荒

廃し ている。

存続を脅かす原因

　 県内にカ シワ林があまり 多く なく 、 三瓶山以外では、 他所は道路がで

き たり 、 近く にスキー場ができ たり し て、 著し く 荒廃し ている。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

白水　 隆（ 1 9 5 2 ） 日本産ミ ド リ シジミ 類の一新種［ ハヤシミ ド リ シジミ ， 北海道・ 青森・ 長野・ 東京・ 島根］． 昆虫, 1 9 (2 ): 6 0 -6 6 , p l. 5 .
淀江賢一郎（ 1 9 7 8 ） 三瓶山の蝶類（ 1 ）． すかし ば,（ 1 0 ）： 3 7 -4 7 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

準絶滅危惧（ N T ）

ハヤシミ ド リ シジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Favon iu s u ltram a rin u s （ Fixsen , 1887）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 局地的で、 生息地も 限定さ れる 。

概　 　 要

　 翅長1 8 －2 1 mm。 食樹ミ ズナラ が、 中国地方では標高6 0 0 ｍ以上の

山地に限ら れるため、 発生地も 限定さ れている。 ６ 月下旬から ７ 月上旬

ごろ に出現するが、 同じ 食樹のジョ ウザンミ ド リ シジミ 、 アイ ノ ミ ド リ

シジミ と 混成し ている場所も 多く 、 時間的な棲み分けをし ている。 早朝

にも 見ら れるこ と も あるが、 午後から の活動がおも になり 、 晴天時には

午後から 夕方にかけ、 なわばり を つく り 、 活発に飛翔する。 曇天時は活

動時間が早く なる傾向がある。 産卵は太枝、 樹幹などに行う 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では船通山、 大万木山、 三瓶山、 益田市匹見町、 隠岐（ 島後） な

どに記録がある。 隠岐（ 島後） の山地ミ ズナラ 林に生息する本種はき わ

めて特異な地域個体群であり 、 特別な保全対策が必要である（ 久保田直

哉氏が発見）。

存続を脅かす原因

　 林道開発などによるミ ズナラ を含む落葉広葉樹林の伐採。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

久保田直哉（ 1 9 8 7 ） 隠岐諸島・ 島後でエゾミ ド リ シジミ を 発見． すかし ば,（ 2 7 ）： 1 6 ．
淀江賢一郎（ 1 9 7 8 ） 三瓶山の蝶類（ 1 ）． すかし ば,（ 1 0 ）： 3 7 -4 7 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

準絶滅危惧（ N T ）

エゾミ ド リ シジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Favon iu s jezo en sis （ M atsum u ra , 1915）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 産地が局限さ れ、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 翅長1 9 －2 1 mm。 翅の表が黒褐色で緑色を し ないミ ド リ シジミ 。 ク

ヌ ギ、 アベマキの大木がある林に発生するが、 自然林より 人家周辺の二

次林を好むよう で、 し かも 若木のみの林では見ら れず、 ある程度の古木

が存在する 林に発生し 、 また、 特定の木に偏っ て見ら れる 傾向がある。

活動は夜明け前の暗いう ちに始まり 、 明るく なるこ ろ には活動が終わっ

ている。 昼間は樹葉上にいるこ と が多いが、夕方には再び活動を始める。

終令幼虫は、 一般には樹の根際に降り てく る習性が知ら れているが、 本

県では高所にと どまると いう 特徴がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 西部（ 旧・ 六日市町） で1 9 6 8 年初発見（ 能見豪氏）。 以後、吉賀町（ 旧

柿木村）、 津和野町などで確認さ れており 、 東部でも 三瓶山、 飯南町（ 旧

赤来町、 旧頓原町） などから 発見さ れた。 大木を含むク ヌ ギ林は県内に

はごく 少なく 、 発生数も 少ない。

存続を脅かす原因

　 ク ヌ ギの古木を 含む自然度の高い雑木林の荒廃。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

後藤和夫・ 田中正文（ 1 9 8 9 ） ク ロ ミ ド リ シジミ の新分布地． 山口県の自然, 5 （ 9 ）： 4 5 -4 6 ．
和泉浩行（ 1 9 8 8 ） 赤来町の蝶類 -赤名・ 谷地区を 中心にし て-． すかし ば,（ 2 9 ） : 1 -6 ．
三島昭一（ 1 9 8 8 ） 三瓶山でク ロ ミ ド リ シジミ 幼虫を 採集． すかし ば,（ 3 0 ）： 5 3 ．
三宅誠治（ 2 0 0 7 ） 中国地方のク ロ ミ ド リ シジミ ． 月刊むし ,（ 4 3 7 ）： 4 2 -4 7 .
柳橋浩一（ 1 9 8 7 ） 三瓶山でク ロ ミ ド リ シジミ を 採集． 蝶州,（ 1 ）： 2 5 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

準絶滅危惧（ N T ）

ク ロミ ド リ シジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Favon iu s yu asa i Sh iro zu , 1947

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息地が限ら れ、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 翅長1 6 －1 8 mm。 日本特産種（ 近似種が近年、 台湾や中国奥地で発

見さ れた）。 標高6 0 0 ｍ以上のブナ林に生息。 年１ 回６ 月に出現するが、

樹上で生活し ているため発見し にく い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 強風の翌朝にブナ林の下草によく 降り 、 気温の高い日には吸水にも 降

り てく るので、 こ んなと き には発見し やすい。 標高の高い地で発生が早

いのは、 ブナの芽ぶき が早く 伸展も 早いため、 食樹に合わせて幼虫の成

長も 早いためである。

存続を脅かす原因

　 温帯落葉樹林に自生するブナ林は、 県内には多く なく 、 現存する規模

も 小さ いので、 今後そのブナ林の保全が重要である。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

中村泰士（ 1 9 7 5 ） 匹見町のミ ド リ シジミ 類-付・ 恐羅漢のウラ ジャ ノ メ について-． すかし ば,（ 4 ）： 3 -5 ．
山本正志（ 1 9 9 2 ） 島根県仁多郡横田町］ 船通山でフ ジミ ド リ シジミ を 採集． すかし ば, (1 8 ): 2 7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

準絶滅危惧（ N T ）

フ ジミ ド リ シジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Sib a tan io zep h yru s fu jisan u s （ M atsum u ra , 1910）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 生息地が限定さ れ、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 翅長1 2 －1 5 mm。 北海道、 本州、 四国、 九州に分布。 年１ 回、 ４ 月

中旬ごろ に出現。 ト チノ キの見ら れる 山間樹林の渓谷で発生、 よく 晴れ

た暖かい日に活動し 、 オスはよく 地上や渓流の岩場で吸水、 時には集団

にも なる。 メ スは近く のワサビなどに訪花する。 ルリ シジミ と 混生する

ため紛ら わし いが、 本種は翅の色が灰白色で暗く 、 また斑紋の構成で識

別でき る。 孵化し た幼虫はト チノ キの花、 つぼみを食し て成長する。 県

内ではミ ズキなどでは確認さ れてない。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では匹見峡、 船通山など局地的に生息し ているが、 近年、 三瓶山、

奥出雲町呑谷から も 記録がある。 船通山は渓谷沿いが急斜面になり 、 山

頂部のカ タ ク リ も 保護さ れているため、 開発し にく い状況にあり 環境は

良い。

存続を脅かす原因

　 ト チノ キの混じ る自然度の高い落葉広葉樹林の大規模な伐採。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

三島秀夫（ 2 0 0 1 ） 三瓶山でスギタ ニルリ シジミ を採集． すかし ば,（ 4 9 ）： 8 6 ．
三島昭一（ 2 0 0 7 ） スギタ ニルリ シジミ を 島根県赤来町で採集． すかし ば,（ 5 5 ）： 3 4 -3 5 .
三島昭一（ 2 0 1 5 ） スギタ ニルリ シジミ を 奥出雲町猿政山で採集する ． すかし ば,（ 6 2 ）： 7 .
中村泰士（ 1 9 7 5 ） 匹見町のミ ド リ シジミ 類-付・ 恐羅漢のウラ ジャ ノ メ について-． すかし ば,（ 4 ）： 3 -5 ．
山本正志（ 1 9 7 6 ） 横田町でスギタ ニルリ シジミ を採集． すかし ば, (6 ): 2 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

準絶滅危惧（ N T ）

スギタ ニルリ シジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Cela strin a  su g itan ii  M atsu m u ra , 1919

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 1 9 7 0 年代には普通に見ら れたが、 1 9 9 0 年代より 減少傾向にある。

概　 　 要

　 翅長3 5 －4 0 mm。 オスは他のヒ ョ ウモン類と 似た色模様し ているが、

メ スは地色が黒褐色でイ チモン ジチョ ウに似た色模様をし 、 別種のよう

に見える。 低山地の雑木林や二次林周辺に６ 月中旬ごろ 現われ、 各種の

花を訪れたり 、地上で吸水し たり するが、盛夏には夏眠し 秋再び現われ、

木の幹など 食草から 離れた所に産卵、 １ 令幼虫で越冬する と 言われる。

食草はスミ レ 類。

県内での生息地域・ 生息環境

　 低山地の雑木林の林縁などが主要生息地。 ウツ ギ、 ク リ 、 ノ アザミ 、

オカ ト ラ ノ オなどに訪花するのが観察さ れている。 隠岐諸島でも 以前の

よう に多く 見ら れるこ と がない。 秋季見ら れる越夏個体は人家周辺の草

花で吸蜜するので発見さ れやすい。

存続を脅かす原因

　 雑木林周辺（ 林縁） の手入れ不足によ る草地の荒廃。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

淀江賢一郎・ 坂田国嗣・ 藤原泰樹・ 山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県の蝶類-島根県には何種類の蝶類がいるのか？「 新島根の生物」： 2 1 9 -2 4 5 .日本生物教育会島根大会実行委員会．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

準絶滅危惧（ N T ）

メ スグロヒ ョ ウモン
チョ ウ目タ テハチョ ウ科

Dam o ra  sag an a  l ia n e （ Fruh sto rfer, 1907）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 隠岐諸島（ 島後） に生息する本種が新亜種に記載さ れ、 乱獲によっ て

個体数減少の恐れが高い。

概　 　 要

　 翅長2 6 ー3 3 m。 イ チモン ジチョ ウの仲間は朝鮮半島、 ロ シア沿海州

に多い。 国内にはアサマイ チモン ジと イ チモン ジチョ ウの2 種が生息。

イ チモンジチョ ウは各地で地理的変異が著し く 、例えば、岩手県陸中産、

新潟県長岡市産などが有名。 隠岐諸島（ 島後） 産の個体群も 4 0 年以上

前から 顕著な地理的変異が知ら れていたが、 2 0 2 5 年になっ て新亜種と

さ れるにいたっ た。

県内での生息地域・ 生息環境

　 明るい林縁沿いで食草スイ カ ズラ 周辺を飛ぶ交う 個体がよく 観察さ れ

る。 食草があれば海岸線沿いで も 生息し て いる 。 年２ 回、 5 －6 月と 8

月に発生する。

存続を脅かす原因

　 2 0 2 5 年2 月に新亜種と し て記載さ れた。亜種まで蒐集する コ レ ク タ ー

によっ て乱獲が続く 恐れがある。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

藤岡知夫（ 1 9 7 5 ） 日本産蝶類大図鑑． 講談社．
門脇久志（ 1 9 7 6 ） 隠岐島の昆虫２ ． 隠岐島の蝶類． すかし ば,（ 6 ）： 3 -2 3 ．
大屋厚夫・ 山本修成（ 2 0 2 5 ） 隠岐諸島のイ チモンジチョ ウ新亜種の記載-A new  sub spec ie s  o f L im en itis Ca m illa  (L in n a eus , 1 7 6 4 ) from  Ok i Is la nd s, Sh im a ne , J a p a n． 月
刊むし , (6 4 8 ): 2 3 -2 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 淀江賢一郎

準絶滅危惧（ N T ）

イ チモンジチョ ウ隠岐諸島亜種
チョ ウ目タ テハチョ ウ科

Lim en itis cam il la  yu zu rih a i Ooya et Yam am oto , 2026

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 近年産地、 個体数が減少傾向にある。

概　 　 要

　 翅長2 5 －3 6 mm。 日本固有種で本州のみに生息。 スイ カ ズラ やタ ニ

ウツギなどを 食草に、 年２ 回５ ～６ 月と ８ 月に発生し 樹林周辺で見かけ

る。 良く 似たイ チモンジチョ ウと 混生し ている場所も あるが、 白斑の違

いなどで識別でき る。 発生場所にある 花を 訪れたり 、 吸水し たり する。

幼虫で越冬する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 低山地から 山地にかけて生息し ているが、 良好だっ た産地も 放置さ れ

てク ズなどが辺り を 覆い、 衰亡し ている 所が多い。 県東部の観察では、

遷移によ る環境の悪化のせいか、 よ く 見ら れた三瓶山や奥出雲町（ 旧・

仁多町） も 、 一時まっ たく 見ら れなく なっ た年も あっ たが、 近年少ない

ながら 復活し た。 隠岐諸島から は未記録である。

存続を脅かす原因

　 開発や、 遷移の進行、 林縁の手入れ不足による荒廃など。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

岡田雅裕（ 1 9 5 2 ） アサマイ チモン ジと シルビ アシジミ ． 昆虫石見,（ 2 ）： 1 3 -1 4 ．
淀江賢一郎・ 坂田国嗣・ 藤原泰樹・ 山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県の蝶類-島根県には何種類の蝶類がいるのか？「 新島根の生物」： 2 1 9 -2 4 5 .日本生物教育会島根大会実行委員会．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 佐藤るり 子

準絶滅危惧（ N T ）

アサマイ チモンジ
チョ ウ目タ テハチョ ウ科

Lim en itis g lo rif ica  Fru h sto rfer, 1909

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 本種は隠岐諸島のみに生息する 個体群で、 近年減少傾向である。

概　 　 要

　 翅長2 6 －3 2 mm 。 海岸部でミ ツ バイ ワガサが見ら れる 林縁の明る い

場所に年１ 回６ 月に出現（ 例外的に２ 化）、 ゆる やかに飛翔し ウツ ギな

どに訪花する。 ８ 月には食草の一部を綴っ て巣を作り 越冬する。 前翅２

室の白斑が横に大き く 、 後翅白斑列が三日月形になるなど顕著な地理的

変異が見ら れ、 隠岐諸島の個体群は固有の亜種（ ssp .y o d oe i ） と し て

1 9 9 8 年に記載さ れた。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐（ 島後、 西ノ 島、 中ノ 島、 知夫里島） ではおも に海岸部の崖や河

川下流域の崖地、 道路沿いの崖地が生息地になっ ている。 食樹ミ ツバイ

ワガサが西日のよ く あたる崖地に生育し ているため、 本種も 山奥より も

海岸近く に多く 見ら れる。 本亜種は特異な地域個体群であり 保全が必要

である。

存続を脅かす原因

　 道路開発（ 道路拡幅や古い露岩地のコ ン ク リ ート 吹き 付けなど）。 殺

虫剤空中散布。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

藤岡知夫（ 1 9 9 8 ） 世界のホシミ スジの地理変異-２ 新亜種の記載を 含む-． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 2 ）： 2 6 3 -2 7 4 ．
福田晴男・ 美ノ 谷憲久（ 2 0 1 7 ） 日本と 世界のホシミ スジ． 月刊むし 社．
木村正明（ 1 9 8 9 ） 隠岐のホシミ スジの分布と その食餌植物について． N EPTIS ,（ 2 ）： 2 3 -2 6 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有亜種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 淀江賢一郎

準絶滅危惧（ N T ）

ホシミ スジ隠岐諸島亜種
チョ ウ目タ テハチョ ウ科

N ep tis p ryeri yo d o e i Fu jio ka , 1998

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 典型的な海浜性のカ リ バチで、 海浜の開発や破壊による海浜固有の生

態系の喪失で、 生息密度が激減し ている。

概　 　 要

　 体長はメ スが1 0 －1 1 mm、オスが9 －1 0 mm。小型のアナバチである。

全体が黒色を 呈し 、 腹部の1 ～3 節板後縁に淡黄色の横縞がある。 年1

化性で、 活動期間は7 月上旬から 9 月下旬である。 幼虫餌と し て、 同翅

亜目の成虫を 狩る。 砂地に穿孔し 、 緩やかに下降し た坑道（ 坑道長： 2 .5

－9 cm） の先端に１ 個だけ育房を 作製する 単育房制で、 育房内に砂粒

の台座を作り 、 その上に卵を垂直に産下する。 最初の貯食は、 産卵後し

ばら く 経っ て行われる。 随時給食制で、 給餌は育房口を そのつど開閉し

て行われる。 越冬は、 育房内の繭中において前蛹態で行う 。 北海道から

屋久島まで広く 分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大社砂丘 (出雲市) のほか隠岐島後で局所的に採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 海浜固有の生態系の破壊。

（ 執筆者： 前田　 泰生）

●参考文献

林　 成多・ 門脇久志・ 松田隆嗣・ 深谷　 治・ 近見芳恵（ 2 0 1 5 ） 隠岐諸島における 昆虫類分布調査IV .  ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 8 ): 1 7 9 -1 9 6 .
岩田久二雄（ 1 9 7 5 ） 穴蜂科での空室産卵の発見； ベン ビ キヌ スの生活の観察. 「自然観察者の手記」 .  5 6 5 ＋1 9   p p . (2 4 5 -2 6 2 ); (2 5 3 -2 5 7 ). 朝日新聞社, 東京.
前田泰生・ 北村憲二・ 松本圭司・ 宮永龍一（ 2 0 0 4 ） 海浜における 送粉生態系の保全に関する 研究. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (7 ): 2 7 5 -3 0 3 .
皆木宏明・ 前田泰生・ 北村憲二（ 2 0 0 0 ） 海浜における 送粉生態系の保全に関する研究.  1 . 大社砂丘における訪花昆虫の種類と それら の季節消長. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (4 ): 
1 3 9 -1 6 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足(D D )撮影者（ 提供者）： 郷右近勝夫

準絶滅危惧（ N T ）

ヤマト スナハキバチ
ハチ目アナバチ科

Bem b ecin u s h u n g a ricu s ja p o n icu s （ Son an , 1934）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 近年、 中国地方の山岳地帯でも 生息が確認さ れた。 生息密度は低く 、

分布の南限にあたる。

概　 　 要

　 真社会性種で、 女王はキイ ロ スズメ バチに擬態し て いる。 働き バチ

の腹部斑紋の変異は多様で、「 五目蜂」 と 称さ れる。 体長は女王が1 9 －

2 2 mm、 働き バチが1 4 －1 9 mm、 オスが1 9 mm前後である。 巣房を 樹

幹の小枝にぶら さ げる。 スズメ バチ類のなかでは、 コ ロニーのサイ ズは

最小である。 年１ 化性で、秋期に出現し た次世代の女王と オスが交尾し 、

受精後に女王だけが朽木などに穿孔し て越冬する。 国内では、 本州中部

以北の山岳地帯では豊産する。 原亜種は (D . m . m e d ia  (Re tziu s))、 旧

大陸のほか北海道にも 産する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大万木山、 安蔵寺山で局所的に採集さ れている。 邑智郡川本町の国有

林と 三瓶山で巣が発見さ れている。 豊かな自然林が残さ れた山岳地帯だ

けに生息し ている 。

存続を脅かす原因

　 豊かな自然林の喪失。

（ 執筆者： 前田　 泰生）

●参考文献

前田泰生・ 手塚俊行（ 1 9 9 5 ） キオビ ホナガスズメ バチの新分布地. 中国昆虫, (9 ): 3 1 .
前田泰生・ 郷原匡史・ 郷右近勝夫（ 2 0 2 2 ） 中国地方における 有剣類4 種の分布新記録. 中国昆虫, (1 5 ): 3 9 -4 3 .
松浦　 誠（ 1 9 9 5 ） 社会性カ リ バチの生態と 進化.　 北海道大学図書出版会, 3 5 3  p p .札幌.
松浦　 誠・ 山根正気（ 1 9 8 4 ） スズメ バチ類の比較生態学. 北海道大学図書出版会,  4 2 8  p p . 札幌.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足(D D )撮影者（ 提供者）： 皆木宏明

準絶滅危惧（ N T ）

キオビホオナガスズメ バチ本州亜種
ハチ目スズメ バチ科

Do lich o vesp u la  m ed ia  su g a re  Ish ikaw a , 1969　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 典型的な海浜性のハナバチで、 海浜の開発や破壊による海浜固有の生

態系が喪失し 、 生息密度の維持が危惧さ れる。

概　 　 要

　 体長はメ スが8 －1 2 mm、 オスが7 －1 2 mmで、 雌雄と も 胸部の背面

に目立つ4 つの白斑がある 。 キヌ ゲハキリ バチの労働寄生蜂である 。 寄

生様式は「 空き 巣ねら い型」 で、 寄主の留守中に育房内に侵入し て、 貯

めかけの花粉団子中に数卵を産下する。 活動期間は、寄主と 同じ である。

部分的2 化性で、 寄生し た寄主の育房内において前蛹態で越冬する 。 海

浜周辺で生育するコ マツナギ、 ハギ類のほか海浜性のハマグルマをよく

訪花する。 国内の分布域は、 寄主のそれと 同一である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内の海浜では、 ハマゴウの生育が良好であれば、 寄主と も ども 普遍

的に生息する。

存続を脅かす原因

　 海浜固有の生態系の破壊。

（ 執筆者： 前田　 泰生）

●参考文献

前田泰生・ 皆木宏明（ 1 9 9 9 ） キヌ ゲハキリ バチの巣の構造. ホシザキグリ ーン財団研究報告, (3 ): 1 6 5 -1 7 2 .
前田泰生・ 佐々木陽一（ 2 0 1 8 ） ハナバチ類における労働寄生蜂の寄生様式と 寄生率． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (2 1 ): 1 6 9 -1 9 7
M a e ta , Y ., K . G ô u k o n , R . M iy a n a g a  (2 0 1 5 ) Re v ise d  sp e c ie s  n a m e s o f J a p a n e se  c le p to p a ra s itic  b e e s  a n d  th e ir  h o sts ,  w ith  a d d itio n a l n e w  h o st r e c o rd s 
(H y menop te ra : A po id ea ).  J a p . J . Sy st. E n t. , 2 1 : 2 9 9 -3 0 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 前田泰生

準絶滅危惧（ N T ）

ホシト ガリ ハナバチ
ハチ目ハキリ バチ科

Co e lio xys fo rm o sico la  Stran d , 1913

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 典型的な海浜性のハナバチで、 海浜の開発や破壊による海浜固有の生

態系の喪失で、 生息密度の維持が危惧さ れる。 ハマゴウの重要な送粉者

である。 日本固有種。

概　 　 要

　 体長はメ スが9 －1 1 mm、 オスが8 －1 0 mmで、 体全体が白毛で覆わ

れた中型のハキリ バチである 。 部分的2 化性で、 越冬は育房内において

前蛹態で行う 。 活動期間は、 大社砂丘では6 月中旬から 9 月中旬までの3

カ 月間にも 及ぶ。 広食性種であるが、 ハマゴウのスペシャ リ スト 的な送

粉者である。 砂地に緩やかに傾斜し た単坑を掘り （ 深さ 2 －7 ㎝）、 その

先端に1 ～3 個の育房を 直列に配置する。 育房は葉片で作製さ れる。 国

内では、 本州・ 四国・ 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内の海浜では、 ハマゴウの生育が良好であれば普遍的に生息する。

汀線から 離れた堆砂垣周辺の砂丘内で営巣する。

存続を脅かす原因

　 海浜生態系の破壊。

（ 執筆者： 前田　 泰生）

●参考文献

郷原匡史（ 1 9 9 3 ） キヌ ゲハキリ バチに関する 若干の生態的知見. 中国昆虫, (7 ): 2 9 -3 4
岩田久二雄（ 1 9 4 1 ） 日本内地産葉切蜂六種の習性考察. 高津中学校編「 紀元2 6 0 0 年記念高津中学校記念論文集」 : 2 2 3 -2 4 8 .
前田泰生・ 皆木宏明（ 1 9 9 9 ） キヌ ゲハキリ バチの巣の構造. ホシザキグリ ーン財団研究報告, (3 ): 1 6 5 -1 7 2 .
前田泰生・ 北村憲二・ 松本圭司・ 宮永龍一（ 2 0 0 4 ） 海浜における 送粉生態系の保全に関する 研究. 2 . 山陰地方の海浜性植物ハマゴウ (ク マツ ヅラ 科) における 有剣類の送粉様式. ホ
シザキグリ ーン 財団研究報告, (7 ): 2 7 5 -3 0 3 .
皆木宏明・ 前田泰生・ 北村憲二（ 2 0 0 0 ） 海浜における 送粉生態系の保全に関する研究.  1 . 大社砂丘における訪花昆虫の種類と それら の季節消長. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (4 ): 
1 3 9 -1 6 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 宮永龍一

準絶滅危惧（ N T ）

キヌ ゲハキリ バチ
ハチ目ハキリ バチ科

M eg ach ile  ko b en sis Cockerell, 1918

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 準海浜性のハナバチで、 国内では局所的に採集さ れている。

概　 　 要

　 体長はメ スが1 5 －1 8 mm、 オスが1 2 －1 4 mm。 中型のハキリ バチで

ある。 全体が黒色を呈し 、前伸腹節と 腹部の１ 節背板に白毛が密生する。

年1  化性で、活動期間は7 月下旬から 9 月下旬である。典型的な広食性で、

大社砂丘周辺ではハギ類でよく 採集さ れる。 また、 海浜のハマゴウでも

し ばし ば採集さ れる。 営巣は、 海浜周辺のブド ウ用ビニールハウスで使

用さ れるフ レ ーム管の内部を利用し て行われていると 推測さ れる。 育房

は樹脂を用いて作製さ れる。 なぜ、 海浜を好んで生息するのか不明であ

る。 国内では、本州から 南西諸島の西表島まで広く 分布する。 国外では、

台湾・ 中国・ 朝鮮半島にも 産す。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大社砂丘（ 出雲市） のほか内陸部の出雲市白枝町と 松江市西川津町で

採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 海浜固有の生態系の破壊。

（ 執筆者： 前田　 泰生）

●参考文献

岩田久二雄（ 1 9 7 5 ） タ マリ ン ド ウと ネジロ ハキリ バチ. 「自然観察者の手記－昆虫と と も に五十年」 . 5 6 5 ＋1 8  pp .  (1 8 7 -1 9 1 ). 朝日新聞社. 東京．
川村　 満（ 1 9 5 1 ） ネジロハキリ バチ (M e g a c h ile  d is ju n c tifo rm is ) の習性. 新昆虫, 4 ： 1 5 -1 7 . 
前田泰生・ 杉浦直人（ 1 9 8 8 ） 山陰地方のハナバチ相　 (I) ハキリ バチ科, すかし ば, (3 0 ): 1 -1 0 .
皆木宏明・ 前田泰生・ 北村憲二（ 2 0 0 0 ） 海浜における 送粉生態系の保全に関する研究. 1 . 大社砂丘における 訪花昆虫の種類と それら の季節消長. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (4 ): 
1 3 9 -1 6 0 .
三木孝人（ 2 0 1 9 ） 出雲市内でネジロ ハキリ バチを採集. すかし ば, (6 6 ): 2 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 前田泰生

準絶滅危惧（ N T ）

ネジロハキリ バチ
ハチ目ハキリ バチ科

M eg ach ile  d isju n cti f o rm is  Cockere ll, 1911

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 準海浜性のハナバチで、 国内では採集個体数が少ない。

概　 　 要

　 体長はメ スが1 5 －1 7 mm、 オスが1 3 －1 4 mmで、 がっ し り し た体躯

を も つ。 腹部の1 ～4 節背板後縁に白毛帯がある。 名前はこ の特徴に由

来する 。 稀種のため、 生態に関する 知見は皆無に近い。 年1 化性で、 活

動期間は7 月下旬から 9 月中旬までである。 典型的な広食性で、 海浜で

はハマゴウの花でし ばし ば採集さ れる。 営巣地は、 海浜に流れ込む大小

河川脇の切り 通し の砂壁と 推測さ れる。 内陸部でも 、 営巣地は砂壁であ

ろ う 。 国内では、 本州・ 四国・ 九州から 分布記録がある 。 国外では、 旧

大陸にも 産する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大社砂丘（ 出雲市） のほか島根県内の数カ 所の砂丘、 ほかにも 三瓶山

でも 局所的に採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 特異な環境に営巣するので、 こ のよ う な環境の喪失は生息を不可にす

る。

（ 執筆者： 前田　 泰生）

●参考文献

前田泰生・ 北村憲二・ 松本圭司・ 宮永龍一（ 2 0 0 4 ） 海浜における 送粉生態系の保全に関する 研究. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (7 ): 2 7 5 -3 0 3 .
皆木宏明・ 前田泰生・ 北村憲二（ 2 0 0 0 ） 海浜における 送粉生態系の保全に関する研究.  1 . 大社砂丘における訪花昆虫の種類と それら の季節消長. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (4 ): 
1 3 9 -1 6 0 .
宮永龍一・ 清水加那・ 井上く る み（ 2 0 2 2 ） 海浜性植物ハマゴウの訪花ハナバチ相と 周辺環境と の関係について. 中国昆虫, (3 5 ): 1 -9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 皆木宏明

準絶滅危惧（ N T ）

シロスジコ シブト ハナバチ
ハチ目ミ ツバチ科

Am eg il la  q u ad ri f a scia ta （ Ville rs, 1789）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県中西部において産地が局限さ れる。 かつて広く 分布し ていた県東部

の平野部においても 産地・ 個体数が減少傾向である。

概　 　 要

　 全長4 6 ー5 2 mmのやや小型のサナエト ン ボ。 県内に生息する コ サナ

エ 属3 種の中では最も 大き く 、 また幼虫は腹部先端の第1 0 節がき わめ

て長く 特徴的である 。 羽化は4 月中旬ごろ から 始まり 、 羽化後は周辺の

雑木林などへ分散する。 成熟し た雄は水辺に静止し て縄張り を張る。 産

卵は雌単独で、 水際の草地の上を ホバリ ングし 、 腹端を振り ながら 卵を

ばら まく 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 平地～丘陵地の開放的でやや水深の深い池沼に生息する が、 内陸部で

はまれと なる。 県東部では比較的普通に見ら れるが、 中西部では産地が

局限さ れる。 隠岐諸島では未記録。

存続を脅かす原因

　 開発などによる 生息池沼の埋め立てや、 休息場所と なる周辺雑木林の

伐採など。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 北山拓

情報不足（ D D ）

オグマサナエ
ト ンボ目サナエト ンボ科

Trig om ph u s o g u m a i  Asah in a,1949

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, 2 2 , 1 -1 1 6 .
宮本詔子（ 2 0 2 4 ） 益田市と 近隣における コ サナエ属の記録． すかし ば， 7 1 :7 3 -7 5 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .
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